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平成３０年東吾妻町議会第３回定例会 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

平成３０年９月４日（火）午前１０時開会 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 諸般の報告 

第 ４ 議員派遣の件について 

第 ５ 報告第 １号 健全化判断比率の報告について 

第 ６ 報告第 ２号 資金不足比率の報告について 

第 ７ 認定第 １号 平成２９年度東吾妻町一般会計歳入歳出決算認定について 

第 ８ 認定第 ２号 平成２９年度東吾妻町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい 

           て 

第 ９ 認定第 ３号 平成２９年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて 

第１０ 認定第 ４号 平成２９年度東吾妻町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

第１１ 認定第 ５号 平成２９年度東吾妻町地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

           て 

第１２ 認定第 ６号 平成２９年度東吾妻町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

第１３ 認定第 ７号 平成２９年度東吾妻町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について 

第１４ 認定第 ８号 平成２９年度東吾妻町水道事業未処分利益剰余金の処分及び決算認定 

           について 

第１５ 議案第 ８号 東吾妻町役場の位置条例の一部を改正する条例について 

第１６ 議案第 ９号 東吾妻町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

第１７ 議案第１０号 東吾妻町地方活力向上地域における固定資産税の課税の特例に関する 

           条例の一部を改正する条例について 

第１８ 議案第１１号 東吾妻町保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に 

           ついて 

第１９ 議案第１２号 東吾妻町体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に 
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           ついて 

第２０ 議案第１３号 東吾妻町体育施設使用料条例の一部を改正する条例について 

第２１ 議案第 １号 平成３０年度東吾妻町一般会計補正予算（第３号） 

第２２ 議案第 ２号 平成３０年度東吾妻町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

第２３ 議案第 ３号 平成３０年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

第２４ 議案第 ４号 平成３０年度東吾妻町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

第２５ 議案第 ５号 平成３０年度東吾妻町地域開発事業特別会計補正予算（第１号） 

第２６ 議案第 ６号 平成３０年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

第２７ 議案第 ７号 平成３０年度東吾妻町簡易水道特別会計補正予算（第１号） 

第２８ 議案第１４号 工事請負契約の変更締結について 

 

本日の会議に付した事件 

 日程第１４まで 

 

出席議員（１４名） 

     １番  浦 野 政 衛 君      ２番  髙 橋 徳 樹 君 

     ３番  里 見 武 男 君      ４番  小 林 光 一 君 

     ５番  重 野 能 之 君      ６番  竹 渕 博 行 君 

     ７番  佐 藤 聡 一 君      ８番  根 津 光 儀 君 

     ９番  樹 下 啓 示 君     １０番  山 田 信 行 君 

    １１番  茂 木 恒 二 君     １２番  金 澤   敏 君 

    １３番  青 柳 はるみ 君     １４番  須 崎 幸 一 君 

欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 中 澤 恒 喜 君 副 町 長 渡 辺 三 司 君 

教 育 長 小 林 靖 能 君 代表監査委員  田 隆 紀 君 

総 務 課 長 茂 木   聡 君 企 画 課 長 水 出 智 明 君 

地域政策課長 浅 見 梅 雄 君 保健福祉課長 橋 爪 克 敏 君 
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町 民 課 長 片 貝 将 美 君 税 務 課 長 黒 岩 康 茂 君 

農 林 課 長 飯 塚 順 一 君 建 設 課 長 桑 原 正 明 君 

上下水道課長 一 場 正 貴 君 
会 計 課 長 兼 
会 計 管 理 者 

三 枝   仁 君 

教 育 課 長 田 中 康 夫 君   

 

職務のため出席した者 

議会事務局長 堀 込 恒 弘 
議 会 事 務 局 
補 佐 

水 出   淳 

議 会 事 務 局 
補 佐 髙 橋 智恵子   
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 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議長挨拶 

○議長（浦野政衛君） 皆様、おはようございます。 

  開会に当たりご挨拶を申し上げます。 

  皆様、既にご承知のとおり、８月10日金曜日に群馬県防災ヘリコプター「はるな」が中之

条町の山中に墜落するという大変痛ましい事故が発生いたしました。この事故により、吾妻

広域消防本部職員５名の方々と群馬県防災航空隊員４名の方々のとうとい命が犠牲となった

ことはまことに痛恨のきわみであります。惜別の情、耐えがたいものがあります。お亡くな

りになられた皆様に深く哀悼の意をあらわすとともに、ご遺族並びに関係者の皆様に心より

お悔やみを申し上げます。 

  議会といたしましても、吾妻広域消防本部関係職員６名の皆様の告別式や通夜の儀に議長

と副議長が参列をさせていただきましたが、志半ばで旅立たれた皆様のご遺族様、ご親族様

の心中をお察し申し上げますとき、その悲しみはいかばかりかと拝察し、お慰めする言葉も

ございませんでした。 

  お亡くなりになられたお一人お一人が、日ごろ自分の身命を賭して災害現場や火災現場に

立ち向かい、私たちの生命や財産を守り続けてくださっていたことを決して忘れず、その強

い遺志を引き継ぐことが行政に携わる私たちの責務であることを再確認し、今以上に安心・

安全な東吾妻町を築くため不断の努力を続けることをここに皆様とともにお誓い申し上げた

いと思います。 

  さて、本日ここに、平成30年第３回定例会が招集されましたところ、議員各位には極めて

ご多用の折ご参集をいただき開会できますことに対し、心から感謝を申し上げます。 

  本定例会には、平成29年度の一般会計、特別会計並びに事業会計の決算認定や平成30年

度補正予算案等の重要案件が提案される予定となっております。どうか議員各位におかれま

しては、格別なるご精励をもってご審議をお願いしたいと思います。 

  会期中、町長初め執行部各位におかれましても特段のご協力をお願いいたしまして、開会

の挨拶といたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

  ただいまより、８月10日に発生した群馬県防災ヘリコプター墜落事故によりお亡くなりに

なられた９名の皆様に対し、１分間の黙禱を捧げたいと存じます。皆様、ご起立願います。 

  黙禱。 
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（黙 禱） 

○議長（浦野政衛君） お直りください。ご着席願います。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎町長挨拶 

○議長（浦野政衛君） それでは、開会に当たり、町長のご挨拶をお願いいたします。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） おはようございます。 

  平成30年第３回定例会の開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

  議員各位におかれましては、公私ともにご多用のところご出席をいただきここに開催でき

ますことに対し、心より厚く御礼を申し上げます。 

  去る８月10日に起きました群馬県防災ヘリコプター「はるな」の墜落事故により、吾妻広

域消防本部職員６名を含む９名の方のとうとい命が失われました。お亡くなりになられた方

に深く哀悼の意を表しますとともに、ご関係の皆様に心からお悔やみを申し上げます。吾妻

広域消防本部の方々、30代、40代のまさに働き盛りの職員で、救助のスペシャリストとし

て活躍を期待しておりました。ご家族の方の心中を心からお察し申し上げます。 

  今後は、一日も早く原因を明らかにし、二度とこのような事故が起きないように取り組ん

でいただきたいと思っております。 

  さて、ことしの夏は平成最後の夏でありましたが、梅雨明けも早く、非常に暑い日が続い

ております。昨年は７月下旬から長雨や関東地方では日照時間が短く天候不順に見舞われま

した。現在、世界的な規模で異常気象が起きており、原因は地球温暖化等が異常気象の起こ

りやすい環境をつくり出していると言われておりますが、今後も警戒をしていかなければな

らないと考えております。 

  さて、本定例会では健全化判断比率の報告など報告関係２件、東吾妻町役場の位置条例の

一部を改正する条例についてなど条例関係６件、平成29年度東吾妻町一般会計歳入歳出決算

認定についてなど決算関係８件、平成30年度一般会計補正予算など予算関係７件、その他関

係１件を提案させていただく予定でございます。 

  全てを原案どおりご議決を賜りますようお願いいたしまして、開会の挨拶とさせていただ
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きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（浦野政衛君） ただいまより平成30年第３回定例会を開会し、直ちに本日の会議を開

きます。 

（午前１０時０８分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議事日程の報告 

○議長（浦野政衛君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

  議事日程に従い会議を進めてまいります。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（浦野政衛君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員の指名は、会議規則第125条の規定により、５番、重野能之議員、６番、

竹渕博行議員、７番、佐藤聡一議員を指名いたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎会期の決定 

○議長（浦野政衛君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。今期定例会の会期は本日から９月14日までの11日間とし、その日程

はお手元に配付の日程表のとおりとしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認め、会期は11日間と決定し、日程は日程表のとおりとす
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ることに決定いたしました。 

  町政一般質問通告書の提出期限は、あす９月５日正午までといたしますのでよろしくお願

いいたします。限られた質問時間の中で十分な効果を上げていただくため、議員各位には従

前より理論的、具体的な通告書作成にご協力をいただいております。今後も一層皆さんにご

協力をいただき、単なる事務的な見解をただすにすぎないもの、制度の内容の説明を求める

もの、議案調査の段階でただせるものや質問者の要望を述べるものなど、一般質問の内容と

して適当でないものを避け、建設的な政策議論に臨んでいただきたいと思います。 

  一般質問通告書の内容が具体性に欠け要旨が明確にわからない場合、または町の事務の範

囲外であったり、適正を欠く内容の場合は通告書の修正を求めたり、受理しないことがあり

ますので、あらかじめご承知おきください。 

  なお、執行部におかれましても、誠実、簡明な答弁に努めていただき、活発で能率的な議

会運営にご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎諸般の報告 

○議長（浦野政衛君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  前期定例会に報告以降、議長としての報告事項は、印刷をしてお手元に配付のとおりであ

ります。後ほどごらんをいただき、議会活動または議員活動に資していただければと思いま

す。 

  なお、末尾には８月６日付で群馬県町村議会議長会の仲澤会長から依頼のありました「群

馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を求める意見書の提出について（依

頼）」の写しを添付してあることを申し添えます。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議員派遣の件について 

○議長（浦野政衛君） 日程第４、議員派遣の件についてを議題といたします。 

  去る６月25日に開催されました群馬県町村議会議長会主催の新議員研修会について、２番、
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髙橋徳樹議員より報告を願います。 

  ２番、髙橋徳樹議員。 

（２番 髙橋徳樹君 登壇） 

○２番（髙橋徳樹君） おはようございます。 

  それでは、新議員研修に参加しましたので報告させていただきます。 

  日時は30年６月25日、場所は群馬県市町村会館でございます。参加議員は高山村から１

名、みなかみ町から５名、玉村町から３名、東吾妻町は私ということで計10名の参加があり

ました。そのほか、議会事務局から３名の出席がございました。 

  テーマにつきましては、地方議会の制度と運営についてということで、町村議会議長会の

峯岸次長から講義がございました。内容につきましては、議会に関する法令等ということで、

地方自治法、会議規則、委員会条例ということで、主に会議原則というのを時間を割いて解

説していただきました。時間につきましては、午前中が１時間半で午後が２時間ということ

で３時間半ぐらいでございました。 

  いずれにしても、本当に基本的な会議のルールということを解説していただきました。こ

れから、本当に議会に関するいろいろな法律につきましては、議員必携にございますように

非常に膨大かつ、なかなか困難な難しいところもございますので、私自身これから議会の権

限と役割等を十分学んで責任を果たしていきたいというふうに思っているところでございま

す。 

  いずれにしても、講義時間は多くはありませんでしたけれども、非常に学びの多い研修で

あったことをご報告させていただきます。ありがとうございました。 

○議長（浦野政衛君） 以上で髙橋徳樹議員の報告を終わります。 

  また、閉会中の議員派遣につきましては、会議規則第127条ただし書きの規定により、お

手元に配付のとおり決定いたしましたので、ご報告いたします。 

  去る８月９日に開催されました吾妻広域町村圏振興整備組合主催の吾妻養護老人ホーム納

涼祭について、名寄市議会議長と杉並区議会議長が呼びかけ人となり８月24日に開催されま

した杉並区交流自治体議会議員研修会について、８月25日に開催されました東京高円寺阿波

おどり実行委員会並びにＮＰＯ法人東京高円寺阿波おどり振興協会主催の第62回東京高円寺

阿波おどりについてを８番、根津光儀議員より報告願います。 

  ８番、根津光儀議員。 

（８番 根津光儀君 登壇） 
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○８番（根津光儀君） 議員派遣についてご報告申し上げます。 

  ８月９日、平成30年度吾妻養護老人ホーム納涼祭に出席いたしました。当町出身者は男性

２名、女性７名、計９名の方が入所されています。皆さん、健康状態は良好で楽しく会話を

交わすことができました。 

  ８月24日、杉並区交流自治体議会議員研修会に浦野議長とともに出席いたしました。名寄

市議会の黒井議長、杉並区議会の大熊議長の呼びかけのもと、今回が初の開催となります。

呼びかけの両議会のほか、北塩原村、忍野村、南伊豆町、南相馬市、青梅市、そして我が町。

各議会から議長、副議長、事務局員らが出席いたしました。 

  東京二十三区清掃一部事務組合杉並清掃工場及び杉並区防災無線室設備を視察した後、杉

並区議会議長応接室において懇談が行われました。交流自治体議会研修についてを議題とし、

浦野議長より、この催しは意義深いものであり、今後も継続できるよう申し合わせ、各議会

に持ち帰ってそのように行動しましょうとの発言があり、了承されました。 

  ８月25日、前日に引き続き杉並にとどまり、議長とともに東京高円寺阿波おどり実行委員

会等主催の第62回東京高円寺阿波おどりに出席しました。当日、町長、企画課長、同次長と

合流し、上州いわびつ連の皆様を激励いたしました。祭りを通して杉並区関連の自治体の

方々と交流を深めてまいりました。 

  以上、報告とさせていただきます。 

○議長（浦野政衛君） 以上で根津光儀議員の報告を終わります。 

  これをもって議員派遣の件についてを終わります。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎報告第１号の上程、説明、質疑 

○議長（浦野政衛君） 日程第５、報告第１号 健全化判断比率の報告についてを議題といた

します。 

  報告及び説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 報告第１号 健全化判断比率の報告について説明申し上げます。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、平成19年度決算から健全化判断比率を
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監査委員の監査に付した上で議会に報告し公表しております。 

  今回ご報告をいたします健全化判断比率につきましては、平成29年度決算に基づく実質赤

字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政指標でございま

す。 

  実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては、ともに黒字となっております。 

  実質公債費比率につきましては、前年度と比較すると0.5ポイント改善され、３カ年平均

値で11.4％となりました。比率が改善された主な要因といたしましては、町村合併以降に

発行している地方債について、交付税算入率の優位な地方債に特化している状況のあらわれ

でございます。 

  将来負担比率につきましては、庁舎建設事業等の影響により地方債残高が３億213万円増

加いたしましたが、当該事業について合併特例債を活用したことにより公債費に係る交付税

算入額が２億1,678万円増加し、さらには充当可能基金が１億8,848万円増加したことによ

り、2.4ポイント改善をいたしまして55.2％となりました。 

  いずれの指標につきましても早期健全化基準及び財政再生基準に該当する水準ではござい

ません。 

  今後も引き続き地方債の発行に際しては、交付税措置等財政措置の優位なものを活用し、

公債費や地方債残高をきちんと見据え、事務事業評価を行い無駄な歳出を抑えるなど、さら

なる財政の健全化に努めてまいる所存でございます。 

  以上でございます。 

○議長（浦野政衛君） 報告及び説明が終わりました。 

  ここで質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  以上で本件の報告を終了いたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎報告第２号の上程、説明、質疑 

○議長（浦野政衛君） 日程第６、報告第２号 資金不足比率の報告についてを議題といたし

ます。 



－11－ 

  報告及び説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 報告第２号 資金不足比率の報告について説明申し上げます。 

  先ほどの健全化判断比率の報告と同様に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規

定によりまして、平成19年度決算から資金不足比率を監査委員の監査に付した上で議会に報

告し公表しております。 

  該当する公営企業会計につきましては、水道事業会計、簡易水道特別会計、下水道事業特

別会計の３会計でございます。いずれの会計におきましても、資金不足は発生しておりませ

んので、資金不足比率としては該当ありません。 

  よろしくお願い申し上げます。 

○議長（浦野政衛君） 報告及び説明が終わりました。 

  ここで質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  以上で本件の報告を終了いたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第１号の上程、説明、監査委員報告、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第７、認定第１号 平成29年度東吾妻町一般会計歳入歳出決算認

定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 認定第１号 平成29年度東吾妻町一般会計歳入歳出決算認定につきま

して提案理由の説明を申し上げます。 

  一般会計においては、歳入総額85億6,658万6,876円、歳出総額81億8,715万54円で、歳入

歳出差引額の形式収支で３億7,943万6,822円の黒字となりました。そのうち繰越明許費に

係る翌年度へ繰り越すべき財源が7,621万8,000円ありますので、実質収支額は３億321万
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8,822円の黒字となっております。 

  最初に、歳入の決算額ですが、前年度と比較して1.3％、額にいたしまして１億728万

6,979円の増額となっております。 

  歳入の内訳でございますが、町税につきまして法人町民税が企業収益の増収等により前年

度比12.1％、1,874万2,600円の増となりました。町税全体では19億1,556万5,750円となり、

前年度比0.9％の減となりました。 

  地方交付税のうち普通交付税は、合併算定替えの縮減措置によりまして28億463万2,000

円となり対前年度比3.6％減、金額にして１億350万7,000円の減額となりました。 

  特別交付税につきましては、平成26年２月の大雪に伴う特別措置が28年度で終了したた

め対前年度比14.4％減、3,613万8,000円の減額となりました。 

  町債は、総務債において庁舎建設事業により３億2,390万円、教育費において幼稚園増改

築により１億1,890万円増加したため全体では84.3％、金額で５億8,180万円の増額となっ

ております。 

  その他の歳入では、温泉センター、健康増進センターの廃止によりまして使用料で3,640

万9,920円、雑入で3,049万6,789円減額となり、使用料及び手数料全体として3,256万6,613

円減額、諸収入全体として9,726万円減額となりました。 

  続きまして、歳出決算額でありますが、前年度と比較して0.4％、額にいたしまして

2,924万6,566円の増額となっております。 

  主な事業といたしまして、総務費では、庁舎建設事業に３億7,602万8,778円を支出し６

億3,837万3,000円を繰り越しました。また、財政調整基金積立金が１億7,498万8,216円の

増、ダム対策総務費が１億2,331万6,943円の減、温泉センター、健康増進センターの廃止

に伴い温泉事業費が１億856万492円の減となり、総務費全体では対前年度２億3,516万

5,386円の減額となりました。 

  民生費においては、臨時福祉給付金事業、年金生活者等支援臨時福祉給付金事業及び特別

養護老人ホーム増床事業の皆減により、社会福祉費が対前年度比１億4,523万2,483円減額

しております。保育所費では、保育所建設事業に3,897万9,400円支出しておりますが、４

億8,436万円は繰り越しておりますので、民生費全体では対前年比１億1,780万3,048円の減

額となっております。 

  土木費では、町道松谷・六合村線改築事業、橋梁補修工事などの増額により総額で対前年

度比21.8％、金額にして１億3,763万3,327円の増額となりました。 
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  教育費は、幼稚園増築工事により総額で24.2％、２億5,424万6,941円の増額となってお

ります。 

  依然厳しい町財政の現状を踏まえて、国・県の動向を的確に把握し堅実な財政確保に心が

け、健全な財政運営を目指してまいりました。今後も優位な財源の確保と適切な予算執行に

努めてまいります。 

  以上が決算の概要でございますが、詳細につきましてはそれぞれの課長から説明をさせま

すので、十分ご審議をいただきましてご認定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  企画課長。 

○企画課長（水出智明君） お世話になります。よろしくお願いいたします。 

  決算書の説明に入る前に、配付をさせていただきました資料につきまして、簡単にご説明

をさせていただきます。 

  最初に施策の実績でございますが、平成29年度東吾妻町における施策の実績というもので

ございます。昨年度の主な事業実績を総務課から教育課まで課別にまとめたものでございま

す。 

  もう一つは、横版のものでございますが、一番上に平成29年度東吾妻町一般会計款別決算

書とあるものでございます。 

  １ページ目は款別の決算書の対前年度比較になります。２ページ目は款別の歳入歳出に対

する執行率の一覧となっております。３ページ目は一般会計から水道事業会計までの各会計

ごとの平成27年度から平成29年度、３年間における収入支出の決算額の一覧となっており

ます。次の４ページでございますが、特別会計まで含めました全会計３年間の歳出の決算を

性質別で合計した一覧となっております。５ページは、地方債の残高の推移で、平成17年度

末の現在高から平成29年度末現在高までの一覧でございます。６ページにつきましては、普

通会計の基金残高の推移でございまして、平成21年度から平成29年度までの一覧でござい

ます。それ以降のページにつきましては、一般会計目別決算の対前年度比較でございます。

それぞれ決算の参考にしていただければと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

  それでは、決算書につきまして、一般会計歳入歳出決算事項別明細書によりまして説明を

させていただきます。これにつきましては、税の関係につきましては税務課長より説明をさ

せていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 税務課長。 
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○税務課長（黒岩康茂君） お世話になります。よろしくお願いします。 

  それでは、１款町税について説明をさせていただきます。 

  決算書の９ページ、10ページをごらんください。 

  町税の予算総額は18億9,318万3,000円、調定額は19億8,021万9,252円となります。収入

済額につきましては19億1,556万5,750円で、前年度の収入額と比較しますと1,731万円余り

の減少でございます。収納率につきましては、全体では96.74％、現年度課税分99.20％、

滞納繰越分17.27％でございます。 

  不納欠損につきましては456万4,656円で、不納欠損の中で地方税法第15条の７に規定さ

れる滞納処分を停止したものにつきましては100％でございます。 

  収入未済額につきましては6,008万8,846円で、前年度より53万円余り増加しております。 

  続きまして、税目別でございますが、１項町民税、収入済額が７億2,304万7,300円でご

ざいます。１目の個人町民税収入済額５億4,996万5,100円でございます。これは１節の現

年課税分と２節の滞納繰越分の合計でございます。収納率で95.77％、前年比で1,000万円

余り減少しております。２目の法人町民税につきましては収入済額１億7,308万2,200円で

ございます。収納率99.56％、前年比で1,874万円余り増加しております。 

  ２項の固定資産税では、収入済額10億3,898万6,160円でございます。１目の固定資産税

につきましては収入済額10億1,327万7,160円で、収納率96.50％で、前年比で2,136万円余

り減少しております。２目の国有資産等所在市町村交付金及び納付金につきましては、収入

済額2,570万9,000円は関東財務局を初め４団体からの納付金でございます。昨年度より２

万円余りの増額となっております。 

  次に、３項１目の軽自動車税につきましては、収入済額5,840万4,858円でございます。

収納率で95.28％、昨年度より60万8,000円余りの増額となっております。 

  次の４項１目のたばこ税でございます。収入済額8,997万1,032円でございます。昨年度

より433万円余り減少しております。 

  次の５項１目の入湯税につきましては、収入済額515万6,400円でございます。昨年度よ

り89万円余り減少しております。 

  以上が１款町税の歳入決算でございます。詳細につきましては、施策の実績の64ページか

ら67ページまでに記載してありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。よろしく

お願いします。 

  以上でございます。 
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○議長（浦野政衛君） 企画課長。 

○企画課長（水出智明君） 続きまして、そのページの最下段になりますけれども、２款の地

方譲与税、ここから13ページまでの９款地方特例交付金、ここまでは一定の基準によりまし

て譲与または交付される性質のものでございますので、内容の説明については省略をさせて

いただきます。 

  続きまして、13ページ、14ページの10款地方交付税につきましては、30億1,927万8,000

円の収入済額でございまして、前年度と比べまして１億3,964万5,000円、率にしまして

4.4％の減額となっております。 

  続いての11款の交通安全対策特別交付金は、道路交通法違反の反則金を財源として交付さ

れるものでございます。 

  ここまでが、使途が限定されずにどのような経費にでも充てることができる一般財源とい

うことになっております。 

  続きまして、12款以降については各課にわたるものでございますが、歳入につきましては、

企画のほうで説明をさせていただきます。 

  12款の分担金及び負担金でございますが、収入済額合計で１億3,828万3,479円で、基本

的には受益者が負担する性格のものでございます。 

  次ページにいっていただきまして、13款使用料及び手数料でございます。収入済額が合計

で7,764万2,409円でございます。前年度と比較しますと3,256万6,613円、率にして約30％

の減額となっております。これにつきましては温泉センター、それから健康増進センターの

使用料が皆減をしたということが主な要因でございます。また、収入未済額が316万8,638

円出ておりますが、公営住宅使用料の収入未済が多くを占めているという状況でございます。 

  次ページにいっていただきまして、最下段の14款国庫支出金でございますが、その目的や

性格によりまして負担金、補助金、委託金の３つに分類をされております。 

  収入済額合計で４億2,451万6,158円でございます。前年度対比7.1％、金額にしまして

3,268万8,187円の減額でございます。収入内容は備考欄のところですが、事業も多岐にわ

たっておりますので、備考のところをごらんいただきたいと思います。その内容につきまし

ては省略をさせていただきます。 

  次に、飛んで21ページになります。 

  15款の県支出金でございます。国庫支出金と同様に負担金、補助金、委託金の３つに分類

されておりまして、収入済額合計で４億8,576万7,037円でございます。こちらも収入内容
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は備考欄をごらんいただき、説明については省略をさせていただきます。 

  次に、27、28ページになります。 

  16款財産収入でございます。収入済額合計で4,712万5,732円です。公有財産、物品、債

権及び基金の貸し付けや交換、売り払い等により生じた収入でございます。これについても

内容についてはごらんいただき、説明は省略をさせていただきます。 

  次ページの29、30ページになります。 

  17款寄附金でございます。収入済額合計で1,126万4,754円です。ふるさと応援寄附金と

して1,086万4,754円が主なものとなっております。 

  18款繰入金でございますが、収入済額合計で１億3,957万5,079円です。 

  次ページにいきまして、31、32ページです。 

  19款の繰越金でございますが、３億139万6,409円となっております。 

  20款の諸収入でございますが、これまで報告をしてきた区分以外の収入ということになり

ます。収入済額合計で２億8,251万9,429円で、前年対比25.6％、金額にいたしまして9,726

万5,314円の減となっております。主な要因としまして、温泉センターの廃止に伴いまして

食堂収入が皆減をしたこと及びダム関連事業において猿橋などの吾妻渓谷と自然公園整備が

済んだことなどが挙げられます。また、収入未済が1,987万9,482円ございます。 

  ４項３目の給食事業の収入の425万1,982円及び４項４目、次のページになりますが、指

定管理者等雑入におけます国民宿舎榛名吾妻荘の指定管理者による施設使用納付金1,077万

9,000円、さらには４項６目ダム関連事業におけます420万円などが収入未済となっており

ます。指定管理者の収入未済については現在回収をすべく訴訟中ということでございます。 

  次に、37ページ、38ページをお願いいたします。 

  21款町債でございます。収入済額合計で12億7,210万円、前年度からしまして５億8,180

万円の増でございます。庁舎建設事業、それから幼稚園の増改築事業が増額の主な要因でご

ざいます。 

  以上、歳入の合計、39ページ、40ページにいっていただきまして、合計の調定額が86億

5,428万8,498円、収入済額85億6,658万6,876円、不納欠損額456万4,656円、収入未済額が

8,313万6,966円でございました。 

  以上、歳入の説明とさせていただきます。 

  歳出につきましては各担当課長より説明をさせていただきますので、よろしくお願いいた

します。 
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○議長（浦野政衛君） 総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） お世話になります。 

  それでは、歳出についてご説明をさせていただきます。 

  42ページをごらんください。 

  １款議会費でございます。人件費及び経常的な経費でございます。 

  次に、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございますが、支出済額は５億

2,559万2,243円でございました。備考欄をごらんください。職員人件費としまして、特別

職２名分、総務課、企画課、地域政策課、会計課、町民課の環境部門の職員合計42名分の人

件費でございます。 

  44ページをお願いいたします。 

  一般管理事務費の主なものとしましては、臨時職員の社会保険料142万1,698円、社会参

加費を含めた交際費93万4,300円、郵便料786万1,961円、総合法令管理システム委託料196

万7,760円などでございます。 

  次の人事管理費でございます。職員健康診断委託料や人事情報システム使用料等でござい

ます。その下の庁舎建設検討調査事業でございますが、庁舎の基本実施設計業務と庁舎移転

整備事業、発注者技術支援業務委託を28年度からの繰越明許事業として実施をいたしました。 

  一番下になりますが、行政振興費、支出済額が1,900万464円でございます。次ページに

なりますのでお願いします。この目では、区長会長、区長等の報酬、住民センターへの補助

金等でございます。住民センター整備事業補助金は、萩生区、上北区、上南区、原町新井区、

須賀尾区、五町田区、新巻区、兵庫区の７区へ108万8,000円の補助金を交付しました。住

民センターの土地賃借料補助金につきましては、37行政区で130万7,710円でございます。 

  また、魅力あるコミュニティ助成事業補助金430万7,508円の内訳は、岡崎分館で災害用

備品整備事業へ170万円、道泉谷戸地区の獅子舞備品等購入に185万7,000円、原町新井区の

祭典衣装等に75万508円の補助でございます。 

  よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 企画課長。 

○企画課長（水出智明君） 続きまして、その次の３目財政管理費になります。支出済額が

383万9,575円でございます。このうちの主なものは、財務会計などのシステムレンタル料

が主なものでございます。 

  以上でございます。 
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○議長（浦野政衛君） 会計課長。 

○会計課長（三枝 仁君） お世話になります。 

  続きまして、４目の会計管理費でございますが、支出済額656万2,746円です。 

  まず、会計管理事業ですが、口座振替手数料やコンビニ収納のシステムレンタル料等が主

なものでございます。あと、事務用品管理事業につきましては、庁舎内に備えてあります各

種消耗品及び文書管理システム用品の購入費が主なものでございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 続きまして、５目財産管理費でございます。支出済額は４億

1,603万2,483円でございます。 

  備考欄をごらんください。 

  庁舎管理事業でございますが、主なものは電気料、電話料、次ページにまいりまして上か

ら４番目になりますが、庁舎の駐車場用地の借上料でございます。 

  次の庁舎管理事業と町有バス運行事業につきましては、庁用車16台及び町有バス２台の管

理に要する経費でございます。 

  その次のその他財産管理事業でございますが、特に大きなものはございません。普通財産

の管理費でございます。なお、駐車場借上料の財源として職員駐車場使用料の310万1,500

円を充当しております。 

  50ページをお願いいたします。 

  地域センター事業でございますが、主なものは施設の運営管理費等でございます。 

  庁舎建設事業でございますが、主なものは２月に議決していただいた工事費の前払い金の

３億6,070万円でございます。工事につきましては順調に進んでおります。 

  よろしくお願いいたします。 

  次に、６目の公平委員会でございますが、支出済額は２万2,084円で、委員報酬３名分及

び費用弁償でございます。 

  続きまして、７目固定資産評価審査委員会費でございます。支出済額は１万7,128円で、

委員報酬３名分及び費用弁償でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 企画課長。 

○企画課長（水出智明君） 続きまして、８目の財政調整基金費になります。１億7,690万円
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を29年度は基金に積み立てをいたしました。これによりまして、基金は24億7,201万6,510

円となりました。 

  続きまして、９目の企画費でございます。企画費総額の支出済額が6,332万1,549円でご

ざいます。備考欄をごらんいただきまして、企画調整事業といたしまして1,783万4,314円

でございます。内訳としますと、第２次総合計画策定に係るもの及び吾妻広域町村圏振興整

備組合への一般経費負担金が主なものでございます。 

  次の光ケーブル等管理事業でございますが、2,123万6,510円でございます。光ケーブル

保守業務委託料が1,263万6,000円、光ケーブル電柱共架料513万7,139円が主なものでござ

います。 

  次の定住促進事業ですが、決算額が259万559円です。29年度は空き家対策計画を策定い

たしましたので、それに係る経費及び移住相談員の経費、お試し移住住宅用の管理費、地方

創生関連の新聞広告料などが主なものでございます。 

  続きまして、ふるさと応援寄附金事業でございますが、支出済額が1,660万1,141円でご

ざいます。寄附額は1,086万4,755円となりまして、積立金は利子も含めまして1,086万

5,046円となりました。寄附の返礼品につきましては414万236円となっております。 

  一番下の少子化対策事業でございますが、決算額６万1,840円、いわびつ婚という婚活イ

ベントを計画しておったのですが、女性の参加者が集まらず中止となりましたので、事前に

作成したポスターですとか案内チラシなどの費用として実行委員会へ補助したものでござい

ます。 

  次ページにいきまして、食によるまちおこし事業でございます。合計499万7,185円の支

出となりました。おらがまち食特産品づくりプロジェクトの業務委託料が主なものでござい

ます。 

  次に、10目運輸対策費、総額で3,816万9,239円でございます。備考欄をごらんいただき

まして、路線バス運行対策事業としますと、乗合バス補助金の3,603万923円がその主なも

のでございます。 

  鉄道対策事業につきましては支出済額が137万1,764円でございまして、町内４駅に設置

されているトイレに係る経費、それから昨年４月から群馬原町駅が無人となったことにより

まして、その対応策ということで鉄道や観光案内役の人員を観光協会とあわせて配置したと

いうその費用などが主なものとなっております。 

  以上、よろしくお願いいたします。 
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○議長（浦野政衛君） 説明の途中ではありますが、ここで11時10分まで休憩といたします。 

（午前１１時００分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

○議長（浦野政衛君） 再開いたします。 

（午前１１時１０分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

○議長（浦野政衛君） 引き続き担当課長の説明を願います。 

  総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 引き続き54ページ、支所費をごらんいただきたいと思います。支

出済額は6,613万9,869円でございます。この目では、東支所の管理事業及び改善センター

管理事業に伴う経費でございます。主なものは、東支所の光熱費610万1,222円、56ページ

の地域開発特別会計の繰出金5,290万円でございます。 

  また、改善センターでは、屋根防水塗装工事で125万2,800円等でございます。 

  続きまして、12目簡易郵便局費でございます。支出済額は760万1,373円でございます。

この目では、植栗、厚田、本宿の３簡易郵便局の一般的な経常経費でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

  続きまして、13目交通対策費でございます。支出済額は1,488万1,224円でございます。

交通安全対策に伴う経費でございます。主なものは、交通指導員18名分の報酬、出動旅費、

それと区画線工事費、次ページになります。区画線工事417万9,600円、カーブミラー設置

工事413万6,400円等でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 企画課長。 

○企画課長（水出智明君） 続きまして、電算業務費でございます。支出済額6,373万8,238

円でございました。電算業務に係るシステム及び機器の保守業務、それから回線使用料、ソ

フトウエアの使用料、機器のリースなどが主なものとなっております。 

  次ページにいっていただきまして、15目開発費でございます。支出済額が７万2,175円で
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す。企画課管理の庁用車に係る経費が主なものでございます。 

  16目の広報広聴活動費でございますが、支出済額が385万5,899円でございます。毎月発

行しております広報紙とお知らせカレンダーの経費となっております。 

  よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 地域政策課長。 

○地域政策課長（浅見梅雄君） 続きまして、17目地域活性化対策費、支出済額3,654万

9,661円でございます。 

  事業ごとに説明申し上げます。 

  地域活性化事業638万7,276円の主な支出内容は、「水仙ちゃん」の運用費用や、地域振

興が期待される団体への補助金が主なものでございます。そのほか本年度は、12行目でござ

いますが、大変貴重なハート形土偶や遮光器土偶が出土した東吾妻町としまして、著名なパ

ネリストを招いて開催した愛とロマンの土偶シンポジウム委託料108万円、次ページをお願

いいたします。表頭より７行目、環境保全推進助成事業助成金80万円は、環境保全に取り組

む地域コミュニティ活動に対し、モーターボート競走協会の資金援助をいただける制度がご

ざいまして、これを活用し、あざみの会が主催した「環境保全とワシ・タカ類の講演会」に

対し助成金を交付したものでございます。 

  次に、地域おこし協力隊事業351万4,565円は、地域おこし協力隊員１名の賃金や活動費

でございます。 

  次に、萩生地区活性化事業89万9,487円は、萩生トイレ等の管理費用でございます。 

  次に、吾妻渓谷活性化対策事業2,574万8,333円は、ＪＲ吾妻線の廃線敷構造物点検調査

業務委託が1,976万4,000円、水源地域活性化支援事業委託料、これは基金事業で行った観

光看板設置の事業で276万9,800円、同じく基金事業のレールマウンテンバイク購入費292万

9,436円が主なものでございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 企画課長。 

○企画課長（水出智明君） 続きまして、18目交流事業推進費でございます。総額として168

万6,341円の決算額でございます。都市交流促進事業として150万4,187円でございます。こ

の内訳につきましては、阿波おどりに係る経費、それから台湾基隆市への訪問経費、これが

主なものでございます。 

  次の事業の交流人口推進事業につきましては、地域政策課長より説明をさせていただきま
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す。 

  よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 地域政策課長。 

○地域政策課長（浅見梅雄君） 交流人口推進事業18万2,154円は、杉並フェスタや南相馬市

自治体交流フェアなどに参加した費用でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 企画課長。 

○企画課長（水出智明君） 続きまして、19目山村振興対策費、支出済額が７万4,100円でご

ざいます。これは上部団体への負担金でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 続きまして、20目諸費でございます。支出済額は1,169万3,291

円でございます。この目では、他の項目になじまない費用をこの諸費に載せてございます。 

  備考欄をごらんください。諸費の主なものにつきましては、法律顧問委託料、弁護士委託

料、烏帽子山植林組合負担金等でございます。 

  次の防犯事業でございますが、防犯事業はＬＥＤ防犯灯1,785灯のリース料と新設14灯、

移設28灯、故障修理７灯の工事費が主なものでございます。 

  次の自衛隊事業でございますが、自衛隊父兄会事業や補助金等でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 税務課長。 

○税務課長（黒岩康茂君） 続きまして、65、66ページをお願いします。 

  ２項徴税費では支出済額8,748万1,924円でございます。 

  １目の税務総務費は支出済額6,187万9,123円で一般職員９名分の人件費でございます。 

  ２目賦課徴収費は支出済額2,560万2,801円でございます。 

  備考欄をごらんください。賦課徴収費1,155万2,007円は、賦課徴収全般に係る経費でご

ざいます。 

  賦課徴収費の主な支出は、税務情報マスター基本ソフト使用料285万1,200円、地方電子

申告支援サービス使用料245万5,920円、還付金及び還付加算金337万5,115円など経常経費

でございます。 

  続きまして、住民税、軽自動車税でございます。 
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  支出済額95万2,687円は、主に町民税及び軽自動車税の賦課徴収に要する経費でございま

す。主なものは、住民税特別徴収決定通知書の郵送料73万3,921円などです。 

  続きまして、資産税でございます。支出済額1,274万2,406円につきましては、主に固定

資産税の賦課徴収に要する経費でございます。主なものは、課税客体調査及システム更新業

務委託料938万7,900円、不動産鑑定業務委託料62万9,532円、土地評価替処理ソフト使用料

116万6,400円、固定資産情報管理システム使用料など58万3,200円など経常経費でございます。 

  次のページでございます。 

  収税の支出済額35万5,701円につきましては、滞納整理に要する経常経費でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） ３項１目の戸籍住民基本台帳費でございますが、支出済額の合計

が5,698万8,853円です。人件費６名分、戸籍、住民票などの帳票類の発行のためのシステ

ム利用料や戸籍住民基本台帳管理等の保守点検料、人権擁護委員関連としまして委員候補の

推薦などの事務、人権啓発講演会の講師派遣委託料や旅券の発行事務端末機の保守料等でご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（浦野政衛君） 総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 70ページをごらんいただきたいと思います。 

  ４項選挙費、１目選挙管理委員会費でございます。支出済額が72万3,702円でございます。

この目につきましては、選挙管理委員会の経常的な運営費でございます。 

  ２目選挙啓発費でございます。支出済額は11万4,210円でございます。この目では選挙啓

発のための費用でございます。啓発ポスターコンクール等の表彰記念品代等でございます。 

  続きまして、３目衆議院議員選挙費でございますが、支出済額は1,420万9,019円でござ

います。選挙立会人報酬、職員手当等が主なものでございます。また、今回、最高裁判所国

民審査用投票用紙読み取り機を356万4,000円、開票集計システムソフトを49万6,800円で購

入しました。この備品購入費につきましては、通常の総選挙費委託金とは別に、総選挙費委

託金306万4,041円が追加交付されました。 

  続きまして、４目東吾妻町長選挙費でございます。支出済額は87万9,749円でございます。

72ページをごらんいただきたいと思います。選挙ポスター掲示板の作成が主なもので、事前

準備に要した経費でございます。よろしくお願いします。 
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  続きまして、５目東吾妻町議会議員補欠選挙費でございます。総額が88万4,378円でござ

います。補欠選挙費で要した経費でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 企画課長。 

○企画課長（水出智明君） 続きまして、５項統計調査費でございます。１目統計調査総務費

でございますが、支出済額11万4,554円です。統計調査総務費と確保対策事業に係る経費で

ございます。 

  次の２目統計調査費でございますが、支出済額46万2,124円です。各種調査に係るもので

すが、工業統計、住宅土地調査単位区設定及び就業構造基本調査などが主なものでございま

す。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 続きまして、６項１目の監査委員費でございます。支出済額は62

万3,940円でございます。２名の委員報酬が主なものでございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 建設課長。 

○建設課長（桑原正明君） お世話になります。 

  続きまして、７項ダム対策費でございます。１目ダム対策総務費は支出済額7,468万

9,264円。備考欄をごらんいただきたいと思いますが、主なものはダム対策係２名の人件費

等でございます。また、下から２番目になりますが、公共施設等整備基金積立金、起債で町

道松谷・六合村線を築造しておりますが、その下流都県で負担していただいたものを起債の

返還に充てるための積立金でございます。 

  続きまして、ふれあい公園事業でございます。これにつきましては、ふれあい公園の吾妻

川に面する大型ブロック下のコンクリート舗装工事費でございます。 

  次に、渓谷自然公園事業につきましては、十二沢パーキングの舗装工事等の費用でござい

ます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 地域政策課長。 

○地域政策課長（浅見梅雄君） 続きまして、２款８項事業費でございます。支出済額が

9,409万99円でございます。 
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  初めに、１目岩櫃ふれあいの郷総務費の6,181万227円のうち、岩櫃ふれあいの郷総務費

事業の5,396万7,221円は、庁舎転用のため閉館した施設の残務整理と庁舎建設に引き継ぐ

まで行った施設管理費用でございます。 

  一般職給料1,658万100円から臨時職員賃金642万2,430円までは、コンベンションホール、

健康増進センター含む職員４名と残務整理における臨時職員の賃金や、７月５日から健康増

進センター運営に係る人件費でございます。 

  次のページ、75、76ページをお願いいたします。 

  表頭より４行目、施設の電気代が706万358円、中段よりやや下ですけれども、訴訟委託

料54万円は旧榛名吾妻荘の施設使用納付金に係る訴訟の委託金、それよりも４行下になりま

すが、コンベンションホールの地下タンクを廃止しまして暖房用のボイラータンク設置工事

費の129万6,000円が主なものでございます。 

  次に、健康増進センター管理費110万7,840円は、仮施設として町民体育館に移転するた

めの運動器具の運搬費や器具の補修費、保守点検費用でございます。 

  温泉センター管理運営費673万5,166円は源泉ポンプの電気料や、次のページをお願いい

たします。施設の廃止に伴う電解水生成装置のリース契約の解約に伴う精算金401万7,600

円が主なものでございます。 

  ２目コンべンションホール管理費575万5,789円は、６行目でございますが、吊り物設備

の補修費90万7,200円を初めとした設備の修繕や管理委託費などの維持管理費が主なもので

ございます。そのほか自主事業として取り組んだジャズコンサートの委託料として70万

2,000円、３月21日に行った映画上映委託料が45万3,600円が主なものでございます。 

  次に、３目の道の駅管理事業2,652万4,083円は、中段よりやや下でございますが、指定

管理料1,286万円、その４行下になりますが、観光情報発信施設の新設工事費が864万円、

そのほか露天風呂の送湯ポンプの交換工事、源泉流量計、塩素注入機等の入れかえ工事が主

なものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２款９項温泉事業費でございます。支出済額887万4,475円でございます。これは、全て

桔梗館管理費でございまして、主なものといたしましては指定管理料761万円、それとかね

てから劣化が懸念されている施設の調査費と、その結果、浴室のはり、壁面について改修の

設計を行った費用などが主なものでございます。 

  よろしくお願いいたします。 
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○議長（浦野政衛君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（橋爪克敏君） お世話になります。 

  それでは、３款の民生費をお願いいたします。 

  まず最初に、１項１目の社会福祉総務費、支出済額１億941万5,439円です。社会福祉事

業としまして１億554万4,425円です。民生委員児童委員報償費266万5,000円は53名分、次

の保護司報償費は10名分でございます。補助金につきましては、社会福祉協議会への補助金

4,072万7,000円が主なものでございます。 

  82ページをお願いします。 

  臨時福祉給付金事業（経済対策分）387万1,014円です。平成28年度からの繰り越し事業

としまして支給をしております。 

  続いて、２目の障害福祉費です。障害児者総合支援事業で３億1,130万7,101円でござい

ます。障害者総合支援法に基づきサービスを提供してきておりまして、それらに要した経費

でございます。 

  ひがしあがつま地域活動支援センター指定管理料1,215万1,224円は、吾妻東部３町村で

負担しております。 

  次に、障害福祉サービス介護給付費から２つ下の療養介護給付費まで合わせた障害福祉サ

ービス給付費は、前年度とほぼ同額の２億7,018万6,093円となりました。 

  その下、補装具給付費、日常生活用具給付費など、ごらんのとおりでございます。 

  よろしくお願いします。 

  次は、障害福祉事業599万1,769円です。次のページ、84ページをお願いします。この事

業は障害児者総合支援事業に基づかない事業に要する経費で、腎臓機能障害者の通院交通費

補助金は13名に、その下の特定疾患等患者見舞金は94名が該当となりました。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） ３目国民年金費でございますが、支出合計25万9,904円となりま

す。資格の喪失、取得、事務手続や年金相談等の経常経費、マイナンバー導入に伴い届け出

書等様式の変更があったため、この変更に対応するために電算処理システムを改修した委託

料でございます。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 保健福祉課長。 
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○保健福祉課長（橋爪克敏君） 続きまして、４目の老人福祉費、支出済額２億8,751万

7,233円です。 

  まず、老人福祉事業２億6,274万7,975円です。敬老祝金は80歳、85歳、90歳、95歳到達

者476名に、慶祝祝金は100歳到達者６名に贈呈いたしました。老人保護措置費委託料1,662

万9,652円は吾妻養護老人ホーム等への措置委託料でございます。吾妻養護老人ホーム負担

金1,343万6,000円は、吾妻広域で運営しており、その運営費負担金でございます。その下

の敬老会事業補助金は、地区で行う敬老事業に対して70歳以上１人1,000円を補助しており、

今年度は34団体、2,910名でございます。老人クラブ補助金は、会員数30名以上の18単位ク

ラブと町の老人クラブ連合会へ県の補助基準相当額を助成しております。その他は例年どお

りでございます。 

  次に、地域包括支援センター事業2,476万9,258円です。これは保健センター内にある地

域包括支援センターの運営経費と介護予防給付ケアマネジメント委託料でございます。 

  86ページをお願いいたします。 

  続きまして、５目福祉医療費で、福祉医療事業１億1,995万2,004円です。福祉医療は保

険診療の自己負担分を公費で賄う制度で、対象は中学３年生以下の子供全員と母子・父子等

及び重度障害者でございます。医療費は前年度比3.9％減の１億1,761万3,013円となりまし

た。なお、この福祉医療費の財源ですが、２分の１は県費補助で、残りのうち5,590万円は

過疎債を充当しております。 

  以上です。よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） ６目の国民健康保険費の支出合計は１億3,433万3,211円です。

事務職員３名の人件費並びに国民健康保険特別会計への繰出金になります。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（橋爪克敏君） 続きまして、７目の社会福祉施設管理費で149万2,437円で

ございます。 

  太鼓道場の電気料、火災保険料ですとか、いわびつ荘の修繕が主なものでございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） ８目後期高齢者医療費ですが、群馬県後期高齢者医療広域連合へ
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の療養給付費負担金２億1,302万950円と、町後期高齢者医療特別会計への保険基盤安定負

担金並びに事務費分の拠出金6,406万5,639円の合計２億7,708万6,589円になり、９目の老

人医療費については支出はございませんでした。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（橋爪克敏君） 88ページをお願いいたします。 

  続きまして、２項１目の児童措置費、支出済額１億6,128万1,160円でございます。 

  まず、子育て支援費１億6,010万6,389円では、主なものは出産祝金支給事業と児童手当

で、出産祝金につきましては、今年度48人に485万円を支給いたしました。また、児童手当

総額は１億5,468万円でございます。その下は、平成28年度児童手当交付金確定に伴う返還

金でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 教育課長。 

○教育課長（田中康夫君） お世話になります。 

  次に、同じ目内の子育てひろば事業117万4,771円は、あづま農村環境改善センター内で

実施しております子育てにこにこひろばの運営経費でございます。週５日の実施で１日平均

20人の親子の利用がありました。 

  次に、２目の保育所費、備考欄の保育所運営事業１億8,873万7,262円です。これは町内

の保育所運営費です。この運営事業費の多くは人件費となります。また、運営費には保育料

収入のほか、電源立地地域対策交付金2,240万円を充当しております。 

  89、90ページの備考欄に記載してありますが、人件費以外の主な支出は給食の賄い材料

費、広域入所の委託料、土地の借り上げ料などでございます。90ページ下のほうにございま

す保育所施設整備事業では3,897万9,400円で、原町地内の保育所建設に係る費用でござい

ます。 

  なお、主に建設に関する費用４億8,436万円は、平成30年度に繰り越しをさせていただい

ております。 

  続いて、３目学童保育費です。学童保育事業2,199万2,386円は、町営の２つの放課後児

童クラブの運営経費及び民営の２つの児童クラブへの補助金となります。92ページにかけて

記載があります。 

  ２項児童福祉費については以上です。また、施策の実績には35ページから37ページに掲
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載してございますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 続きまして、３項１目災害救助費でございます。支出済額３万

8,148円でございます。昨年度28年度は、４月22日に起きました熊本地震の被災者に救援物

資を送った関係で多額になりましたが、29年度は通常の災害弔慰金支給事務負担金及び罹災

救助資金積立金でございます。 

  よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（橋爪克敏君） 続きまして、４款の衛生費をお願いいたします。 

  まず、１項１目の保健衛生総務費、支出済額１億2,425万9,439円です。保健総務費は１

億1,491万7,439円となりました。ここでは保健センター職員の人件費並びに負担金や補助

金などでございます。原町赤十字病院に対する補助金は、２つ合わせまして2,984万4,000

円でございます。 

  次の国民健康保険特別会計施設勘定繰出金934万2,000円は、後ほど本特別会計決算の中

で説明いたしますので、よろしくお願いいたします。 

  94ページをお願いします。 

  ２目の予防費、支出済額3,799万6,038円です。最初の定期予防接種事業は2,063万7,132

円となりました。予防接種法に基づく予防接種でございまして、これらの予防接種にかかっ

た経費となっております。 

  なお、子宮頸がん予防ワクチンにつきましては、副反応による積極的勧奨見合わせの措置

を継続しております。 

  次は、定期外予防接種事業196万9,960円です。これは任意接種に対する補助でございま

す。乳児に対するロタウイルス接種補助につきましては今年度より接種費用の全額を補助し、

対象乳児全員の49人が接種しております。また、今年度より始めた流行性耳下腺炎、おたふ

く風邪ですけれども、ワクチン接種につきましても、接種費用全額補助として94人が接種し

ております。風疹接種補助につきましては、単独接種、麻疹との混合接種合わせて５人が接

種しております。65歳以上の高齢者を対象に成人用肺炎球菌が定期化されたことを受けて、

70歳以上高齢者のうち定期接種対象者外未接種者で医師が必要と認めた者に対して、5,000

円を上限に補助を継続実施し、25人が接種しております。 
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  次は、インフルエンザ予防事業1,459万7,480円です。65歳以上の高齢者と子供及び妊婦

に対するインフルエンザ予防接種で3,400円を上限に費用負担助成しておりまして、接種率

は高齢者が58.4％、乳幼児が60.5％、小学生51.8％、中学生48.3％、高校生29.8％、妊婦

13％でございます。 

  最後の狂犬病等予防事業79万1,466円は、狂犬病予防法に基づく犬の登録と注射及び避妊

手術の補助でございます。避妊手術につきましては、前年度とほぼ同様の141頭、犬が27頭、

猫114匹となりました。 

  次は、３目の母子保健費、支出済額1,289万1,007円です。ここでは母子保健法に基づく

さまざまな健診等を行っておりまして、その経費でございます。 

  次世代育成支援事業２万2,140円は、妊婦新生児訪問や思春期講演会などの経費でござい

ます。 

  教育相談事業152万5,885円は、離乳食講習会やラッコクラブ、ピヨピヨクラブなどの運

営経費でございます。 

  妊婦支援事業は694万7,393円です。妊婦健康診査委託料392万2,420円では、対象者66人

の妊婦に対して１人14回分の補助券を交付し、健診を受けていただきました。また、乳児オ

ムツ等購入費補助事業は264件、246万5,802円の利用がございました。 

  健康診査事業289万1,509円は、乳幼児の定期健康診査にかかった経費でございます。 

  96ページをお願いいたします。 

  歯科健康診査事業139万6,328円は、乳幼児の歯科健康診査にかかった経費でございます。 

  母子医療給付事業は10万7,752円です。これは未熟児養育費及び自立支援医療の育成医療

の給付に係る事業でございます。未熟児養育医療につきましては、今年度１人が対象となり

ました。 

  次は、４目の健康増進事業費、支出済額2,754万3,288円です。ここでは健康増進法に位

置づけられた各種がん検診や健康診査、健康教育、健康相談等を実施しており、それらに要

した経費でございます。 

  健康診査事業746万3,683円は、30、35歳節目健診や40歳未満希望者の健康診査など、各

種健康診査に要した経費でございます。中ほどに骨密度検診委託料がございますが、この検

診は30歳から５歳刻みで70歳までの女性713人が対象となり、うち26.6％の190人が受診し

ております。 

  次は、がん検診事業1,918万2,415円です。胃がん、大腸がんを初めとする各種がん検診
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及びがん検診推進事業による節目検診の経費でございます。節目検診は５歳刻みで子宮頸が

んと乳がん、２つを行っております。がん検診推進事業の対象者には無料クーポン券を発行

して検診を促しております。 

  最後の生活習慣病予防対策事業89万7,190円は、糖尿病予防教室や特定保健指導などに要

した経費でございます。 

  ５目の健康推進費32万3,378円では、食生活改善推進協議会への業務委託料と食生活改善

に向けた講習会などの取り組みを行っており、その経費でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） ６目の環境衛生費、支出済合計2,531万2,349円でございますが、

ページをめくっていただきまして、98ページの備考欄にもございますとおり、地球温暖化対

策実行計画業務委託料並びに吾妻広域火葬場負担金が主なものとなります。このほか個人住

宅への太陽光発電システム補助金や畜産団地関連としまして管内の河川４カ所、年２回実施

している水質検査委託料、蜂駆除用の防護服を購入した備品購入費となります。 

  続きまして、公害対策事業費37万1,290円でございますが、追録代や群馬県が大気汚染緊

急時対策のため県内14カ所に設置している大気観測装置の一つが東吾妻中学校にありまして、

この観測装置の電気代が含まれております。このほかは、産業廃棄物不法投棄による水質汚

染を調査するための水質検査、防除対策事業による放射線量測定器の校正委託料となってお

ります。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（橋爪克敏君） 続きまして、８目の保健センター管理費269万111円でござ

います。ここでは保健センターの管理運営に要した経費でございます。主なものは調理室の

エアコン取りかえ工事などを行っております。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） ９目の霊園管理費になりますが、支出合計は180万8,721円でご

ざいます。町に２カ所ある町立霊園の維持管理費で、主な支出としましては経常経費のほか、

あづま霊園の水道修理や霊園標識撤去、シルバー人材センターへ委託した清掃などの委託料、

あがつま霊園内の立木伐採などの請負費となります。ページをめくっていただきまして、集



－32－ 

会所管理費はあがつま霊園内にある施設の管理費でございます。 

  続きまして、４款２項１目の清掃総務費でございますが、支出合計が１億8,568万5,690

円で職員の時間外勤務手当、環境対策消耗品、町内に２カ所あります公衆トイレの電気料や

水道料、し尿処理料や環境美化運動におけるごみ袋の代金や集められましたごみの収集委託

料となります。さらには、吾妻東部衛生施設組合へのし尿処理、可燃ごみ、粗大ごみ等の処

理に係る負担金が本目総支出の大部分を占めております。また、資源ごみの集団回収や家庭

用生ごみ機の設置費補助金も含まれております。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（一場正貴君） お世話になります。 

  ３項１目簡易水道費ですが、町営以外の簡易水道組合や小水道組合に対する整備事業補助

金として３組合に７万8,000円、簡易水道特別会計繰出金に1,700万円でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 地域政策課長。 

○地域政策課長（浅見梅雄君） 続きまして、５款１項１目労働諸費でございます。支出済額

135万8,308円で、内訳としましては労働管理費の主なものは、勤労者住宅建設資金利子補

給補助金13件で130万円、雇用対策事業の２万508円は、12月14日に開催しました高校生に

対する町内企業の合同説明会に係る費用でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 農林課長。 

○農林課長（飯塚順一君） お世話になります。 

  99ページ、農林水産業費でございます。 

  継続費及び繰越事業費繰越額2,030万1,000円は、６款１項６目農地費の農業基盤整備促

進事業、７目の地籍調査費の地籍調査事業、２項１目林業振興費の特用林産物生産活力アッ

プ事業の３事業でございます。支出済額５億4,707万6,272円で繰越明許費の4,223万1,000

円は７目地籍調査費、地籍調査事業でございます。 

  次ページをお願いします。 

  まず、６款１項１目農業委員会費でございますが、支出済額は2,728万8,214円で、備考

欄の農業委員会費につきましては農業委員、農地利用適正化推進委員及び農家組合長班長報

酬、それと職員人件費などの農業委員会運営に係る経費でございます。 
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  ２目農業総務費でございますが、支出済額は8,356万9,103円で、備考欄の農業総務費に

つきましては、２節給料から４節共済費までの職員12名分の人件費でございます。農政対策

事業につきましては、各農業振興協議会の活動補助金が主なものでございます。 

  ３目農業振興費でございますが、支出済額は3,373万7,043円でございます。備考欄の経

営所得安定対策事業につきましては、東吾妻町地域農業再生協議会への経営所得安定対策等

推進事業補助金が主なものでございます。 

  農業次世代人材投資事業につきましては、新規就農者４名に対して給付金を交付しました。 

  農業振興地域整備促進事業につきましては、農業振興地域整備推進協議会委員延べ17名分

の報酬及び費用弁償が主なもので、農業近代化資金利子補給事業につきましては、30件に対

し利子補給を行いました。 

  農業振興対策事業につきましては、蒟蒻病害虫防除対策委託料、農機具等の導入事業であ

ります営農施設等整備事業補助金が主なものでございます。 

  蚕糸業継承対策事業につきましては、吾妻養蚕製糸推進協議会に、また野生動物による農

作物災害対策事業につきましては、電気柵設置等の経費の一部を補助しました。 

  農業災害対策事業では、平成29年の台風５号による農作物被害に対する次期作付用種苗等

の購入などの補助を行いました。 

  特定野菜等価格差補給事業につきましては、県青果物生産出荷安定基金協会へ夏秋トマト、

ズッキーニの不足分の支払い、また園芸用廃プラスチック処理事業はキロ当たり７円の補助

を行い、約44トンを処理いたしました。 

  中山間地域等直接支払事業につきましては、23集落協定への交付と事務的経費でございま

す。 

  環境保全型農業直接支払事業につきましては、環境保全効果の高い営農活動の実施のため

の交付金で２件に対し交付をいたしました。 

  直売施設管理事業、いわびつ体験農園事業につきましては、施設管理のための経費でござ

います。 

  続いて、４目農業経営基盤強化対策事業費でございますが、該当がなかったため支出はあ

りませんでした。 

○議長（浦野政衛君） ここで、説明の途中ではありますが、休憩といたします。 

  午後１時まで休憩といたします。 

（午後 零時００分） 
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 ────────────────────────────────────────────  

 

○議長（浦野政衛君） 再開いたします。 

（午後 １時００分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

○議長（浦野政衛君） 引き続き担当課長の説明を願います。 

  農林課長。 

○農林課長（飯塚順一君） そうすれば、引き続き説明をさせていただきます。 

  105ページ、106ページ、５目畜産振興費でございますが、支出済額は１億8,224万8,121

円で、畜産振興費につきましては、排水の高度処理施設設置の補助及び町畜産協議会への補

助金が主なものでございます。 

  公団営畜産基地負担金事業につきましては、３経営体及び町の負担分を合わせた償還金で

ございます。 

  次、６目農地費でございますが、継続費及び繰越事業費繰越額は28年度より繰り越し分と

して767万4,000円、支出済額8,936万5,808円でございます。 

  備考欄の基盤整備事業につきましては、県営事業となります。換地業務委託及び町受益者

負担が主なものでございます。 

  群馬県中山間地域農業農村整備事業につきましては、上の原地区の県営事業負担金が主な

ものでございます。 

  次の農業基盤整備促進事業でございますが、小泉用水の水路整備工事費が主なものでござ

います。 

  次ページをお願いします。 

  県単小規模土地改良事業につきましては、岩井西組地区の用排水路の測量設計、須賀尾上

地区、原町紺屋町地区、大戸後所谷戸地区の用排水路の測量設計及び工事、鳥獣害防止対策

事業で上の原地区に電気柵設置の補助を行いました。 

  次の町単小規模土地改良事業では、町内32地区の農道等の維持補修と４件の暗渠排水等を

実施しました。 
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  多面的機能支払交付金事業につきましては、農地維持支払交付金を19組織、共同活動を

16組織、長寿命化で15組織に支払いをいたしました。 

  ７目地籍調査費でございますが、継続費及び繰越事業費繰越額は28年度よりの繰り越し分

として1,190万7,000円、支出済額は3,494万2,255円、繰越明許費が30年度への繰り越しと

して4,223万1,000円でございます。調査地区につきましては、矢倉地区の一部３、0.92キ

ロ平方を原図作成、地籍測定、須賀尾地区の一部３、0.3キロ平方及び矢倉地区の一部４、

0.43キロ平方を地籍図根三角測量、一筆調査、地籍細部測量等を行いました。繰り越し事

業につきましては、岩下地区の一部の１及び須賀尾地区の１部４の一筆調査を行っておりま

す。 

  次ページでございますけれども、６款２項１目林業振興費でございますが、継続費及び繰

越事業費繰越額は28年度よりの繰り越し分として72万円、支出済額は6,707万4,879円でご

ざいます。 

  備考欄の林業振興費につきましては、緑の県民基金伐採事業を５地区、緑の県民基金管理

事業７地区、森林・林業再生基盤づくり交付金、緑の少年団育成事業、森林整備担い手対策

事業、美しい森林づくり基盤整備事業、特用林産物生産活力アップ事業、原木の共同購入で

ございますけれども、などを実施しました。 

  有害鳥獣捕獲事業につきましては、ニホンザルテレメトリー調査、鳥獣被害対策事業及び

鳥獣捕獲対策事業でカラス等の鳥類、イノシシ、鹿、猿、熊等の捕獲に対して補助金を交付

しております。29年度の実績では、イノシシ269頭、ニホンジカ126頭、猿24頭、熊８頭で

ございます。 

  次ページの２目林業基盤整備費でございますが、支出済額は2,540万569円で、広域林道

開設事業につきましては、林道吾嬬山線公図関連平面図転記委託料、治山事業につきまして

は、県単治山事業への負担金でございます。県単林道改良事業につきましては、林道坂倉線

の舗装工事でございます。 

  次の町単林道整備事業につきましては、維持修繕を５路線、林道除草を３路線、林道橋梁

点検を４路線、改良工事として烏帽子山線ほか３路線を行っています。林道作業道総合整備

事業補助金につきましては、作業道開設に係る補助金でございます。 

  次、３目町有林管理費でございますが、支出済額は326万2,280円で、巡視人の報償費、

森林国営保険などの管理委託料などが主なものでございます。 

  ３項１目水産振興費でございますが、支出済額は18万8,000円、漁業協同組合等への補助
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金でございます。 

  以上です。よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 地域政策課長。 

○地域政策課長（浅見梅雄君） 次のページ、113、114ページをお願いいたします。 

  ７款１項商工費、支出済額１億4,258万4,436円でございます。 

  初めに、１目商工総務費2,290万7,573円は、主に職員３名分の人件費でございます。 

  続きまして、２目商工振興費、商工業対策事業の支出済額は5,733万2,292円で、主なも

のといたしましては、住宅新築改修等補助金1,206万8,000円、町商工会活動補助金1,059万

8,000円、企業立地促進補助金2,103万6,000円、商工業経営振興資金利子補給補助金876万

2,303円が主なものでございます。 

  続きまして、３目観光費、支出済額6,176万1,571円でございます。そのうち観光管理費

2,392万751円の主なものは、次のページ、115、116ページをお願いいたします。町観光協

会の職員人件費や運営費、主催事業の活動に対する補助金といたしまして1,660万円、吾妻

渓谷内で観光協会にお願いし実施したシャトルバスの運行補助金といたしまして104万

9,172円、ふるさと祭り事業補助金として実行委員会へ300万円、そのほか、すいせん祭り、

盆踊り、ＭＴＢライド、岩櫃紅葉祭など実行委員への補助金が主なものでございます。 

  観光宣伝事業費770万9,862円は、観光物産展を初めとして各種観光キャンペーン、観光

キャラバンの参加や観光パンフレットの作成など、観光宣伝に要した費用が主なものでござ

います。 

  次に、温川キャンプ場の管理事業でございますが、209万123円は管理人賃金88万8,100円

のほか、水道の貯水槽の劣化に伴う塗装工事等の補修、管理運営費用が主なものでございま

す。 

  あづまキャンプ場管理事業461万3,601円は、管理人賃金177万2,050円のほか、管理運営

費や給湯器、屋外時計台、側溝などの補修、修繕が主なものでございます。 

  次のページ、117、118をお願いします。 

  公園等管理事業1,093万8,723円は、天神山公園の支障木伐採が145万8,000円、岩井親水

公園の水道設備等工事が752万7,600円、そのほか、あづま親水公園を初め町内７カ所の公

園管理等に係る費用でございます。 

  都市公園管理事業97万8,793円は、原町駅北の街区公園３カ所とコミュニティ広場の管理

に係る費用でございます。 
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  渓谷自然園公園事業410万810円は、渓谷パーキング、十二沢パーキング、旧熊の茶屋ト

イレ等に係る電気料が97万3,380円、右岸側のハイキングコースの転落防止柵等の補修とい

たしまして76万2,296円、渓谷パーキング、十二沢パーキング、熊の茶屋のトイレ等に係る

清掃業務、右岸側ハイキングコースや国道の脇の歩道の清掃、点検業務委託としまして145

万8,000円が主なものでございます。 

  日本ロマンチック街道事業は、協会への負担金で５万4,000円でございます。 

  真田丸継承事業735万4,908円は、大河ドラマ放映以降、岩櫃城が平成29年４月に続日本

100名城に選定されました。また、真田忍者を切り口として地域おこしグループの方々の絶

大な協力をいただきながら、多くの方に東吾妻町を知ってもらって来てもらう事業を取り組

んでまいりました。パンフレットやチラシの印刷などが150万3,940円、次のページ、119ペ

ージ、120ページをお願いします。岩櫃城忍びの乱や忍び登山を開催するための補助金とい

たしまして300万円が主なものでございます。 

  続きまして、４目消費者行政推進費58万3,000円は、消費生活センターの運営費として吾

妻広域一部事務組合の負担金でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 建設課長。 

○建設課長（桑原正明君） それでは、８款土木費でございます。支出済額としますと７億

6,879万1,343円、繰越明許費につきましては、道路橋りょう工事費及び測量設計業務委託

費でございます。 

  それでは、１項１目道路橋りょう総務費でございます。支出済額は１億416万5,653円で

ございます。 

  120ページ右側の備考欄をごらんいただきたいと思います。 

  建設課13名分の職員人件費及びそれぞれの手当、また原材料支給事業、また春・秋の道路

愛護事業に伴います保険料、道路台帳補正業務委託、関連機関への負担金が主なものでござ

います。 

  次のページ、121ページ、122ページをごらんいただきたいと思います。 

  ２目道路維持費でございます。支出済額は１億909万1,694円、備考欄をごらんいただき

たいと思います。同額で支出しておりますが、主なものは臨時職員１名分の賃金、町道、普

通河川の維持管理、測量設計業務委託や工事費、業者や行政区に依頼しております除雪・砂

まき委託料、原材料支給事業の機械借り上げ料等でございます。下から３行目にございます
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県営榛名西麓地区の事業費負担金でございますが、西榛名地区の通称弥栄農道と言われてい

る部分を今、改築しておりまして、その負担金、事業費の25％分でございます。 

  続きまして、道路改良費、支出済額１億9,569万8,794円でございます。 

  備考欄をごらんいただきたいと思います。道路改良費といたしまして7,293万5,975円で、

委託料につきましては、町道鳩の湯線測量・用地調査委託ほか４路線、工事請負費につきま

しては町道鳩の湯線道路改良工事以下５路線と土地購入補償費が主なものでございます。 

  １枚はぐっていただきまして、124ページをごらんいただきたいと思います。 

  次に、ダム関連道路費でございますが、支出済額１億1,656万2,819円でございますが、

町道松谷・六合村線の道路改良工事と工事に先立って実施しております井戸水調査等でござ

います。工事につきましては群馬県へ委託して実施をしておるところでございます。 

  次に、上信自動車道関連事業でございます。上信自動車道計画に伴い廃止した都市計画道

路にかわる町道５路線の拡幅計画、業務委託２本の前払い金で620万円の支出でございます。 

  続きまして、４目橋りょう維持費でございます。支出済額１億705万5,800円で国庫補助

事業の防災安全社会資本整備交付金により橋梁の耐震補強、落橋防止等業務委託及び橋梁補

修設計業務、寺澤橋と見城橋の補修工事の前払い金、久々戸橋の撤去工事費、平成28年度か

ら繰越明許により施工しました梁瀬橋の補修工事でございます。 

  続きまして、２項１目都市計画総務費でございます。支出済額は884万131円でございま

す。 

  備考欄をごらんいただきたいと思います。主なものとしましては、都市計画マスタープラ

ンを現在作成中でございます。これに伴う費用、また策定委員への費用弁償及び報酬等がご

ざいます。また、都市計画基礎調査負担金ということで群馬県のほうにお願いをしておると

ころでございます。また、上信自動車道の計画に伴う説明会に伴う時間外手当等を含んでお

るということでございます。 

  続きまして、126ページをごらんいただきたいと思います。 

  広場管理費（建設課担当分）でございますが、支出済額は45万8,820円、群馬原町駅北口

にあるコミュニティ広場及びふくし・ふれあいロードの花植え、電気料等でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（一場正貴君） ２目下水道費ですが、榛名湖周辺特定環境保全公共下水道事

業負担金に432万8,000円、下水道事業特別会計繰出金で２億964万1,000円でございます。 
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  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 建設課長。 

○建設課長（桑原正明君） それでは、３項住宅費になります。１目公営住宅管理費、支出済

額2,972万4,145円、これにつきましては町営住宅の修繕及び維持管理費等でございます。

主なものとしましては、町営住宅が建っている部分の借地料が主なものでございます。 

  次に、１枚めくっていただきまして、定住促進住宅管理費でございます。22万8,795円、

これにつきましては、箱島にございます４軒分の住宅管理費でございます。 

  続きまして、３目住宅管理費、支出済額１万7,331円、これにつきましては、関連する書

籍購入費でございます。 

  よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 引き続き９款１項１目消防費でございます。支出総額は３億

6,180万9,482円でございます。この目では、消防団の運営費、広域消防費の負担金及び消

防施設整備費に伴う経費でございます。主なものにつきましては、消防団員314名の報酬

1,119万6,000円、出動旅費186万2,400円、防火水槽の防護ネット修理が３基分168万4,800

円、防火水槽修理代のうち水槽の漏水補修が１基、給水施設の補修が４基分です。防火水槽

の設置工事費につきましては萩生大沢区、上ノ沢区、西榛名区、烏帽子区、長藤区で、合計

2,304万7,200円でございます。 

  防火水槽用地購入費でございます。西榛名区、金井区、漆貝戸区、沢尻区、在上区、唐堀

区の６地区の防火水槽用地の購入を行いました。 

  １枚はぐっていただきまして、上から５行目の消防ポンプ自動車の購入でございます。

2,300万4,000円でございます。第１分団第２部のポンプ車の購入でございます。また、消

防団用のヘルメットとかっぱが古くなりましたので購入いたしました。 

  防火水槽用地土地賃借料補助金24万3,210円は、72基分で26行政区に補助いたしました。 

  次の水防費につきましては支出がございませんでした。 

  ３目防災費でございますが、支出額は725万9,209円でございます。この目では、防災行

政無線の維持管理費が主なものでございます。また、災害等がいろいろな形で予想されるた

めに通常の携帯電話が使えない場合が見込まれるので、イリジウムの衛星携帯電話を購入い

たしました。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 
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○議長（浦野政衛君） 教育課長。 

○教育課長（田中康夫君） 続きまして、131、132ページ、10款教育費について説明させて

いただきます。 

  教育費は、支出済額13億586万7,866円でございます。 

  １項教育総務費、１目教育委員会費でございますが、教育委員会の運営経費でございます。

教育委員の報酬及び経常経費で、支出済額は184万6,817円でございます。 

  続きまして２目です。備考欄をごらんください。事務局費が１億8,939万9,561円でござ

います。主なものといたしましては、非常勤職員２名、特別職１名及び一般職23名の人件費

及び経常経費でございます。 

  ページ下から７行目、６行目にございます小学校入学祝金234万円は入学児童１人当たり

３万円で78名に、中学校入学支度金880万円は入学生徒１人当たり８万円で110名に支給し

たものでございます。134ページ、備考欄の東吾妻町育英事業につきましては、育英審議会

開催に伴う必要経費でございます。 

  続きまして、３目教育研究会費、支出済額が36万2,480円でございます。教育関係職員の

研修及び研究紀要の印刷、講演などに要した費用でございます。 

  ４目通学バス運営管理費では、支出済額１億4,430万1,699円でございます。原町小学校

を除く４つの小学校と中学校で計15台のスクールバス運行及び管理に要した経費でございま

す。備考欄のスクールバス目的外使用借り上げについては、主に校外学習や部活動に係る経

費でございます。 

  ５目給食センター運営管理費でございますが、支出済額１億9,296万7,713円でございま

す。136ページにかけて備考欄に記載がありますが、給食調理場運営管理費では職員11名、

臨時職員の人件費と給食センター運営の経常経費、賄い材料費、給食運搬車の運転業務委託

などが主なものでございます。 

  なお、こども園開設に向けて調理器や釜等の備品をそろえさせていただきました。 

  136ページの下にございます６目外国青年招致事業費では、支出済額が1,360万7,747円で

ございます。外国語指導助手３名分の報酬と経常的な経費でございます。 

  続きまして、137、138ページ、２項小学校費、１目学校管理費は、全体で支出済額が１

億110万9,089円でございます。管内５小学校の運営管理に必要な経費でございます。備考

欄をごらんください。７節の賃金は講師３名、マイタウンティーチャー、特別支援員分でご

ざいます。その他小学校の消耗品、光熱水費、修繕料、工事費などが主なものでございます。 
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  このページから、ずっと139、140ページ、141、142ページ中ほどまで、備考欄に修繕料、

機械の保守料、施設関連の工事費の説明が記載されております。142ページの中段から今度

は144ページ、146ページ、148ページまで学校ごとの経費となっております。後ほどごらん

いただきたいと思います。 

  続きまして、２目教育振興費ですが、支出済額1,741万9,911円でございます。小学校の

教材・教具、就学援助関係の費用でございます。 

  150ページで20節の扶助費でございますが、要保護・準要保護就学援助費29名分、特別支

援教育奨励費17名分でございます。また、備考欄の原町小学校から東小学校まで学校ごとの

経費が記載されております。後ほどごらんいただきたいと思います。 

  続きまして、３目小学校施設整備費、支出済額7,763万8,000円でございます。これは平

成28年度からの繰り越し事業で、原町小学校と太田小学校の空調設備設置工事に関連する費

用になります。 

  ３項中学校費全体で5,681万1,284円です。１目学校管理費は、東吾妻中学校の管理運営

に必要な費用でございます。２節給料は公社１名分です。７節賃金、９節旅費はマイタウン

ティーチャー・支援員等の人件費でございます。大きなものとしては、武道館の照明がＬＥ

Ｄにしたのでその工事、テニスコートのメンテナンス、校庭の壁や電柱に衝突したときの衝

撃を和らげるマットの設置工事を行いました。 

  費目ごとの詳細は152ページ、154ページにかけて記載がしてあります。 

  156ページの上段にございます尾瀬学校については、中学校１年生が参加いたしました。

実施に当たっては群馬県からの補助金がございます。 

  続きまして、２目教育振興費、支出済額709万9,628円につきましては、中学校の教材・

教具、情報機器、就学援助関係の費用でございます。20節の扶助費でございますが、準要保

護就学援助費については10名、被災生徒２名、あと特別支援教育奨励費については４名分で

ございます。 

  ４項幼稚園費全体で支出済額３億6,620万3,705円です。１目幼稚園管理費については、

支出済額で１億7,881万5,565円でございます。町内５幼稚園の管理運営に必要な費用とな

ります。１節の報酬から７節賃金、９節旅費までは非常勤職員として園長４名、職員17名、

臨時職員、支援員、あと預かり保育の担当の人件費でございます。 

  11節需用費では、各幼稚園の消耗品、光熱水費、修繕料などです。 

  158ページの中よりちょっと下にございます土地購入費566万3,235円は、現在のあづまこ
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ども園西側の旧東京電力の電柱置き場を駐車場として購入したものです。 

  158ページの備考欄、原町幼稚園から160ページ、162ページ、164ページの上段まで各幼

稚園の経費でございます。後ほどごらんいただきたいと思います。 

  続いて、２目教育振興費、支出済額175万9,404円でございます。各幼稚園の教材・教具

の費用になります。よろしくお願いいたします。 

  次に、３目幼稚園施設整備費、支出済額１億8,562万8,736円です。これはこども園開設

に向けて原町幼稚園の増改築に要した費用です。 

  続きまして、５項社会教育費、全体で5,511万9,887円となります。１目社会教育総務費

は支出済額694万5,041円でございます。社会教育の経常的経費でございます。主なものと

いたしましては、19節の負担金、補助及び交付金で社会教育団体への補助金、社会教育関係

機関への負担金がございます。 

  166ページの備考欄にございます成人式事業、あと放課後子ども教室推進事業の経費も含

まれております。 

  続きまして、２目公民館費でございます。支出済額は3,289万3,079円でございます。備

考欄をごらんください。中央公民館運営費につきましては、中央公民館の運営に係る経常的

経費が主なものでございますが、備考欄のやや下のほうにありますが、公民館の屋根の防水

塗装工事1,070万2,800円を実施いたしました。また、大会議室の照明のＬＥＤ工事やどん

ちょうの交換も行いました。備考欄の高齢者教室事業から168ページ、公民館読書推進事業

につきましては、中央公民館の自主事業に要した費用でございます。太田公民館運営費から

始まり170ページの東公民館運営費までは、各地区公民館の施設の維持管理及び運営費並び

に事業に係る経費でございます。 

  最後のブックスタート事業につきましては、中央公民館事業でございます。 

  続きまして、３目文化財保護費は支出済額850万2,386円でございます。文化財保護費は

文化財調査委員報酬８名分や指定文化財保護管理及び伝統芸能活動団体の補助金等が主なも

のでございます。 

  172ページ、備考欄の岩櫃城跡保存整備事業では、総合調査報告書作成に係る費用や岩櫃

城フォーラム開催経費などでございます。国指定史跡に向けた準備を進めております。 

  吾妻峡保存管理事業では、吾妻峡保存整備に関する旅費でございます。 

  続いて、４目青少年対策費は支出済額136万3,630円でございます。青少年対策費として

は、青少年育成推進員の活動費及び子ども会育成会団体への補助金が主なものでございます。 
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  杉並・東吾妻子ども交流事業では、町内の小学校の４年生から６年生25名が杉並区と東吾

妻町の両会場で小学生と交流を行った経費でございます。 

  続きまして、５目発掘調査費、支出済額541万5,751円でございます。備考欄の発掘調査

費につきましては、文化財整理室の維持管理に要する経費でございます。 

  174ページの備考欄、町内遺跡分布調査事業では、国・県の補助を受け、町内の遺跡の埋

蔵文化財包蔵地の分布調査を坂上地区で行った経費になります。 

  続きまして、６項保健体育費、１目保健体育総務費ですが、支出済額が1,893万2,353円

でございます。スポーツ推進委員の報酬及びスポーツ振興に係る経常経費でございます。東

吾妻町スポーツ協会を初めスポーツ振興団体に対する補助金が含まれております。スポーツ

協会10周年事業に関する補助金も含まれております。 

  健康管理対策事業につきましては、管内の園児・児童・生徒及び教職員の健康診断に要し

た経費でございます。 

  176ページ、備考欄の郡民体育祭事業ですが、当町をメーン会場に開催されました第56回

吾妻郡民体育祭実施のために要した費用でございます。 

  続きまして、２目の学校開放事業費でございます。支出済額210万円でございます。これ

は管内の各小学校の校庭や体育館を一般町民に開放しておりますが、それに要する費用で電

気料になります。 

  ３目の施設管理費ですが、支出済額6,801万4,516円でございます。社会体育施設管理事

業は、町のスポーツ広場、東総合運動場、町民体育館等の社会体育施設の維持管理に要する

費用でございまして、主なものは電気料、施設管理委託料、町民体育館改修設計委託料など

でございます。また、説明欄の下のほうになりますが、スポーツ広場テニスコート補修事業

378万円は、東吾妻町スポーツ広場、これは東橋のほうにあるテニスコート改修費用でござ

います。その少し下の東テニスコートと記されているのは東総合運動場、新巻にあるテニス

コートの関連工事でございます。 

  178ページの公園管理事業は、東吾妻町スポーツ広場西側にあります公園の遊具の点検料

でございます。 

  なお、施策の実績につきましては、91ページから99ページに記載してございますので、

後ほどごらんいただきたいと思います。 

  教育課は以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 農林課長。 
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○農林課長（飯塚順一君） そうすれば、177ページ、11款１項１目農業用施設災害復旧費で

ございますけれども、29年度につきましては災害がなかったため支出はありませんでした。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 建設課長。 

○建設課長（桑原正明君） 続きまして、２項土木施設災害復旧費でございます。 

  １目の河川復旧費については、支出はございませんでした。 

  ２目道路復旧費でございます。支出済額1,306万4,769円でございます。これにつきまし

ては、国費補助の対象となりました町道紺屋町・平沢線路側崩落に伴います測量設計費、工

事の前払い金が主なものでございますが、それ以外、小規模の災害12カ所の路肩の崩落、路

面洗掘、土砂撤去等に係る機械借り上げ料等を支出したものでございます。 

  なお、３目橋りょう復旧費については、支出はございませんでした。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 企画課長。 

○企画課長（水出智明君） 12款の公債費になります。合計で10億1,932万7,594円の償還を

行いました。元金として９億2,239万8,784円、利子として9,691万9,870円の償還でござい

ました。 

  13款の諸支出金の支出済額ですが、3,180万4,400円でございます。水道事業会計への補

助金になります。 

  14款の予備費でございますが、30万円を流用させていただいております。 

  以上が歳出合計でございます。予算現額が97億6,968万2,000円、支出済額が81億8,715万

54円、繰越明許費が12億9,567万8,000円、不用額が２億8,685万3,946円でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額が85億6,658万6,876円、歳出総額が81億8,715万54円、歳入歳出差引額３億

7,943万6,822円です。そのうち翌年度へ繰り越すべき財源として繰越明許費繰越額が7,621

万8,000円です。実質収支額、いわゆる繰越金になりますが、３億321万8,822円になります。 

  実質収支に関する調書、この中の繰越明許費繰越額が前のページの180ページの繰越明許

費の額12億9,567万8,000円と額で12億1,946万円の違いがございますが、これにつきまして

は、180ページのものは未収入の特定財源を含めての額になっております。実質収支に関す

る調書中の額は未収入の特定財源を含めない一般財源のみの額ということになっております
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ので、金額に差が出ているということでございます。この内訳につきましては、６月議会の

ときにお示しをいたしました一般会計繰越明許費繰越計算書をごらんになっていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

  続いて、182ページから184ページまで、ここが財産に関する調書になります。 

  185ページですが、基金の明細、186ページが物品の現在高ということになっております。 

  以上で一般会計の決算に関する説明を終了させていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  ここで監査委員報告をお願いいたします。 

  田隆紀代表監査委員。 

（代表監査委員 田隆紀君 登壇） 

○代表監査委員（ 田隆紀君） お世話になります。 

  まず、決算審査の報告の前に、私ごとですけれども、去る７月１日付で東吾妻町の監査委

員として再任されることになりました。引き続き４年間、監査委員として職務を遂行してい

きたいというふうに考えておりますので、今後ともよろしくお願いをいたします。 

  それでは、決算審査の結果について報告を申し上げます。 

  まず最初に、全体的な調査の結果についての話を若干させていただきたいというふうに思

います。 

  調査の期間ですけれども、ことしの７月９日から８月６日まで、土日を除きますけれども

約15日間、私と青柳委員と２人で審査を行いました。調査に当たりましては、町の役場の職

員等には大変暑い中、お世話になりました。改めてお礼を申し上げる次第です。 

  調査の方法につきましては、審査は先ほど説明がありましたけれども一般会計、それから

６つの特別会計、それから水道事業会計の歳入歳出についての決算についての審査を行った

わけであります。検査の方法ですけれども、決算の計数、あるいは予算の執行状況、それか

ら会計経理、財産の取得処分、それから管理、それから事業の執行等について適正に処理さ

れているかどうかということを決算書、それから関係諸帳簿、それから証拠書類、そういっ

たものを照合するとともに関係職員からの説明のほかに現地調査も行いました。約16の現地

調査を行いました。それから毎月の例月出納検査、そういった結果も考慮いたしまして、総

合的に決算審査を行ったわけであります。 

  全体的に見て、審査の結果なんですけれども、計数についてはまず正確であったというふ
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うなこと。それから予算の執行につきましては、おおむね適正かつ効率的に執行されておっ

たと。それから会計経理の事務につきましては適正に処理されておりました。それから財産

に関する事務につきましても適正に処理をされておるということ。それから、事業の執行状

況については現地調査を約16カ所行いましたけれども、これについてもおおむね適切に処理

をされたということで、以上の結果から、全体的に見て、非違な点は認められなかったとい

うことでございます。しかしながら、幾つか早急に対応する必要があるだろうということが

ございましたので、２点ほどこの場で申し上げておきたいというふうに思います。 

  まず第１点目が、先ほども一般会計の中で説明がありましたけれども、路線バスの運行対

策とスクールバスの運行委託についてということであります。29年度の路線バスの対策事業

については４路線で約3,600万円の補助金を出しております。それから、スクールバスの運

行業務については、約１億4,000万円の支出を行っておるわけでありますけれども、今後の

財政の負担、あるいは人口減少、あるいは少子高齢化の進行を考えた場合、路線バスとスク

ールバスの運行を両立させることがなかなか困難になってくるんじゃないかというようなこ

とが想定をされるというようなことが今回の調査の中でも明らかになってきておりますし、

また、町としては公共交通活性化協議会、これにおいて分科会の中で東吾妻町における路線

バスとスクールバスの連携に関する調査検討、ガイドラインですね。これを協議会の中で昨

年の１月30日に承認をされているというようなことがありまして、こういった中でスクール

バス等、それから実際の路線バスとの例えば連携を視野に入れた方策とか、そういったもの

が検討されているようでありますけれども、財政を考えてみたら、スクールバスの国庫補助

金、約2,700万円ほどあります。それから運行バスの業務委託については、運行バスの補助

金は31年度限りで打ち切られるというようなことも聞いております。それから、スクールバ

スの運行管理の契約につきましても31年度が契約の満期というようなことがございますので、

この１年間の中で、やはりこのあり方について早急に進めて具体的な方策を出す必要がある

だろうということを特に感じましたので、その辺について今後、町当局、議員さんも含めて、

いろいろな面でひとつご議論願っていい方向を出していただきたいというふうに考えていま

す。 

  それから、もう一点目が、東吾妻町の観光協会の組織運営体制の強化ということです。観

光協会に対しては1,660万円ほどの補助金を出しております。観光協会の運営費については、

ほとんどはこの補助金で賄っているというようなことがございまして、ほかの財源というの

は幾らもないというようなことがありますけれども、現在、事務局長が不在です。それから
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さまざまなイベント、あるいは管理運営についてはスタッフが足りてないということで、本

来ならば協会が行うべき事務を地域政策課の職員が行わなければならないというような状況

にあります。そういったことを考えますと、一日も早く事務局長候補のあっせんですとか、

あるいはスタッフの解消に向けた努力を、町としていろんな面で指導をされるべきだろうと

いうふうに思っております。 

  また、協会の予算、先ほど1,600万円と言いましたけれども、ほとんどが町に依存してい

るような状況だということを考えます。会としては、ある意味、別に独自の収入を確保する

ための検討方策についても、今後ともいろいろ指導をしていく必要があるだろうということ

です。特にこの２点について早急に解決する必要があるだろうということで、あえて全体的

な検査の結果の中で申し添えておきます。 

  それでは、認定第１号 平成29年度の東吾妻町一般会計の歳入歳出決算審査結果について

の報告をさせていただきます。 

  地方自治法の第233条第２項の規定により、別冊決算書に基づいて会計処理、証書類等照

合した結果、別紙決算書は関係法令に準拠して処理されており、計数は正確であった。また、

予算の執行についてはおおむね適切であると認められました。 

  平成30年８月６日、東吾妻町監査委員、 田隆紀、同じく青柳はるみ。 

  以上です。 

○議長（浦野政衛君） 監査委員報告が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

  ここで休憩をとります。 

  ２時５分まで休憩といたします。 

（午後 １時５４分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

○議長（浦野政衛君） 再開いたします。 

（午後 ２時０５分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  
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◎認定第２号の上程、説明、監査委員報告、質疑、委員会付託 

○議長（浦野政衛君） 日程第８、認定第２号 平成29年度東吾妻町国民健康保険特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 認定第２号 平成29年度東吾妻町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

認定について提案理由の説明を申し上げます。 

  国民健康保険特別会計事業勘定の決算につきましては、歳入総額20億8,008万4,527円、

歳出総額19億9,430万3,732円、歳入歳出差引額8,578万795円となり、翌年度へ繰り越しい

たしました。 

  まず、歳入でありますが、国民健康保険税３億4,830万446円のほか、国庫支出金、県支

出金、前期高齢者交付金、共同事業交付金、繰入金が主なものでございます。 

  次に、歳出でありますが、保険給付費12億4,950万2,222円のほか、後期高齢者支援金、

介護納付金、共同事業拠出金等が主なものでございます。 

  続きまして、施設勘定について説明を申し上げます。 

  施設勘定の決算につきましては、歳入総額１億707万4,126円、歳出総額9,676万1,826円、

歳入歳出差引額1,031万2,300円となり、翌年度へ繰り越しいたしました。 

  まず、歳入ですが、診療収入として6,936万9,538円のほか、県支出金、繰入金、繰越金、

町債が主なものでございます。 

  続いて、歳出ですが、総務費4,620万4,756円、医業費4,819万7,596円が主なものでござ

います。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただきご認定ください

ますようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） それでは、国民健康保険特別会計事業勘定の歳入からご説明申し

上げます。 

  国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出決算書の７ページ、歳入歳出決算事項別明細書に

てご説明をさせていただきます。 
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  １款の国民健康保険税ですが、収入済額３億4,830万446円、不納欠損額134万6,400円、

収入未済額5,183万9,645円となりました。 

  内訳としましては、１項１目一般被保険者国民健康保険税は医療給付費、後期高齢者支援

金、介護給付金それぞれの現年課税分並びに滞納繰り越し分、合計３億4,182万4,213円で、

不納欠損134万6,400円、収入未済額4,887万8,120円となりました。 

  ２目は退職被保険者等国民健康保険税で総額647万6,233円、収入未済額が296万1,525円

になります。区分につきましては、１目でご説明いたしました区分けと同じでございます。 

  ２款使用料及び手数料ですが、督促手数料の3,600円になります。 

  ３款の国庫支出金の収入済額は４億3,703万6,542円で、１項国庫負担金の内訳が１目療

養給付費等負担金、２目高額医療費共同事業負担金、３目は特定健康診査等負担金、合計３

億555万4,542円、２項国庫補助金の内訳が、１目普通財政、２目特別財政の２つの調整交

付金、３目国保制度関係業務準備事業費補助金の総額１億3,148万2,000円でございます。 

  ４款の県支出金は収入済額１億714万406円で、１項１目高額医療費共同事業並びに２目

特定健康診査等の負担金合計1,207万8,406円、２項県補助金は１目財政健全化補助金734万

5,000円、２目財政調整交付金8,771万7,000円の合計9,506万2,000円でございました。 

  ５款療養給付費交付金は、社会保険診療報酬支払基金からの退職者等医療給付交付金

1,045万3,000円でございます。 

  ６款１項１目前期高齢者交付金５億7,782万9,476円につきましても、社会保険診療報酬

支払基金からの交付金でございます。 

  ７款の財産収入は、基金積立金の利子8,075円でございます。 

  ８款１項共同事業交付金、１目の共同事業交付金3,618万6,219円、２目保険財政共同安

定化事業交付金３億8,883万3,923円の合計４億2,502万142円で、ともに群馬県国民健康保

険団体連合会からの交付金でございます。 

  ９款の繰入金ですが、保険基盤安定繰入金の保険税軽減分並びに保険者支援分、出産育児

一時金、財政安定支援事業、福祉医療８期分繰入金、事務費繰入金などの合計１億1,696万

8,904円となります。それぞれ法令等の基準に基づいた繰入金で、一般会計からの繰入金と

なります。２項の基金繰入金はございませんでした。 

  10款繰越金は5,503万3,393円でございます。 

  11款諸収入ですが、１項１目は被保険者の延滞金です。２項１目は交通事故等による一般

被保険者第三者納付金、３目は一般保険者からの返納金、５目雑入は指定公費負担医療費の
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合計229万543円でございました。 

  以上、収入合計、昨年比１億2,587万7,064円減額の20億8,008万4,527円となります。 

  15ページからが事業勘定の支出でございます。 

  まず、１款の総務費でございますが、支出済合計692万4,886円、一般管理費はプリンタ

ートナーや共同電算処理用紙、保険者証、郵送料など需用費、役務費やマスターの保守、電

算処理業務委託、レセプト２次点検などの委託料、第三者行為による求償事務手数料の負担

金、補助及び交付金604万8,634円となります。２目連合会負担金は、群馬県国民健康保険

団体連合会への負担金61万1,440円となります。 

  ２項１目賦課徴収費は、賦課徴収に伴う消耗品費、国保税滞納対策システムのリース料、

合計16万9,532円となりました。 

  ３項１目運営協議会費は、運営協議会委員報酬など９万5,280円になります。 

  ２款保険給付費、支出済合計は12億4,950万2,222円で１項療養諸費は１目の一般被保険

者療養給付費、２目退職被保険者等療養給付費、３目一般被保険者療養費、４目退職被保険

者等療養費の各負担金、５目は委託料で一般及び退職審査、レセプト電算処理システムの各

手数料の合計10億7,853万1,052円となりました。 

  ２項高額療養費合計は１億6,679万5,700円で、一般被保険者、退職被保険者、一般被保

険者高額介護合算、退職被保険者高額介護合算療養費の各負担金でございます。 

  ３項の移送費につきましては、該当がございませんでした。 

  ４項１目、２目は出産育児一時金補助金及び事務手数料７名分292万5,470円でございま

す。 

  ５項１目葬祭費は25名分、125万円の補助金となります。 

  ３款後期高齢者支援金等ですが、支出済額２億451万1,298円で、１項１目後期高齢者支

援金の社会保険診療報酬支払基金への負担金２億449万5,976円が主な支出となります。 

  ４款前期高齢者納付金等の支出合計は77万3,463円で、１目の前期高齢者納付金75万

8,675円及び２目の事務費拠出金１万4,788円となります。 

  ５款１項は２目の老人保健事務費拠出金5,252円でございます。 

  ６款１項１目の介護納付金は、介護給付費・地域事業支援納付金8,042万2,913円で、２

号介護被保険者1,380名分でございます。 

  ７款の共同事業拠出金合計は４億1,980万8,334円で、共同事業拠出金並びに保険財政共

同安定化事業拠出金で、高額医療費による国保財政の急激な影響緩和と財政安定化を図る支
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出となります。 

  ８款の保健事業費1,816万9,049円ですが、主な支出は１項の特定健康診査等事業費並び

に２項１目保健衛生普及費の電算処理委託料等及び２目人間ドック委託料146件分となりま

す。 

  ９款の基金積立金8,075円は基金の利子分になります。 

  10款の諸支出金は合計1,417万8,240円で、保険税の還付金や負担金等の精算に伴う返還

金となります。 

  ２項の繰出金は国保施設への繰出金になります。 

  ３項指定公費負担医療費立替金は7,745円でした。 

  また、予備費の支出はありませんでした。 

  以上が支出合計19億9,430万3,732円でございます。 

  次に27ページ、実質収支に関する調書でございますが、実質収支の収支額は8,578万795

円でした。 

  28ページは財産に関する調書になりますが、基金の残高は8,076万4,762円でございます。 

  以上が事業勘定の説明となります。 

  続きまして、施設勘定になります。 

  これにつきましても５ページの歳入歳出決算事項別明細書でご説明を申し上げます。 

  １款診療収入は合計6,936万9,538円で、外来収入とその他診療収入となります。 

  ２款使用料及び手数料は合計26万7,770円で、往診に使用した車両代と診断書等の作成手

数料でございます。 

  ３款の県支出金は、へき地診療所施設運営費補助金578万6,000円です。 

  ４款繰入金は合計1,620万8,000円で、一般会計並びに事業勘定からの繰入金となります。 

  ５款繰越金は879万1,849円でした。 

  ６款諸収入ですが、合計55万969円で、特定健康診査等収入及び衛生材料等の売却、機器

の下取り等による収入となります。 

  ７款の町債ですが、医療機器整備のための過疎債610万円となります。 

  以上が施設勘定収入合計となり、昨年比107.9％、金額にしまして785万1,124円増の１億

707万4,126円となりました。 

  次に、歳出でございます。 

  ９ページをごらんください。 
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  １款総務費ですが、支出済額4,620万4,756円になります。職員人件費４名分並びに施設

管理に係る経費や医師会等負担金並びに研究研修費として研修旅費負担金となります。 

  11ページからの２款医業費でございますが、支出済額4,819万7,596円でございます。 

  １項１目の医業管理費は、消耗品費のほか賠償責任保険料や医療産業廃棄物処理委託料、

代診医師派遣負担金などになります。２目医療用機械器具費ですが、内視鏡システム、ベッ

ドサイドモニターなどを更新導入いたしました。３目医療費消耗機材費は医療用消耗品とな

ります。４目医薬品衛生材料費は医薬品の購入代金、５目検査費は血液検査委託料等になり

ます。 

  ３款公債費は合計235万9,474円です。償還金元金及び利子となります。 

  以上が歳出で合計9,676万1,826円になります。 

  15ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。実質収支額1,031万2,300円となりました。 

  16ページは財産に関する調書となりますので、ごらんいただければと思います。 

  以上が国民健康保険事業勘定と施設勘定の説明とさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  ここで監査委員報告をお願いいたします。 

  田隆紀代表監査委員。 

（代表監査委員 田隆紀君 登壇） 

○代表監査委員（ 田隆紀君） それでは、認定第２号 平成29年度東吾妻町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算審査の結果について報告を申し上げます。 

  地方自治法第233条第２項の規定により、別冊決算書に基づいて会計書類、証書類等と照

合等を行った結果、別冊決算書は関係法令に準拠して処理されており、計数は正確であった。

また、予算執行においてはおおむね適正であると認められました。 

  なお、事業勘定におきまして、先ほど説明がありましたけれども、不納欠損が約130万円、

それから収入未済額が5,100万円ほどありました。平成30年４月から国民健康保険の制度改

正によりまして財政運営の主体が群馬県に移行されておりますけれども、町としても引き続

き保険税の滞納縮減に努め、健全な運営確保に努力されたいということを申し添えておきま

す。 

  平成30年８月６日、東吾妻町監査委員、 田隆紀、同じく青柳はるみ。 
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  以上です。 

○議長（浦野政衛君） 監査委員報告が終わりました。 

  ここで質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もあろうかと思われますが、質疑を打ち切り、本件についてはそ

の審査を文教厚生常任委員会に付託したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は文教厚生常任委員会に付託することに決定いたしました。 

  文教厚生常任委員会においては９月12日までに審査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第３号の上程、説明、監査委員報告、質疑、委員会付託 

○議長（浦野政衛君） 日程第９、認定第３号 平成29年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 認定第３号 平成29年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について提案理由の説明を申し上げます。 

  歳入総額２億66万9,692円、歳出総額１億9,872万2,804円、歳入歳出差引額194万6,888円

となり、翌年度へ繰り越しいたしました。 

  歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料１億3,002万2,700円、繰入金6,406万5,639円

でございます。 

  歳出の主なものは、総務費187万9,615円、後期高齢者医療広域連合納付金１億9,628万

3,189円でございます。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただきご認定ください

ますようよろしくお願いいたします。 
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○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） それでは、続きまして、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定についてご説明申し上げます。 

  これにつきましても、事項別明細書で説明をさせていただきます。 

  ５ページをごらんください。 

  １款後期高齢者医療保険料ですが、収入済額１億3,002万2,700円、収入未済額は16万

6,300円で収納率は99.9％です。 

  ２款の繰入金ですが、１項一般会計繰入金6,406万5,639円で、事務費繰入金、保険基盤

安定繰入金の２つになります。 

  ３款諸収入は159万1,534円です。１項の雑入は広域連合納付金の精算に伴う返還金と人

間ドック助成金の合計101万4,734円、２項１目保険料還付金が53万5,900円、３項１目保険

料の延滞金が４万900円となります。 

  ７ページをお願いいたします。 

  ４款繰越金ですが、498万9,819円になります。 

  以上、歳入合計２億66万9,692円となり、昨年より933万5,100円ほどの増額となりました。

保険料と昨年度繰入金の増加が主なものとなっております。 

  続いて、９ページからの歳出をお願いいたします。 

  １款総務費ですが、１項１目の一般管理費99万7,307円、２項１目徴収費88万2,308円の

合計187万9,615円です。郵送料、システム委託料、保険料の過年度還付金となります。 

  ２款は、群馬県後期高齢者医療広域連合への納付金１億9,628万3,189円で、保険料の負

担金や基盤安定並びに事務費に係る負担金となります。 

  ３款の保険給付事業は、人間ドック委託料56万円です。 

  ４款諸支出金、５款予備費の支出はございませんでした。 

  11ページ、12ページをごらんください。 

  支出合計は１億9,872万2,804円でした。 

  13ページ、実質収支に関する調書ですが、実質収支額は194万6,888円でした。 

  以上が後期高齢者医療特別会計決算の説明となります。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  ここで監査委員報告をお願いいたします。 
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  田隆紀代表監査委員。 

（代表監査委員 田隆紀君 登壇） 

○代表監査委員（ 田隆紀君） それでは、認定第３号 平成29年度東吾妻町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算審査の結果について報告を申し上げます。 

  地方自治法第233条第２項の規定により、別冊決算書に基づいて会計書類、証書類等と照

合等を行った結果、別冊決算書は関係法令に準拠して処理されており、計数は正確であった。

また、予算の執行についてはおおむね適正であると認められました。 

  平成30年８月６日、東吾妻町監査委員、 田隆紀、同じく青柳はるみ。 

  以上です。 

○議長（浦野政衛君） 監査委員報告が終わりました。 

  ここで質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もあろうかと思われますが、質疑を打ち切り、本件についてはそ

の審査を文教厚生常任委員会に付託したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は文教厚生常任委員会に付託することに決定いたしました。 

  文教厚生常任委員会においては９月12日までに審査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第４号の上程、説明、監査委員報告、質疑、委員会付託 

○議長（浦野政衛君） 日程第10、認定第４号 平成29年度東吾妻町介護保険特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 認定第４号 平成29年度東吾妻町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

について提案理由の説明を申し上げます。 
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  歳入総額は16億3,385万8,622円、歳出総額は16億335万3,376円で、歳入歳出差引額は

3,050万5,246円となりまして、翌年度へ繰り越しとなります。 

  歳入の主なものは、保険料３億1,187万9,100円、国庫支出金４億1,383万5,042円、支払

基金交付金４億2,779万4,000円などでございます。 

  歳出の主なものは、歳出全体の93.3％を占める保険給付費14億9,525万6,893円でござい

ます。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただきご認定ください

ますようお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  保健福祉課長。 

○保健福祉課長（橋爪克敏君） それでは、介護保険特別会計歳入歳出決算の説明を申し上げ

ます。 

  ５ページの事項別明細書をお願いいたします。 

  歳入、１款の保険料は、65歳以上の第１号被保険者の介護保険料でございます。保険料の

徴収は原則年金からの天引きになる特別徴収ですが、天引きができない方は普通徴収となり

ます。 

  保険料収入は、前年度比1.7％増の３億1,187万9,100円となりました。収入未済額につき

ましては、普通徴収の64人で301万7,100円となっております。また、滞納繰越分のうち年

度末には時効２年によりまして78万8,800円の不納欠損処理をさせていただきました。保険

料収納率は98.8％となりました。 

  ３款１項の国庫負担金２億9,199万2,352円ですが、これは介護給付費に対する法定負担

分で、過不足は翌年度精算となります。 

  ２項の国庫補助金ですが、１目の調整交付金１億508万6,000円は、保険給付費の7.17％

の交付となりました。２目、３目の地域支援事業交付金も補助割合が定められております。 

  ７ページをお願いします。 

  ６目の介護保険事業費補助金は、制度改正に伴うシステム改修に係る補助金でございます。 

  続きまして、４款１項の支払基金交付金、１目の介護給付費交付金４億1,224万9,000円

ですが、これは40歳から64歳までの第２号被保険者の保険料で、保険料負担割合は28％で

過不足は国庫負担金同様に翌年度精算されます。２目の地域支援事業交付金も同様でござい

ます。 
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  ５款１項の県負担金、１目の介護給付費負担金２億1,571万656円ですが、これも介護給

付費に対する県の法定負担分でございます。 

  ２項の県補助金の地域支援事業交付金も、それぞれの補助割合に応じた交付となっており

ます。 

  ９ページをお願いします。 

  ６款の財産収入は、介護給付費準備基金の積立金利子でございます。 

  ７款の繰入金は一般会計と基金からの繰入金です。１項の一般会計繰入金２億1,010万

9,894円は、保険給付費に対する法定負担分12.5％と介護認定審査会経費などの事務費分で

ございます。基金からの繰入金はございません。 

  11ページをお願いいたします。 

  ８款は諸収入、９款の繰越金は前年度繰越金でございます。 

  収入合計は前年度比3.4％増の16億3,385万8,622円となりました。 

  13ページをお願いいたします。 

  歳出になります。１款の総務費、支出済額1,614万3,964円は事務的経費でございます。

１項の総務管理費は一般事務費、２項の介護認定審査会費は認定調査、審査に要する経費、

４項は保険料の賦課徴収の経費でございます。 

  ２款の保険給付費ですが、前年度より3.5％増の14億9,525万6,893円で、会計全体の

93.3％を占めております。要支援者も含めて介護認定を受けている方の約84.8％が何らか

の介護、介護予防サービスなどを利用しております。 

  15ページをお願いします。 

  １項の介護サービス等諸費、支出済額13億7,926万8,077円は要介護者が利用したサービ

ス費で、その内訳が１目居宅介護サービス給付費から６目までとなります。２項の介護予防

サービス等諸費、支出済額2,957万1,416円は要支援者が利用したサービス費であり、その

内訳が１目から17ページの５目までとなります。 

  次の３項のその他諸費、４項の高額介護サービス等費、５項の高額医療合算介護サービス

等諸費はごらんのとおりでございます。 

  ６項の特定入所者介護サービス費ですが、これは低所得者対策の一環として施設入所者で

所得の低い方は食費と住居費の実費負担分が軽減されます。低所得者に対しては所得に応じ

た自己負担の限度額が設けられており、限度額を超えた分は介護保険から給付されますので、

この給付額が5,611万8,284円となりました。 
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  ３款の基金積立金は、介護給付費準備基金への積立金でございます。 

  19ページ、４款の地域支援事業費、支出済額4,297万9,406円ですが、介護予防に関する

支援が主で、地域包括支援センターで実施をしておる事業でございます。 

  23ページをお願いいたします。 

  ５款の諸支出金ですが、前年度死亡等に伴う保険料の還付金と、前年度分精算に伴います

国及び支払基金への返還金でございます。 

  歳出合計は前年度比4.7％増の16億335万3,376円となり、25ページ、実質収支額は3,050

万5,246円となります。 

  26ページの財産に関する調書は、介護給付費準備基金の状況でございます。 

  以上で説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  ここで監査委員報告をお願いいたします。 

  田隆紀代表監査委員。 

（代表監査委員 田隆紀君 登壇） 

○代表監査委員（ 田隆紀君） 認定第４号 平成29年度東吾妻町介護保険特別会計歳入歳出

決算認定についての結果について報告を申し上げます。 

  このことにつきまして、地方自治法第233条第２項の規定により、別冊決算書に基づいて

会計書類、証書類等と照合等を行った結果、別冊決算書は関係法令に準拠して処理されてお

り、計数は正確であったこと。また、予算執行についてはおおむね適正であると認められま

した。 

  なお、保険料の不納欠損額、それから収入未済額については年々増加傾向にあります。特

に、不納欠損につきましては昨年に比べて倍増しているというような調査結果もありますの

で、保険料の収入未済、それから不納欠損の縮減に今以上に努力されることを申し添えてお

きます。 

  平成30年８月６日、東吾妻町監査委員、 田隆紀、同じく青柳はるみ。 

  以上です。 

○議長（浦野政衛君） 監査委員報告が終わりました。 

  ここで質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もあろうかと思われますが、質疑を打ち切り、本件についてはそ
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の審査を文教厚生常任委員会に付託したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は文教厚生常任委員会に付託することに決定いたしました。 

  文教厚生常任委員会においては９月12日までに審査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第５号の上程、説明、監査委員報告、質疑、委員会付託 

○議長（浦野政衛君） 日程第11、認定第５号 平成29年度東吾妻町地域開発事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 認定第５号 平成29年度東吾妻町地域開発事業特別会計歳入歳出決算

認定について提案理由の説明を申し上げます。 

  歳入の総額は7,127万6,659円、歳出の総額は6,985万2,461円でございます。歳入歳出差

引額は142万4,198円となり、翌年度へ繰り越しいたします。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただきご認定ください

ますようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 地域開発事業特別会計についてご説明させていただきます。 

  ６ページの備考欄をごらんいただきたいと思います。 

  歳入の部ですが、１款分担金及び負担金ですが、施設の加入負担金で25万円、５件分でご

ざいます。 

  ２款使用料及び手数料ですが、収入済額419万3,000円で、714件分でございます。滞納繰

越は８万円で、これは８件分でございます。 

  ３款の財産収入でございます。小水力発電施設貸付収入1,080万円でございました。通常
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１年間稼働した場合の満額につきましては1,200万円の消費税額で1,296万円を予定してお

りますが、昨年度は６月以降の稼働となりましたので、10カ月分相当の収入になりました。 

  繰入金でございます。情報通信事業で一般会計からの繰入金5,290万円でございます。 

  繰越金ですが、６万4,686円でございました。 

  雑入でございます。収入済額が298万8,973円で、支障電気通信路線移転工事補償費63万

720円と光ファイバ芯線貸付料212万4,273円は通常あるんですが、一番下の小水力発電事業

講師派遣料でございます。これにつきましては、電力技術協会からＰＦＩでの水力発電を行

ったということで講師派遣の依頼がございました。職員２名の講師派遣分の23万3,980円の

収入でございます。 

  続きまして、歳出の部をお願いいたします。 

  １款事業費ですが、支出済額2,130万1,407円です。内訳として、１項の宅地造成事業、

１目の宅地造成事業費でございますが、消耗品費が３万1,800円、登記手数料につきまして

は買い戻し特約の抹消登記手数料が１万1,804円でございます。 

  続きまして、２項１目の情報通信施設事業費につきましては、総額1,177万9,435円でご

ざいます。主なものにつきましては、施設の保守点検委託料が226万8,000円、新規引き込

み工事費で621万4,536円でございました。 

  ３項１目発電事業費でございます。これにつきましては、先ほど収入で述べさせていただ

いた旅費ですが、23万8,220円につきましては、ＰＦＩ事業である水力発電事例発表を電力

技術協会から依頼されました旅費でございます。また、発電事業用地借地料16万3,901円、

発電事業流水占用料37万6,977円は群馬県への支払いになります。公有地の購入費115万

5,955円でございますが、水源の上流の地域を購入しました経費でございます。地域開発基

金積立金679万円は、発電施設貸し付け収入から必要経費を除いた残りを積み立てました。

予想以上の貸し付け収入がございました。１カ月分、もくろみより多く収入がございました。

積立金の歳出が不足しましたので、積み立てできなかった額を30年度の補正予算で積み立て

をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

  ２款公債費でございますが、支出済額4,855万1,054円で、元金・利子とも情報通信施設

の事業でございます。合計としまして6,985万2,461円でございます。 

  次の実質収支でございますが、差し引きの実質収支額は142万4,198円でございました。 

  財産に関する調書につきましては、土地購入費と積立金を積んだ部分でございます。後ほ

どごらんいただきたいと思います。 
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  よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  ここで監査委員報告をお願いいたします。 

  田隆紀代表監査委員。 

（代表監査委員 田隆紀君 登壇） 

○代表監査委員（ 田隆紀君） 認定第５号 平成29年度東吾妻町地域開発事業特別会計歳入

歳出決算審査の結果について報告を申し上げます。 

  地方自治法第233条第２項の規定により、別冊決算書に基づいて会計書類、証書類等と照

合等を行った結果、別冊決算書は関係法令に準拠して処理されており、計数は正確であった

ということ。また、予算の執行についてはおおむね適正であると認められました。 

  なお、宅地造成事業におきまして、数年来、約11区画の分譲地が売れ残っております。そ

の販売について、町として一層の努力をされることを申し添えておきます。 

  平成30年８月６日、東吾妻町監査委員、 田隆紀、同じく青柳はるみ。 

  以上です。 

○議長（浦野政衛君） 監査委員報告が終わりました。 

  ここで、質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もあろうかと思われますが、質疑を打ち切り、本件についてはそ

の審査を総務建設常任委員会に付託したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は総務建設常任委員会に付託することに決定いたしました。 

  総務建設常任委員会においては９月12日までに審査が終了するようお願いいたします。 

  ここで休憩といたします。 

  ３時５分まで休憩といたします。 

（午後 ２時５５分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  
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○議長（浦野政衛君） 再開いたします。 

（午後 ３時０５分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第６号の上程、説明、監査委員報告、質疑、委員会付託 

○議長（浦野政衛君） 日程第12、認定第６号 平成29年度東吾妻町下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 認定第６号 平成29年度東吾妻町下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について提案理由の説明を申し上げます。 

  歳入の総額は４億9,334万2,280円、歳出の総額は４億6,843万2,241円でございます。歳

入歳出差引額は2,491万39円となり、翌年度へ繰り越しいたします。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただき認定くださいま

すようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  上下水道課長。 

○上下水道課長（一場正貴君） お世話になります。 

  それでは、５、６ページ以降の事項別明細書の説明をさせていただきます。 

  歳入ですが、１款分担金及び負担金ですが、収入済額で622万500円です。内訳ですが、

農業集落排水分担金が88万2,000円、公共下水道負担金が533万8,500円でございます。 

  ２款使用料及び手数料ですが、収入済額で１億6,950万6,914円となります。内訳ですが、

１目公共下水使用料が4,492万1,202円、２目浄化槽使用料が設置時使用料を含めて9,517万

7,028円、３目農業集落排水使用料が箱島岡崎地区、岩下矢倉地区を合わせて2,940万8,684

円でございます。 

  ３款国庫支出金ですが、収入済額で2,800万円となります。内訳ですが、浄化槽整備事業

国庫補助金でございます。 

  ７、８ページをお願いします。 
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  ４款県支出金ですが、収入済額で613万7,000円となります。内訳ですが、浄化槽整備事

業県補助金でございます。 

  ５款繰入金につきましては２億2,348万9,673円です。内訳ですが、一般会計繰入金が２

億964万1,000円、浄化槽市町村整備推進事業減債基金からの繰入金が1,384万8,673円です。 

  ６款繰越金ですが、前年度繰越金が1,072万3,482円となります。 

  ７款諸収入ですが、収入済額116万4,711円です。内訳ですが、先ほどの減債基金積立金

の利子が8,143円、雑入として、１節公共下水道事業雑入は管路施設等の管理システム保守

管理業務の上水道からの負担金、消費税還付金で16万100円、２節浄化槽整備事業雑入は消

費税還付金で５万4,200円、３節農業集落排水箱島岡崎地区雑入ですが、東京電力からの賠

償金、消費税還付金で20万2,228円、４節岩下矢倉地区雑入は東京電力からの賠償金、消費

税還付金で12万4,440円の収入になっています。 

  ９、10ページをお願いします。 

  ２目の駐車場等付帯工事費は、合併浄化槽９件の駐車場使用等の付帯工事を実施し61万

5,600円となりました。 

  ８款町債ですが、浄化槽整備事業債、公共下水道事業債、農業集落排水事業債を合わせて

4,810万円です。 

  以上、歳入合計額は４億9,334万2,280円となります。 

  続きまして、11、12ページからの歳出をごらんください。 

  １款総務費ですが、一般管理費ということで職員５名分の人件費と事務的な経常経費です。 

  次に、２款建設費、１項１目建設事業費は5,087万4,153円です。これ以降につきまして

は各事業ごとにまとめてありますので、備考欄をごらんください。 

  最初に、公共下水道事業費ですが214万5,944円、主なものはマンホール嵩上げ工事請負

費から新規取付管工事請負費までの合計189万9,720円が工事請負費等となります。 

  次に、浄化槽整備事業費ですが4,800万8,709円です。浄化槽設置工事請負費は38基を設

置しまして、4,013万2,800円になります。 

  浄化槽排水設備設置工事費補助金として356万9,000円、26基分を支出しております。ま

た、浄化槽市町村整備推進事業減債基金積立金として292万4,443円です。 

  次に、農業集落排水箱島岡崎地区は45万8,880円です。このうち新規取付管工事請負費は

43万2,000円が主なものです。 

  続いて、13、14ページをお願いします。 
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  次に、岩下矢倉地区は全体額で26万620円、新規取付管設置工事の17万640円が主なもの

でございます。 

  続きまして、３款施設費、１項１目施設管理費は１億5,680万7,821円でございます。こ

こでは、それぞれの施設の維持管理に要した修繕費や保守点検管理業務委託料などを計上し

てあります。 

  最初に、公共下水道事業費ですが3,508万9,217円です。備考欄５行目の処理場最終沈殿

池汚泥掻寄機修繕料367万2,000円は、吾妻浄化センターの施設内の修繕です。中段の処理

場管路維持管理業務委託料の1,546万3,440円は、吾妻浄化センター及び管渠の維持管理業

務委託料です。その下の汚泥運搬処理業務委託料476万9,280円は、吾妻浄化センターの汚

泥運搬処分の委託料です。 

  浄化槽整備事業費の7,370万3,104円ですが、1,675基の保守点検等を行いました。備考欄

の浄化槽修繕料は、浄化槽のブロワー交換、修理及びマンホール蓋交換等で416万8,275円

です。 

  また、浄化槽保守点検業務委託料と浄化槽清掃業務委託料を合わせて5,623万3,780円の

委託料になります。 

  次の農業集落排水箱島岡崎地区の2,385万635円ですが、公共枡補修料から処理場曝気装

置修繕料までが修繕料で合計280万8,766円です。 

  15、16ページをお願いします。 

  処理場管路維持管理業務委託料の1,292万1,874円は、処理場及び管路維持のための業務

委託料でございます。 

  次の、農業集落排水岩下矢倉地区の2,416万4,865円ですが、処理場雨樋修繕料から処理

場透視度汚泥引抜ポンプ修繕までが修繕料で合計484万3,800円です。処理場管路維持管理

業務委託料の1,094万2,860円は、処理場及び管路維持のための業務委託料でございます。 

  続きまして、４款公債費、１項公債費ですが、元金・利子の償還を合わせて２億2,104万

5,227円です。備考欄に元金と利子別に各事業ごとにまとめて計上されておりますので、ご

らんいただきたいと思います。 

  最後に５款予備費ですが、予備費の執行はございませんでした。 

  17、18ページをお願いします。 

  以上、歳出合計で４億6,843万2,241円で、執行率は95.85％となりました。 

  次の19ページは実質収支に関する調書でございます。 
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  20ページからは財産に関する調書が記載してございますので、ごらんください。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  ここで監査委員報告をお願いいたします。 

  田隆紀代表監査委員。 

（代表監査委員 田隆紀君 登壇） 

○代表監査委員（ 田隆紀君） それでは、認定第６号 平成29年度東吾妻町下水道事業特別

会計歳入歳出決算審査の結果について報告を申し上げます。 

  地方自治法第233条第２項の規定により、別冊決算書に基づいて会計書類、証書類等と照

合等を行った結果、別冊決算書は関係法令に準拠して処理されており、計数は正確であった

ということ。また、予算の執行についてはおおむね適正であると認められました。 

  なお、引き続き汚水処理人口の普及率の向上に努めていただきたいということ、今現在は

約65％ということでございます。それから、使用料の収入未済があるということがあります

ので、そういった面の縮減に引き続き努力していただきたいことを申し添えておきます。 

  平成30年８月６日、東吾妻町監査委員、 田隆紀、同じく青柳はるみ。 

  以上です。 

○議長（浦野政衛君） 監査委員報告が終わりました。 

  ここで質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もあろうかと思われますが、質疑を打ち切り、本件についてはそ

の審査を総務建設常任委員会に付託したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は総務建設常任委員会に付託することに決定いたしました。 

  総務建設常任委員会においては９月12日までに審査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第７号の上程、説明、監査委員報告、質疑、委員会付託 



－66－ 

○議長（浦野政衛君） 日程第13、認定第７号 平成29年度東吾妻町簡易水道特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 認定第７号 平成29年度東吾妻町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定

について提案理由の説明を申し上げます。 

  歳入の総額は6,480万3,396円、歳出の総額は6,282万189円でございます。歳入歳出差引

額は198万3,207円となり、翌年度へ繰り越しいたします。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただき認定くださいま

すようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  続いて、担当課長の説明を願います。 

  上下水道課長。 

○上下水道課長（一場正貴君） お世話になります。 

  それでは、東吾妻町簡易水道特別会計歳入歳出の説明をさせていただきます。 

  ５、６ページ以降の事項別明細書の説明をさせていただきます。 

  歳入ですが、１款分担金及び負担金で、１目簡易水道分担金として収入済額で102万

1,680円の収入がありました。20ミリ１戸、13ミリ８戸の加入分担金です。 

  次に、２款使用料及び手数料の3,362万4,280円ですが、これにつきましては、水道使用

料及び量水器の使用料です。内訳は現年分3,298万4,473円、過年度分が63万9,807円です。 

  ３款繰入金につきましては、一般会計より1,700万円の繰り入れです。 

  ４款繰越金につきましては、前年度繰越金として413万2,159円です。 

  ５款諸収入につきましては、雑入の362万5,277円です。これは八ッ場ダム関連布設替工

事の補償金とスクラップメーターの売却代金及び消費税還付金です。 

  ６款町債ですが、簡易水道事業債270万円と、７、８ページの過疎債270万円、合わせて

540万円です。 

  以上、歳入合計で6,480万3,396円となります。 

  続きまして、歳出ですが、９、10ページをごらんください。 

  １款簡易水道費、１項１目維持管理費4,730万4,083円ですが、これは施設全体の維持管
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理に係る費用で、ほとんどが経常的な経費でございます。備考欄をごらんください。主なも

のといたしまして、災害補償基金負担金までは職員１名の人件費でございます。簡易水道施

設電気料531万3,949円ですが、簡易水道施設17給水区の水源と配水池の電気料でございま

す。塩素滅菌器等備品修繕料90万3,204円は奥田、箱島、新巻給水区の滅菌器交換工事ほか

です。その下の配水管等施設修繕料559万7,015円は、配水管の破裂や施設の修繕費などで

ございます。 

  岩宮水源ポンプ交換工事の540万円から、検定有効期限満了量水器交換工事40万8,348円

までが工事請負費で、合計796万8,348円となります。 

  11、12ページをお願いします。 

  １行目、水道事業基本計画策定に伴う負担金790万5,600円ですが、厚生労働省の新水道

ビジョンと水道の理想像を共有し具体化するために、経営戦略等を含め策定いたしました。 

  次に、２款公債費ですが、１目元金及び２目利子を合わせて1,551万6,106円になります。 

  以上、歳出合計6,282万189円で、91.64％の執行率となりました。 

  13ページに実質収支に関する調書、14ページが財産に関する調書が記載されていますの

で、ごらんいただきたいと思います。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  ここで監査委員報告をお願いいたします。 

  田隆紀代表監査委員。 

（代表監査委員 田隆紀君 登壇） 

○代表監査委員（ 田隆紀君） それでは、認定第７号 平成29年度東吾妻町簡易水道特別会

計歳入歳出決算認定についてご報告申し上げます。 

  地方自治法第233条第２項の規定により、別冊決算書に基づいて会計書類、証書類等と照

合等を行った結果、別冊決算書は関係法令に準拠して処理されており、計数は正確であった

ということ。また、予算の執行についてはおおむね適正であると認められました。 

  なお、今回の調査で簡易水道特別会計について初めて不納欠損金が生じております。今ま

ではずっとなかったんですけれども、額的にはまだ30万円そこそこですけれども、収入未済

額は約200万円前後ぐらい毎年ありますので、そういったことを考えていくと、いろんな面

で引き続きそういったものの縮減に努力されることを申し添えておきたいというふうに思い

ます。 
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  平成30年８月６日、東吾妻町監査委員、 田隆紀、同じく青柳はるみ。 

  以上です。 

○議長（浦野政衛君） 監査委員報告が終わりました。 

  ここで、質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もあろうかと思われますが、質疑を打ち切り、本件についてはそ

の審査を総務建設常任委員会に付託したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は総務建設常任委員会に付託することに決定いたしました。 

  総務建設常任委員会においては９月12日までに審査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第８号の上程、説明、監査委員報告、質疑、委員会付託 

○議長（浦野政衛君） 日程第14、認定第８号 平成29年度東吾妻町水道事業未処分利益剰

余金の処分及び決算認定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 認定第８号 平成29年度東吾妻町水道事業未処分利益剰余金の処分及

び決算認定について提案理由の説明を申し上げます。 

  収益的収入では、営業収益１億6,578万5,692円、営業外収益3,925万8,152円、特別収益

が24万9,547円で、水道事業収益が２億529万3,391円となります。 

  収益的支出では、営業費用１億6,080万3,874円、営業外費用3,046万4,335円、特別損失

はございませんでしたので、水道事業費用は１億9,126万8,209円でございます。 

  営業活動から生ずる未処分利益剰余金1,262万9,602円は、減債積立金へ積み立てをいた

します。 

  資本的収入では、負担金4,210万9,200円、補助金1,180万4,400円で、資本的収入は5,391
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万3,600円となります。 

  資本的支出では、建設改良費7,506万5,040円、企業債償還金7,749万4,103円で、資本的

支出は１億5,255万9,143円となり、不足する額9,864万5,543円は、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額156万4,770円、過年度分損益勘定留保資金８万1,548円、当年度

分損益勘定留保資金9,699万9,225円で補塡をいたしました。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただきご認定をくださ

いますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  上下水道課長。 

○上下水道課長（一場正貴君） お世話になります。 

  それでは、別冊の水道事業の決算書で説明させていただきます。 

  まず、７ページをごらんください。 

  平成29年度東吾妻町水道事業損益計算書ですが、これ以降につきましては税抜きで表示し

てあります。 

  右から２列目の１、営業収益の合計が１億5,389万6,726円、２、営業費用の合計が１億

5,874万7,879円となり、営業収益から営業費用を差し引いた営業利益が一番右の列の中ほ

どにありますが、マイナス485万1,153円となりました。営業外収益では3,927万3,243円、

営業外費用で2,204万2,035円で、こちらは差し引き1,723万1,208円の収益が出ております。 

  そのほかに経常利益1,238万55円、また特別収益24万9,547円ございましたので、一番下

から４行目、当年度の純利益としまして1,262万9,602円となりました。その他、未処分利

益剰余金が１億2,309万6,741円ありますので、当年度未処分利益剰余金といたしまして１

億3,572万6,343円となりました。 

  次に、８、９ページをごらんください。 

  剰余金計算書になります。先ほど説明しましたが、９ページ右から３列目の未処分利益剰

余金の欄で一番下の行、当年度末残高として１億3,572万6,343円となりました。 

  続きまして、８ページ一番右の列、資本剰余金、当年度末残高として324万8,957円とな

ります。その下の水道事業剰余金の処分計算書になりますが、未処分利益剰余金の当年度末

残高合計が１億3,572万6,343円、このうち当年度純利益1,262万9,602円を減債基金に積み

立て、剰余金処理後残高は１億2,309万6,741円となります。 

  次に、10、11ページの平成29年度東吾妻町水道事業貸借対照表をごらんください。 
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  10ページ最下段の資産合計ですが、固定資産、流動資産を合わせて24億4,600万2,794円

になります。 

  11ページに移りまして、負債の部の一番下、負債合計が13億8,377万5,151円、資本の部

の一番下から２行目、資本合計が10億6,222万7,643円となりました。資本の部一番下の負

債資本合計と10ページ、資産の部一番下の資産合計は24億4,600万2,794円で同額となりま

す。 

  続きまして、12ページの東吾妻町水道事業報告書をごらんください。 

  １、概要(1)総括の営業状況ですが、加入戸数は若干増加しておりますが、それ以上に休

止戸数がふえているため、給水戸数、給水人口ともに減少しています。配水量につきまして

は若干増加しておりますが、有収率は2.1％減少し79.5％でした。老朽管等からの漏水が増

加している可能性があります。今後とも老朽管の更新を計画的に進め、有収率向上に努めた

いと考えております。 

  建設改良につきましては、水道事業基本計画の策定等、ごらんのとおりですが、14ページ

に建設改良工事の内容が記載されておりますので、ごらんいただきたいと思います。 

  経理状況ですが、収益的収支では1,262万9,602円の利益が生じ、資本的収支では9,864万

5,543円の不足額となりました。 

  次に、給水収益の収納状況を掲載してありますが、収納率が98.44％となりました。未納

者に対しましては、引き続き未納者対策を講じていきたいと思います。 

  (2)の議会議決事項及び13ページの(3)行政官庁認可事項及び(4)職員に関する事項につき

ましては、ごらんのとおりでございます。 

  続きまして、14ページの工事ですが、先ほど申し上げました建設改良工事の内容ですので、

ごらんいただければと思います。 

  続きまして、15ページの３、業務、(1)の業務量でございます。 

  12ページの営業状況とほぼ同じですが、こちらは前年度との比較になっております。表の

下の供給単価が130円46銭、給水原価が143円86銭となっております。 

  16ページの(2)事業収入に関する事項及び(3)事業費に関する事項は、対前年度との比較

でございますので、ごらんいただければと思います。 

  17ページの４、会計ですが、ここには企業債の概要、補助金の概要、負担金の概要を記載

してあります。企業債の未償還額は７億5,340万1,644円となっております。補助金につい

ては一般会計より収益的収支において2,000万円を受け入れ、企業債償還金利息に充当いた



－71－ 

しました。また、資本的収支においては一般会計より1,180万4,400円を受け入れ、水道事

業基本計画策定委託費に充当いたしました。負担金につきましては、県より国道145号電線

共同溝事業に伴う布設がえ工事負担金及び上信道工事に伴う布設がえ工事負担金を中心に合

計4,688万9,520円を受け入れました。 

  18ページの水道事業キャッシュ・フロー計算書ですが、資金の流れを明記してあります。

最終的に年度末の現金預金は、現金及び預金同等物の期末残高のとおり8,598万6,597円に

なりました。 

  続きまして、19ページからの水道事業収益費用明細書をごらんください。税抜きで表示し

ております。 

  水道事業収益として１億9,341万9,516円となりますが、その明細を掲げてあります。 

  次の20ページから22ページまでは水道事業費用の明細でございます。費用合計は、20ペ

ージの一番上の欄にありますが、１億8,078万9,914円となります。この明細は７ページの

損益計算書にも連動しております。 

  続きまして、23ページの資本的収支明細書をごらんください。こちらは税込みの金額にな

っております。 

  資本的収入は5,391万3,600円、資本的支出は１億5,255万9,143円となりました。これは

４ページ、５ページの資本的収入及び支出に連動しております。資本的支出の企業債償還金

7,749万4,103円は元金部分です。 

  25ページから27ページに明細がございますので、ごらんいただければと思います。 

  最後となりますが、24ページには固定資産の明細書が、25ページ以降は先ほど申し上げ

ました企業債明細書が掲載してありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  ここで監査委員報告をお願いいたします。 

  田隆紀代表監査委員。 

（代表監査委員 田隆紀君 登壇） 

○代表監査委員（ 田隆紀君） それでは、平成29年度の東吾妻町の水道事業の決算審査の結

果について報告を申し上げます。 

  地方公営企業法第30条第２項の規定により、別冊決算書に基づいて会計書類、証書等と照

合等を行った結果、別冊決算書は関係法令に準拠しており、計数は正確であった。また、予
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算の執行についてはおおむね適正であると認められました。 

  ただし、水道事業については厳しい水道経営を迫られておりますので、新しい水道ビジョ

ンが策定をされております。平成30年度から約10年間、このビジョンに基づいて運営がさ

れるわけですので、健全な水道経営の運営に努めていただきたいということを申し添えてお

きます。 

  平成30年８月６日、東吾妻町監査委員、 田隆紀、同じく青柳はるみ。 

  以上です。 

○議長（浦野政衛君） 監査委員報告が終わりました。 

  ここで質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もあろうかと思われますが、質疑を打ち切り、本件についてはそ

の審査を総務建設常任委員会に付託したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件は総務建設常任委員会に付託することに決定いたしました。 

  総務建設常任委員会においては９月12日までに審査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎延会について 

○議長（浦野政衛君） お諮りいたします。本日の会議はこれをもって延会としたいと思いま

す。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎延会の宣告 
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○議長（浦野政衛君） したがって、本日はこれをもって延会することに決定いたしました。 

  なお、次の本会議はあす９月５日午前10時から会議を開きますから、ご出席をお願いいた

します。 

  本日はこれをもって延会いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

（午後 ３時４１分） 



平成30年９月５日(水曜日) 

（第 ２ 号） 
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 ────────────────────────────────────────────  

 

◎開議の宣告 

○議長（浦野政衛君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまより本日の会議を開きます。 

  なお、山田信行議員からは病気のため欠席届が提出されておりますので、申し添えます。 

  本日は傍聴の申し出があり、これを許可いたしました。 

  傍聴される方に申し上げますが、受け付けの際にお渡しした傍聴人心得をお守りの上、静

粛に傍聴されますよう、よろしくお願いいたします。また、傍聴席にございます議案等の傍

聴用資料は、お帰りの際には必ずお返しくださいますよう、あわせてお願い申し上げます。 

（午前１０時００分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議事日程の報告 

○議長（浦野政衛君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

  議事日程に従い、会議を進めてまいります。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第８号の上程、説明、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第１、議案第８号 東吾妻町役場の位置条例の一部を改正する条

例についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） おはようございます。 

  議案第８号 東吾妻町役場の位置条例の一部を改正する条例についての提案理由の説明を

申し上げます。 

  今回、改正をお願いする内容につきましては、現在、改修中の役場庁舎の移転に伴う所在
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地の改正でございます。 

  詳細は担当課長に説明させますので、ご審議の上、ご議決をくださいますようよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） おはようございます。よろしくお願いします。 

  今回の改正でございますが、町長が申しましたとおり、庁舎の移転に伴う住所の改正でご

ざいます。 

  現在、工事が予定どおり進んでおりまして、年内には庁舎は完成し、年末年始にかけて引

っ越し業務が終了する予定になっております。 

  では、新旧対照表をごらんいただきたいと思います。 

  現在の位置であります594番地の３、ここの住所でございますが、ここから新しい住所、

原町1046番地に変更するものでございます。 

  なお、この施行は31年１月１日からの施行になります。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第９号の上程、説明、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第２、議案第９号 東吾妻町職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 議案第９号 東吾妻町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

についての提案理由の説明を申し上げます。 

  今回、改正をお願いする内容については、期末手当、勤勉手当の基礎額を改正するもので

ございます。国に準じて基礎額に地域手当を加えるものであります。地域手当は、診療所に

勤務する医療職給料表の適用を受ける職員に支給するもので、対象者は診療所の医師１人で
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あります。 

  詳細は担当課長に説明させますので、ご審議の上、ご議決をくださいますようよろしくお

願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） よろしくお願いします。 

  今回の改正でございますが、先ほど町長が提案申し上げましたとおり、国に準じての改正

でございます。地域手当を加えるものでございますが、地域手当の支給対象となる職員につ

きましては、医療職を使っております診療所の医師１名でございます。 

  それでは、新旧対照表をごらんいただきたいと思います。 

  改正後の、19条第４項及び第５項のところで、これらに対する地域手当の月額を、という

ところが追加になる部分でございます。地域手当は１名、現在、支給しておりますが、給料

プラス管理職手当プラス扶養手当の額の合計の９％を、今、支給しております。 

  これが、期末手当と次の勤勉手当20条の、１枚はぐっていただきまして、２項と３項のと

ころで、ここにも地域手当の月額の合計ということで、地域手当の追加となります。 

  その他のところでは、多少、字句の修正がございますが、基本的には、期末、勤勉の基礎

額に地域手当を加えるものでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第１０号の上程、説明、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第３、議案第10号 東吾妻町地方活力向上地域における固定資産

税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 議案第10号 東吾妻町地方活力向上地域における固定資産税の課税の

特例に関する条例の一部を改正する条例について提案理由の説明を申し上げます。 
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  今回の改正は、地域再生法の改正に伴い条例改正の必要が生じたため行うものでございま

す。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただき、ご議決をくだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  税務課長。 

○税務課長（黒岩康茂君） お世話になります。 

  今回の改正は、先ほどの町長の提案理由の説明で申したとおり、上位法令である地域再生

法の改正に伴う一部改正で、本特例措置を２年間延長するものでございます。 

  それでは、改め文及び新旧対照表をごらんください。 

  第１条中、地方活力向上地域特定業務施設整備計画を、地方活力向上地域等特定業務施設

整備計画に改める。 

  第２条中、平成30年３月31日を、平成32年３月31日に改める。 

  第10条第６項第４号を、第10条第８項第５号に改める。 

  同法第42条の４第６項第４号を、同法第42条の４第８項第６号に改める。 

  同法第68条の９第６項第４号を、同法第68条の９第８項第５号に改めるでございますが、

これは地域再生法改正に伴う字句の整理及び項ずれ、号ずれでございます。 

  以上で説明とさせていただきます。よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第１１号の上程、説明、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第４、議案第11号 東吾妻町保育所の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 議案第11号 東吾妻町保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改
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正する条例について提案理由の説明を申し上げます。 

  この条例案は、現在、川戸地内にございます原町保育所を、大字原町地内に建設中の新保

育所に移転するためのものでございます。 

  名称は平仮名ではらまちとし、はらまち保育所、位置は原町5163番地といたします。 

  なお、条例の施行日は平成31年２月12日とさせていただきます。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただき、ご議決をくだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  教育課長。 

○教育課長（田中康夫君） お世話になります。 

  詳細について説明させていただきます。 

  この議案につきましては、現在、大字川戸地内にございます原町保育所を、はらまちこど

も園西隣に建設中の新保育所に移転するものでございます。 

  新旧対照表をごらんください。 

  名称につきましては、改正前では漢字表記で原町保育所でしたが、移転後は、平仮名のは

らまちとして、はらまち保育所とさせていただきます。これは、あづま保育所につきまして

も、また４月に開園した５つのこども園も平仮名の表記であり、新保育所につきましても地

区名については、平仮名表記とさせていただきたいと考えております。 

  位置は、川戸から原町5163番地となります。 

  また、条例の施行日、開園する日でございますが、現場の職員と協議を進め、園児への負

担、職員配置や給食調理の手順などの確認、また連休を利用した引っ越し等の条件を踏まえ

平成31年２月12日を考えております。 

  以上で説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第１２号、議案第１３号の一括上程、説明、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第５、議案第12号 東吾妻町体育施設設置及び管理に関する条例



－82－ 

の一部を改正する条例について、日程第６、議案第13号 東吾妻町体育施設使用料条例の一

部を改正する条例についての計２件を一括議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 議案第12号 東吾妻町体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例について、議案第13号 東吾妻町体育施設使用料条例の一部を改正する条例につ

いては、関連がありますので、一括して提案理由の説明を申し上げます。 

  今回、提案させていただくこの２つの議案は、大字岩下地内にあります岩島スポーツ広場

を廃止し、設置管理条例と使用料条例から削除するものであります。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただき、ご議決をくだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  教育課長。 

○教育課長（田中康夫君） 議案第12号 東吾妻町体育施設設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例につきまして、新旧対照表をごらんください。 

  岩島スポーツ広場を体育施設から削除する改正でございます。 

  続きまして、議案第13号 東吾妻町体育施設使用料条例の一部を改正する条例につきまし

ても、新旧対照表をごらんください。 

  議案第12号の一部改正に伴いまして、別表から岩島スポーツ広場の項目を削除する改正で

ございます。今回、廃止を提案します岩島スポーツ広場は旧岩島中学校の体育施設でござい

ます。平成27年の中学校統合後は、スポーツ広場として地域の方々にご使用いただいており

ました。ただし、使用実態は団体、人数とも少なく、特に平成29年度と今年度は現在まで体

育施設としての利用実績はございません。町としても財産の整理、集約化を図り、有効活用

を図ってまいりますので、ご理解をお願いいたします。 

  以上で説明とさせていただきます。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  
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◎議案第１号の上程、説明、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第７、議案第１号 平成30年度東吾妻町一般会計補正予算（第３

号）を議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 議案第１号 平成30年度東吾妻町一般会計補正予算（第３号）につい

て提案理由の説明を申し上げます。 

  今回、補正をお願いする額は、歳入歳出ともに1,488万2,000円を追加し、歳入歳出予算

の総額を82億6,235万3,000円とするものでございます。 

  今回の補正につきまして、歳入は平成29年度決算額の確定に伴う前年度繰越金の増、国・

県支出金の増、繰入金の減等が主な内容でございます。 

  歳出は各種事業の追加及び変更等の予算が計上されておりますが、詳細につきましては、

それぞれの担当課長より説明させますので、ご審議の上、ご議決をくださいますようよろし

くお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  企画課長。 

○企画課長（水出智明君） お世話になります。 

  それでは、補正予算書及び説明書の１ページをお願いいたします。 

  一般会計補正予算（第３号）でございます。第１条でございますが、今回補正をお願いす

る額は、歳入歳出それぞれ1,488万2,000円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ82億6,235万

3,000円とするものでございます。 

  第２条は、地方債の補正でございます。 

  次に、詳細についてご説明を申し上げます。 

  ４ページをお願いいたします。 

  第２表につきまして、地方債補正でございます。地方債の変更になります。臨時財政対策

債の確定に伴いまして、左側の補正前の限度額２億6,000万円から右側の補正後の限度額２

億6,780万円に変更するお願いでございます。 

  続きまして、事項別明細書により歳入の説明をさせていただきます。 
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  ６ページをお願いいたします。 

  14款２項１目総務費国庫補助金でございますが、個人番号カード等に名字の旧姓情報、こ

れを入れるためのシステム改修の補助金ということで280万8,000円を追加するものでござ

います。 

  次に、14款３項２目民生費委託金でございますが、基礎年金事務委託金として27万円の

追加でございます。 

  15款２項６目教育費県補助金でございます。人権教育指導者養成講座委託金として７万

8,000円の追加でございます。 

  次に、16款１項２目利子及び配当金ですが、６月の全協におきましてご説明をいたしまし

たが、基金の債券運用についての運用益ということで、110万円の追加でございます。 

  次に、18款１項２目財政調整基金繰入金でございますが、繰越金の確定に伴いまして１億

1,039万6,000円の減額でございます。 

  ９目土地開発基金繰入金については、庁舎建設事業に伴う土地購入費分1,845万6,000円

を追加するものでございます。 

  18款２項１目地域開発事業特別会計繰入金ですが、桔梗館の浴槽改修工事、これに伴いま

して800万円を追加するものでございます。 

  19款の繰越金でございますが、9,321万7,000円の追加です。決算額の確定に伴いまして、

前年度繰越金及び繰越明許費繰越金を追加するものでございます。 

  20款１項６目のダム関連事業雑入でございますが、大柏木地域振興施設整備事業、この事

業を行わないということで630万円の減額でございます。 

  ７目の雑入につきましては、魅力あるコミュニティ助成事業の確定によります15万1,000

円の減額となります。 

  21款の町債についてでございます。臨時財政対策債確定によります780万円の追加となり

ます。 

  歳入につきましては、以上ですが、歳出につきましては、各担当課長より説明をさせてい

ただきますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 続きまして、８ページからの歳出を説明させていただきます。 

  ２款１項２目行政振興費44万9,000円の追加のお願いでございます。これにつきましては、

住民センター等の建物や駐車場の整備に要する機械借上料と原材料支給の追加でございます。 
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  また、先ほど歳入にもございましたが、魅力あるコミュニティ助成金事業の額が確定しま

したことに伴います減額15万1,000円でございます。よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 企画課長。 

○企画課長（水出智明君） 続きまして、３目の財政管理費でございますが、財務会計システ

ムを扱っている業者がかわるということで、その移行費として162万円の追加でございます。

よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 会計課長。 

○会計課長（三枝 仁君） 続きまして、４目の会計管理費ですが、12万2,000円の追加のお

願いでございます。決算関係等の出納業務に係る時間外勤務手当でございます。よろしくお

願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 続きまして、５目の財産管理費でございます。その他財産管理事

業は普通財産になりました小万沢スポーツ広場の測量業務等の委託料216万円の追加でござ

います。 

  また、庁舎建設事業につきましては、時間外勤務手当の追加と土地開発基金から新庁舎用

の駐車場用地の購入費用でございます。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 企画課長。 

○企画課長（水出智明君） 続きまして、８目の財政調整基金費でございます。歳入のところ

でご説明をいたしましたが、基金運用に伴う増加分の積み立て110万円の追加でございます。 

  続きまして、10目の運輸対策費、鉄道対策としまして、原町駅の駐輪場に照明があるんで

すが、その照明が壊れてしまいまして、その修繕ということで13万円の追加でございます。

お願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 11目支所費でございます。13万5,000円の繰出金の追加というこ

とですが、きのう決算のところでも申し上げましたように発電事業で前年度歳入がたくさん

ありまして、基金に積み立てることができませんでした。そのための特別会計への13万

5,000円の繰出金の追加でございます。よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 企画課長。 

○企画課長（水出智明君） 続いて、14目電算業務費でございます。このところの猛暑が続い
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たということでサーバー室のエアコンが故障をしてしまいまして、その購入費ということで

47万6,000円の追加でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 地域政策課長。 

○地域政策課長（浅見梅雄君） お世話になります。 

  ９ページをお願いいたします。 

  ２款１項17目地域活性化対策費224万円の追加のお願いでございます。これは吾妻渓谷活

性化事業といたしまして、ＪＲ吾妻線の廃線敷を活用した自転車型トロッコの運行を予定し

ているところでございますが、これにかかわる管理運営や保線業務、地域の情報発信等の業

務を職員と一緒になって携わっていただく地域おこし協力隊員を10月１日より１名採用した

いと考えております。この地域おこし協力隊員にかかわる賃金や活動費等の所要額の追加の

お願いでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） お世話さまになります。 

  それでは続きまして、３項１目戸籍住民基本台帳費委託料でございますが、歳入でも説明

をいただきましたように、280万8,000円の増額でございます。個人番号カード等、記載事

項充実に伴う住基システム改修業務委託でございます。女性が活躍できる社会づくりに資す

るよう住民基本台帳システムを改修するもので、個人カード、通知カード、住民票の写し、

閲覧台帳、住基ネットの本人確認等に旧姓情報を記載できるよう、機能の追加を行うもので

ございます。財源につきましては、100％の国庫補助金となります。 

  以上でございます。 

○議長（浦野政衛君） 総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 続きまして、６項１目監査委員費でございます。監査委員費につ

きましては、決算監査等、事務量の増加に伴います時間外勤務手当の追加４万5,000円でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 建設課長。 

○建設課長（桑原正明君） お世話になります。 

  10ページをお開きいただきたいと思います。 

  ７項１目ダム対策総務費でございます。600万円の減額のお願いでございます。内訳とし

ましては、大柏木地区に予定しておりました地域振興施設、大柏木骨材プラントヤード跡地

の町への処分がおくれることが判明したため減額するものでございます。なお、減額する基
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金事業費につきましては、ＪＲ廃線敷利用に活用してもよいという下流都県のご理解もいた

だいておりますので、今後、そちら側で追加のほうが出てこようかと思いますのでよろしく

お願いします。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 地域政策課長。 

○地域政策課長（浅見梅雄君） 続きまして、２款総務費８項事業費４目桔梗館管理費821万

1,000円の追加のお願いでございます。桔梗館は、建設以来31年が経過しております。これ

まで、経年劣化等による損傷につきましては、その都度、補修を行ってきているところです

が、このたびの案件は浴室の壁に浮いてきているところなどが目視で確認できるようになり

ました。そのため、昨年、建物の打音調査を含む劣化調査を行ってきたところです。その結

果、浴室の壁、モルタルの一部が浮いている部分があり、落下のおそれがあることや、水切

り板や、はりの腐食などで傷みが激しく、早急な対応が必要との結果でした。 

  平成30年２月13日には、県内の同様の施設で浴室の天井のステンレス製構造物が落下し、

お客様がけがを負った事故が発生しております。 

  こうしたことからも、桔梗館で同様の事故を防ぐため、浴室の壁や、はりの補修工事費

780万円と、設計監理費41万1,000円の追加のお願いでございます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（浦野政衛君） 町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） それでは、款が変わりまして民生費社会福祉費の中の国民年金費

でございます。委託料54万円の増額でございます。法改正に伴い、国民年金第１号被保険者

の産前産後の保険料免除対応を行うため、受付処理簿のシステム改修並びに届け書の電子媒

体化及び統一様式を追加する改修でございます。 

  以上でございます。 

○議長（浦野政衛君） 教育課長。 

○教育課長（田中康夫君） 続きまして、２項児童福祉費２目保育所費は355万4,000円の追

加のお願いでございます。13節委託料は、給食調理員のノロウイルス検査の委託料になりま

す。11月から３月にかけて検査を実施いたします。14節使用料及び賃借料は、はらまちこ

ども園の隣に建設中の新保育所の職員駐車場用地を現在検討中ですが、借地料を計上させて

いただいております。15節工事請負費は、その駐車場用地が確保できれば整備に要する費用

を計上させていただきました。 



－88－ 

  ３款民生費については以上でございます。 

○議長（浦野政衛君） 町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） それでは、４款１項１目保健衛生費の拠出金でございます。931

万2,000円の減額でございます。当初予算では、国民健康保険特別会計施設勘定の部分なん

ですが、平成29年度の繰越金が確定していなかったため、100万円を計上しておりました。

５月末で確定となりましたので、確定額1,031万2,000円との差額分931万2,000円を減額い

たします。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（一場正貴君） お世話になります。 

  ３項１目の簡易水道費ですが、簡易水道特別会計への繰出金98万3,000円の減額でござい

ます。なお、この内容につきましては、簡易水道特別会計補正予算のほうで説明させていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 農林課長。 

○農林課長（飯塚順一君） お世話になります。 

  ６款１項７目の地籍調査費でございます。19万円の追加のお願いでございます。３節職員

手当等で時間外勤務手当の追加でございます。 

  続いて、６款２項１目の林業振興費では、有害鳥獣捕獲事業の狩猟免許取得支援事業補助

金19万5,000円の追加でございます。 

  続きまして、地域おこし協力隊事業の157万1,000円の追加のお願いでございます。当初、

１名の予定でございましたけれども、面接の結果２名の採用となりましたことから、４節共

済費から７節賃金の追加でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 地域政策課長。 

○地域政策課長（浅見梅雄君） 続きまして、７款１項１目商工総務費72万円の追加のお願い

でございます。これは、イベント等の開催準備など観光関連業務にかかわる時間外勤務手当

に不足が生じるため72万円の追加のお願いでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 建設課長。 

○建設課長（桑原正明君） 12ページをごらんいただきたいと思います。 

  ８款１項２目道路維持費250万円の追加のお願いでございます。上下水道課が実施します

上水道管の布設かえに伴う舗装復旧費の建設課負担分でございます。場所につきましては、
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植栗双葉地内、町道1426号線でございます。 

  続きまして、２項１目都市計画総務費22万5,000円の追加のお願いでございます。印刷製

本費の不足が予測されることから追加をお願いするものでございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（浦野政衛君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（一場正貴君） お世話になります。 

  ２目の下水道費ですが、下水道事業特別会計への繰出金2,191万円の減額でございます。

これにつきましては、下水道事業特別会計補正予算のほうで説明させていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） ９款消防費でございます。６月の郡のポンプ操法大会のときには、

議員の皆様には、来場して応援をしていただき大変ありがとうございました。結果は、残念

ながら県大会は出場なりませんでした。そのため、県大会のポンプ操法大会の予算は全て減

額ということで計上しております。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 教育課長。 

○教育課長（田中康夫君） 同じく、12ページ、10款教育費１項教育総務費６目外国青年招

致事業費は、326万8,000円の追加のお願いでございます。本町では、本年度、外国語活動

及び教科としての英語の指導、支援の充実を図るため、ＡＬＴ外国語指導助手ですが、３名

から４名態勢といたしました。また、４名中３名が新たに当町に着任したため、それに伴う

費用も含まれております。 

  続きまして、13ページ、２項小学校費３目小学校施設整備費289万円の追加のお願いでご

ざいます。13節委託料216万円は、坂上小学校の空調設備の設計業務委託料でございます。

この夏の猛暑により、来年に向けて、国でも公立学校のエアコン設置のための補助金を進め

るとの報道がされております。当町も早めに空調設備の設計を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

  15節工事請負費73万円の追加は、議案第14号に関連しておりますが、東小学校空調設備

工事の労務単価上昇に伴うものでございます。 

  次に、５項社会教育費１目社会教育総務費は、14万5,000円の追加のお願いでございます。

人権教育指導者研修会の実施に関するものでございます。県から補助金を受けて実施するも

のです。今年度、20時間を予定しております。 



－90－ 

  ２目公民館費は、102万3,000円の追加のお願いでございます。中央公民館の階段手すり

の設置及びエアコンの入れかえ工事に伴うものでございます。 

  ３目文化財保護費は、８万5,000円の追加でございます。これは岩島麻保存会が創立40周

年を迎えます。式典に要する費用の一部を補助するためのものでございます。 

  続いて、14ページになります。 

  ６項保健体育費１目保健体育総務費では35万円の追加のお願いでございます。これは杉並

区交流自治体中学生野球交流に参加するための費用でございます。一昨年、初めて当町の中

学生が参加いたしましたが、本年も10月に杉並区で開催され、台湾のチームも参加する予定

です。 

  教育費については以上です。よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第２号の上程、説明、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第８、議案第２号 平成30年度東吾妻町国民健康保険特別会計補

正予算（第２号）を議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 議案第２号 平成30年度東吾妻町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）について提案理由の説明を申し上げます。 

  今回、補正をお願いする額につきまして、まず、事業勘定からご説明申し上げます。歳入

歳出それぞれ6,426万5,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を19億6,695万円とするもので

ございます。 

  続きまして、施設勘定の補正でございますが、歳入中、繰入金931万2,000円を繰越金へ

科目変更するもので総額の変更はございません。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただき、ご議決をくだ

さいますようよろしくお願いいたします。 
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○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） それでは、国民健康保険特別会計事業勘定からの説明をさせてい

ただきます。 

  歳入からご説明を申し上げます。 

  めくっていただきまして、４ページをごらんください。 

  ５款１項１目保険給付費等交付金、県支出金でございますが、委託料27万円の増額でござ

います。 

  続きまして、８款１項１目前年度繰越金6,399万5,000円を確定いたしました。 

  ５ページになりますが、歳出でございます。 

  １款１項１目一般管理費、その他委託料としまして27万円の増額ということでございます。

国民健康保険制度における保険者の都道府県化に伴う、療給・調交システム改修のための委

託料を増額いたします。10分の10が特別調整交付金措置される予定でございます。 

  ６款１項１目基金積立金でございますが、6,070万7,000円の増額でございます。繰越金

額のうち、基金に積み立てる金額の増額となります。 

  ７款１項３目償還金でございます。償還金及び償還金の加算金ということでございますが、

328万8,000円の増額となりました。平成29年度国保療養給付特定健診保健指導退職者医療

交付金の各返還金の合計が2,328万7,663円となりました。当初予算2,000万円との差額328

万8,000円を増額いたします。また、前年度繰越金から償還金を引いた金額が積立金になり

ます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

  すみません。施設勘定がございました。申しわけありませんでした。 

  続きまして、施設勘定を続けてご説明申し上げます。 

  ６ページをお願いいたします。 

  歳入からとなりますが、５款１項１目一般会計繰入金でございます。931万2,000円の減

額でございます。当初予算では、国民健康保険特別会計施設勘定平成29年度繰越金が決定し

ていなかったため、100万円を計上しましたが、５月末で確定となりまして確定額1,031万

2,000円との差額分931万2,000円を減額いたします。 

  続きまして、繰越金でございます。前年度繰越金931万2,000円を確定いたしました。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第３号の上程、説明、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第９、議案第３号 平成30年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）を議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 議案第３号 平成30年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）について提案理由の説明を申し上げます。 

  歳入中、雑入97万2,000円を国庫補助金へ科目変更するもので総額の変更はございません。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただき、ご議決をくだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  町民課長。 

○町民課長（片貝将美君） それでは、後期高齢者医療特別会計の補正の説明をさせていただ

きます。 

  ページをめくっていただきまして、２ページ、３ページをごらんください。 

  歳入からとなります。 

  ３款１項１目雑入が97万2,000円の減額でございます。 

  次いで、５款１項１目後期高齢者医療制度円滑運営事業費補助金という名称を立てました。

１節の中に、先ほどの97万2,000円を増額いたします。保険料の軽減特例に伴うシステム改

修のため、国からの補助金が入る予定で、当初予算につきましては、先ほど申し上げました

とおり、雑入として組み入れておりました。このたび、県国保援護課のほうから新しく款項

目を改めて作成し、入金するよう指導があったため科目更正を行うものでございます。 

  したがいまして、総額の異動はございません。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 
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○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第４号の上程、説明、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第10、議案第４号 平成30年度東吾妻町介護保険特別会計補正

予算（第２号）を議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 議案第４号 平成30年度東吾妻町介護保険特別会計補正予算（第２号）

について提案理由の説明を申し上げます。 

  今回の補正は、平成29年度分、国庫支出金及び支払基金交付金の精算と、前年度繰越金の

確定に伴うものが主なもので、3,589万8,000円を追加し、歳入歳出それぞれ17億975万

5,000円とするものでございます。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただき、ご議決をくだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  保健福祉課長。 

○保健福祉課長（橋爪克敏君） それでは、事項別明細書の４ページをお願いいたします。 

  歳入ですが、４款支払基金交付金１項１目の介護給付費交付金639万2,000円の追加でご

ざいます。平成29年度介護給付費交付金の精算に伴う交付金でございます。 

  続きまして、９款の繰越金ですが、前年度決算により確定いたしましたので、2,950万

6,000円を追加するものでございます。 

  続きまして、歳出をお願いいたします。２款保険給付費１項１目居宅介護サービス給付費

536万8,000円の追加のお願いでございます。 

  続きまして、５款諸支出金１項２目償還金ですが、3,053万円のお願いでございます。こ

れは、前年度分の介護給付費等の精算によりまして、国庫と支払基金への返還金が確定しま

したので、その額をお願いするものでございます。 
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  以上で説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第５号の上程、説明、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第11、議案第５号 平成30年度東吾妻町地域開発事業特別会計

補正予算（第１号）を議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 議案第５号 平成30年度東吾妻町地域開発事業特別会計補正予算（第

１号）について提案理由の説明を申し上げます。 

  今回補正をお願いする額は、歳入歳出ともに955万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ7,036万7,000円とするものでございます。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただき、ご議決をくだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  総務課長。 

○総務課長（茂木 聡君） 事項別４ページで説明させていただきます。 

  中身が２段構えになっておりますので、その都度、歳出と歳入が行ったり来たりしますの

でよろしくお願いします。 

  きのうの決算の中で、積立金が不足しましたということで補正をお願いしますというふう

にお話しをした部分です。 

  繰入金13万5,000円と繰越金142万1,000円、これを財源として、支出の地域開発基金積立

金155万6,000円を積み立てます。これで、去年からの積み残しの歳入部分がクリアできま

して、約840万円の積立金が存在することになります。この840万円から歳入、地域開発基

金繰入金800万円を繰り入れます。繰り入れた800万円を歳出で一般会計へ800万円繰り出し

ます。この800万円につきましては、先ほど一般会計でご説明させていただきましたが、桔
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梗館の補修工事に充てる経費になります。 

  以上ですが、よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第６号の上程、説明、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第12、議案第６号 平成30年度東吾妻町下水道事業特別会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 議案第６号 平成30年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算（第１

号）について提案理由の説明を申し上げます。 

  今回、補正をお願いするものは、平成29年度決算により繰越金の額が確定したことによる

補正でございます。歳入の繰入金を2,191万円を減額し、繰越金を2,191万円追加するもの

でございます。歳入歳出予算の総額は５億3,282万1,000円で変更はございません。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただき、ご議決をくだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  上下水道課長。 

○上下水道課長（一場正貴君） それでは、２ページの２歳入をごらんください。 

  ５款１項１目の繰入金でございますが、2,191万円の減額でございます。これは、29年度

決算により繰越金の額が確定したことによる減額でございます。 

  続きまして、６款１項１目の繰越金でございますが、同じく、繰越金の額が確定したこと

により前年度繰越金を2,191万円追加するものでございます。 

  以上ですが、よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 



－96－ 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第７号の上程、説明、議案調査 

○議長（浦野政衛君） 日程第13、議案第７号 平成30年度東吾妻町簡易水道特別会計補正

予算（第１号）を議題といたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 議案第７号 平成30年度東吾妻町簡易水道特別会計補正予算（第１号）

について提案理由の説明を申し上げます。 

  今回、補正をお願いするものは、平成29年度決算により、繰越金の額が確定したことによ

る補正でございます。歳入の繰入金を98万3,000円減額し、繰越金を98万3,000円追加する

ものでございます。歳入歳出予算の総額は7,941万4,000円で変更はございません。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただき、ご議決をくだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  上下水道課長。 

○上下水道課長（一場正貴君） それでは、２ページの２歳入をごらんください。 

  ３款１項１目の繰入金でございますが、98万3,000円の減額でございます。これは、29年

度決算により、繰越金の額が確定したことによる減額でございます。 

  続きまして、４款１項１目の繰越金でございますが、同じく、繰越金の額が確定したこと

により、前年度繰越金を98万3,000円追加するものでございます。 

  以上ですが、よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第１４号の上程、説明、議案調査 
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○議長（浦野政衛君） 日程第14、議案第14号 工事請負契約の変更締結についてを議題と

いたします。 

  提案理由の説明を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 議案第14号 工事請負契約の変更締結についての提案理由の説明を申

し上げます。 

  本年４月27日より工事を進めてまいりました東小学校空調設備設置工事につきましては、

工事請負金額に変更が生じました。当初契約金額4,860万円を182万5,200円増額いたしまし

て5,042万5,200円に変更をお願いするものでございます。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、ご審議をいただき、ご議決をくだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、担当課長の説明を願います。 

  教育課長。 

○教育課長（田中康夫君） 工事請負契約の変更締結、東小学校空調設備設置工事について詳

細を説明させていただきます。 

  この工事は、４月27日に条件つき一般競争入札を執行し、工事を進めてまいりました。当

初は、予定価格が5,000万円未満ということで議会の議決は必要ありませんでしたが、設計

以降に労務単価の改定がございました。技能労働者の処遇改善を図る観点等のことから、こ

の労務単価改定につきましては、国・県から適切な運用を求められております。今回の契約

の変更締結は、これを踏まえた増額変更とさせていただきます。 

  添付の工事の概要図面をごらんください。 

  それぞれ１階、２階、３階、それと別棟の木工室の図面があり、合計で19台となっており

ます。 

  また、参考までに工期が７月13日から９月28日に変更となりましたのは、キュービクル

内のトランス及びコンデンサーのＰＣＢ混入検査と、検査結果を受けてからの処分にある程

度、時間を要すると判断し変更といたしました。 

  なお、この猛暑に対応するため電力供給が可能になった段階で運転を始めております。 

  説明は以上です。よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 
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  本件を議案調査といたします。９月12日までに調査が終了するようお願いいたします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎散会の宣告 

○議長（浦野政衛君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  議員各位に申し上げます。本定例会に提案されました議案につきましては、時間を有効に

活用し、十分調査されますようお願いいたします。 

  なお、次の本会議は９月13日午前10時から会議を開きますから、ご出席をお願いいたし

ます。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

（午前１０時５９分） 



平成30年９月13日(木曜日) 

（第 ３ 号） 
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平成３０年東吾妻町議会第３回定例会 

 

議 事 日 程（第３号） 

 

平成３０年９月１３日（木）午前１０時開議 

第 １ 認定第 １号 平成２９年度東吾妻町一般会計歳入歳出決算認定について 

第 ２ 認定第 ２号 平成２９年度東吾妻町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい 

           て 

第 ３ 認定第 ３号 平成２９年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて 

第 ４ 認定第 ４号 平成２９年度東吾妻町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

第 ５ 認定第 ５号 平成２９年度東吾妻町地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

           て 

第 ６ 認定第 ６号 平成２９年度東吾妻町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

第 ７ 認定第 ７号 平成２９年度東吾妻町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について 

第 ８ 認定第 ８号 平成２９年度東吾妻町水道事業未処分利益剰余金の処分及び決算認定 

           について 

第 ９ 議案第 ８号 東吾妻町役場の位置条例の一部を改正する条例について 

第１０ 議案第 ９号 東吾妻町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

第１１ 議案第１０号 東吾妻町地方活力向上地域における固定資産税の課税の特例に関する 

           条例の一部を改正する条例について 

第１２ 議案第１１号 東吾妻町保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に 

           ついて 

第１３ 議案第１２号 東吾妻町体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に 

           ついて 

第１４ 議案第１３号 東吾妻町体育施設使用料条例の一部を改正する条例について 

第１５ 議案第 １号 平成３０年度東吾妻町一般会計補正予算（第３号） 
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第１９ 議案第 ５号 平成３０年度東吾妻町地域開発事業特別会計補正予算（第１号） 

第２０ 議案第 ６号 平成３０年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

第２１ 議案第 ７号 平成３０年度東吾妻町簡易水道特別会計補正予算（第１号） 

第２２ 議案第１４号 工事請負契約の変更締結について 

第２３ 発委第 １号 意見書の提出について（ゴルフ場利用税の堅持を求める意見書） 

第２４ 発委第 ２号 意見書の提出について（群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院 

           の早期承認を求める意見書） 

第２５ 議員の派遣について 

第２６ 委員会報告について 

第２７ 閉会中の継続審査（調査）事件について 

第２８ 町政一般質問 
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 ────────────────────────────────────────────  

 

◎開議の宣告 

○議長（浦野政衛君） 皆様、おはようございます。 

  ただいまより本日の会議を開きます。 

  なお、山田信行議員から病気のため欠席届が提出されておりますので、申し添えます。 

  本日は傍聴の申し出があり、これを許可いたしました。 

  傍聴される方に申し上げますが、受け付けの際にお渡しした傍聴人心得をお守りの上、静

粛に傍聴されますよう、よろしくお願いいたします。また、傍聴席にございます議案等の傍

聴用資料は、お帰りの際には必ずお返しくださいますよう、あわせてお願いを申し上げます。 

（午前１０時００分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議事日程の報告 

○議長（浦野政衛君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

  議事日程に従い、会議を進めてまいります。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第１号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第１、認定第１号 平成29年度東吾妻町一般会計歳入歳出決算認

定についてを議題といたします。 

  本件については、去る９月４日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 
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（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを認定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立多数） 

○議長（浦野政衛君） そのままでお待ちください。 

  ２番から11番、13番から14番。 

  起立多数。 

  したがって、本件は認定することに決定いたしました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第２号の委員長報告、質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第２、認定第２号 平成29年度東吾妻町国民健康保険特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。 

  本件については、去る９月４日、文教厚生常任委員会にその審査を付託してありますので、

審査結果の報告を願います。 

  文教厚生常任委員長。 

（文教厚生常任委員長 小林光一君 登壇） 

○文教厚生常任委員長（小林光一君） それでは、去る９月４日、文教厚生常任委員会に審査

を付託されました認定第２号 平成29年度東吾妻町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

についてご報告申し上げます。 

  ９月７日開催の委員会において、町民課長出席のもと、審査を行いました。 

  まず、国民健康保険事業勘定ですが、平成29年度の決算は歳入総額20億8,008万4,527円、

歳出総額は19億9,430万3,732円で、実質収支額は8,578万795円となりました。加入世帯数

は2,256戸、加入率39.9％、被保険者数は3,715人、加入率26.38％で、前年度に比べて、被

保険者数は292人の減少となりました。また、国保税の収納状況は、現年度分に限定します

と３億2,859万2,866万円で、前年度に比べて2,505万円ほど減少となりました。全体の収納

率は87.20％であります。また、歳出では、医療費が前年度に比べて率で7.2％、金額で

9,683万円ほど減少となりました。また基金は、決算年度末現在8,076万4,762円であります。
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事業勘定においては、監査委員の指摘にもありましたように、引き続き保険税の滞納額の縮

減を初め、より一層の国保財政の健全な運営に努めるよう要請をいたしました。 

  次に、施設勘定についてご報告いたします。 

  歳入総額１億707万4,126円、歳出総額9,676万1,826円で、実質収支額は1,031万2,300円

となりました。診療収入は6,936万9,538円で、前年度に比べ375万円ほど減少しました。施

設勘定においては、今後も町民の健康維持と地域に密着した医療活動を進めていくとともに、

保健、福祉、医療の連携強化、そして診療所の経営改善にも努めていくよう要請いたしまし

た。 

  以上、国民健康保険特別会計事業勘定、施設勘定について、文教厚生常任委員会では全会

一致で認定すべきものと決しましたので、本会議におかれましてもよろしくお取り計らいく

ださいますようお願い申し上げます。 

  以上です。 

○議長（浦野政衛君） 報告が終わりました。 

  委員長に対する質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件に対する委員長の報告は認定です。委員長報告のとおりこれを決

定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は委員長報告のとおり認定することに決定いたしました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  
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◎認定第３号の委員長報告、質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第３、認定第３号 平成29年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

  本件については、去る９月４日、文教厚生常任委員会にその審査を付託してありますので、

審査結果の報告を願います。 

  文教厚生常任委員長。 

（文教厚生常任委員長 小林光一君 登壇） 

○文教厚生常任委員長（小林光一君） それでは、去る９月４日、文教厚生常任委員会に審査

を付託されました認定第３号 平成29年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について申し上げます。 

  ９月７日開催の委員会において、町民課長出席のもと、審査を行いました。 

  平成29年度の決算は、歳入総額２億66万9,692円、歳出総額１億9,872万2,804円で、実質

収支額は194万6,888円となりました。 

  保険料の収入済額は１億3,002万2,700円で、収入未済額は16万6,300円でした。 

  後期高齢者は広域連合が運営主体となり、町では各種の届け出、被保険者証の交付などの

窓口業務、また保険料の徴収を行っています。被保険者は、29年度末3,006人で、前年度に

比べて１人の減少でありました。なお、委員会としては、今後も適正な事業執行に努めるよ

う要請いたしました。 

  以上、後期高齢者医療特別会計について、文教厚生常任委員会では全会一致で認定すべき

ものと決しましたので、本会議におかれましてもよろしくお取り計らいくださいますようお

願い申し上げます。 

  以上です。 

○議長（浦野政衛君） 報告が終わりました。 

  委員長に対する質疑を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 
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（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件に対する委員長の報告は認定です。委員長報告のとおりこれを決

定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は委員長報告のとおり認定することに決定いたしました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第４号の委員長報告、質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第４、認定第４号 平成29年度東吾妻町介護保険特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。 

  本件については、去る９月４日、文教厚生常任委員会にその審査を付託してありますので、

審査結果の報告を願います。 

  文教厚生常任委員長。 

（文教厚生常任委員長 小林光一君 登壇） 

○文教厚生常任委員長（小林光一君） それでは、去る９月４日、文教厚生常任委員会に審査

を付託されました認定第４号 平成29年度東吾妻町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いてご報告申し上げます。 

  ９月７日開催の委員会において、保健福祉課長出席のもと、審査を行いました。平成29年

度の決算は、歳入総額16億3,385万8,622円、歳出総額16億335万3,376円、実質収支額3,050

万5,246円であります。 

  介護保険給付費準備基金は2,528万3,170円の基金積み立てを行い、決算年度末現在高

8,647万5,662円となりました。歳出の保険給付額は、前年度比3.5％増の14億9,525万6,893

円で、要支援を含めて介護認定を受けている方の84.8％が、何らかの介護サービスを利用

しております。また、認定者数、利用者数、介護給付費ともに増加しているとのことであり

ます。また、収入未済額が、無年金者などの普通徴収の51人で160万3,600円、これは現年

度分ですけれども、滞納があり、監査委員の指摘にもありましたように、滞納者縮減に努め

るよう要望いたしました。 
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  以上、介護保険特別会計において、文教厚生常任委員会では、全会一致で認定すべきもの

と決しましたので、本会議におかれましてもよろしくお取り計らいくださいますようお願い

申し上げます。 

  以上です。 

○議長（浦野政衛君） 報告が終わりました。 

  委員長に対する質疑を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件に対する委員長の報告は認定です。委員長の報告のとおりこれを

決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は委員長報告のとおり認定することに決定いたしました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第５号の委員長報告、質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第５、認定第５号 平成29年度東吾妻町地域開発事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。 

  本件については、去る９月４日、総務建設常任委員会にその審査を付託してありますので、

審査結果の報告を願います。 

  総務建設常任委員長。 

（総務建設常任委員長 樹下啓示君 登壇） 

○総務建設常任委員長（樹下啓示君） それでは、報告をさせていただきます。 
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  認定第５号 地域開発事業特別会計決算についてを報告させていただきます。 

  去る９月４日、本会議において審査を付託されました、平成29年度地域開発事業特別会計

決算について、９月６日、総務課長の出席を求め、監査委員の指摘を踏まえ審査をいたしま

した。 

  歳入総額7,127万6,659円、歳出総額6,985万2,461円となり、実質収支は142万4,198円と

なりました。 

  まず、ケーブルテレビ事業につきましては、今後の運営を含め、あり方を検討すべく意見

が多く出されました。また、住宅団地につきましては、舞台団地２区画、田野原団地２区画、

岡崎団地の７区画の計11区画の未販売区画の動きがないとの説明を受け、引き続き販売努力

を求めましたが、値引き等にも限界があることなどから、団地内の意向を調査し、後のトラ

ブル等の起きないような形で共同利用等の契約などを求めました。特に問題となっている以

上のことを要請し、当委員会としては、全会一致で認定すべきものと決しましたので、本会

議においても同様の判断をいただきますようお願い申し上げ、報告といたします。 

○議長（浦野政衛君） 報告が終わりました。 

  委員長に対する質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件に対する委員長の報告は認定です。委員長報告のとおりこれを決

定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は委員長報告のとおり認定することに決定いたしました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  
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◎認定第６号の委員長報告、質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第６、認定第６号 平成29年度東吾妻町下水道事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。 

  本件については、去る９月４日、総務建設常任委員会にその審査を付託してありますので、

審査結果の報告を願います。 

  総務建設常任委員長。 

（総務建設常任委員長 樹下啓示君 登壇） 

○総務建設常任委員長（樹下啓示君） それでは、認定第６号について説明申し上げます。 

  ９月４日、本会議において、その審査を総務建設常任委員会に付託されました平成29年度

東吾妻町下水道事業特別会計決算について報告をいたします。 

  歳入総額４億9,334万2,280円、歳出総額４億6,843万2,241円となり、実質収支として

2,491万39円となりました。なお、一般会計よりの繰入金は２億964万1,000円であります。 

  ９月７日に、上下水道課長の出席を求め、監査委員の指摘等を踏まえ、審査をいたしまし

た、公共下水及び農業集落排水については、引き続き接続率の向上と収入未済の回収に努め

ること、また、合併浄化槽を推進し普及率の向上を図るべく、要請をしたところであります。

なお、合併浄化槽につきましては、町内全体で1,711基の設置となっております。 

  以上のことをお願いし、当委員会としては、全会一致で認定すべきものと決しましたので、

本会議においてもよろしくお取り計らいくださいますようお願い申し上げ、報告といたしま

す。 

○議長（浦野政衛君） 報告が終わりました。 

  委員長に対する質疑を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 
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  お諮りいたします。本件に対する委員長の報告は認定です。委員長報告のとおりこれを決

定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は委員長報告のとおり認定することに決定いたしました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第７号の委員長報告、質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第７、認定第７号 平成29年度東吾妻町簡易水道特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。 

  本件については、去る９月４日、総務建設常任委員会にその審査の付託をしてありますの

で、審査結果の報告を願います。 

  総務建設常任委員長。 

（総務建設常任委員長 樹下啓示君 登壇） 

○総務建設常任委員長（樹下啓示君） それでは、認定第７号についてご報告を申し上げます。 

  去る９月４日、本会議において、その審査を総務建設常任委員会に付託されました平成29

年度東吾妻町簡易水道特別会計決算について報告をいたします。 

  歳入総額6,480万3,396円、歳出総額6,282万189円となり、実質収支198万3,207円となり

ました。なお、一般会計からの繰入金につきましては、1,700万円であります。 

  監査委員のご指摘のとおり、不納欠損の発生や収入未済額等の改善に努力すること、また、

計画的な施設の管理運営を図ることなどを要請をいたしました。これらを要請をし、当委員

会としては、全会一致で認定すべきものと決しましたので、本会議においても同様のご判断

をお願いし、報告といたします。 

○議長（浦野政衛君） 報告が終わりました。 

  委員長に対する質疑を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 
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○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件に対する委員長の報告は認定です。委員長報告のとおりこれを決

定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は委員長報告のとおり認定することに決定いたしました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎認定第８号の委員長報告、質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第８、認定第８号 平成29年度東吾妻町水道事業未処分利益剰余

金の処分及び決算認定についてを議題といたします。 

  本件については、去る９月４日、総務建設常任委員会にその審査を付託してありますので、

審査結果の報告を願います。 

  総務建設常任委員長。 

（総務建設常任委員長 樹下啓示君 登壇） 

○総務建設常任委員長（樹下啓示君） それでは、認定第８号についてご報告を申し上げます。 

  去る９月４日の本会議において、その審査を総務建設常任委員会に付託されました、平成

29年度東吾妻町水道事業未処分利益剰余金の処分及び決算についてであります。 

  ９月７日、上下水道課長の出席を求め、審査を実施いたしました。 

  平成29年度収益的収支では、水道事業収益１億9,341万9,516円、水道事業費用として１

億8,078万9,914円となり、実質収支は1,262万9,602円の利益が生じ、これは減債積立金へ

積み立てをするということでございます。 

  結果、当期末未処分利益剰余金は１億3,572万6,343円となりますが、これは、一般会計

より2,000万円の補助を受けての結果であります。現状としましては、加入戸数は増加して

おりますが、給水戸数は減少している状況であります。平成30年からのビジョンの作成済み

であり、ビジョンに沿った経営を努めるよう要請したところであります。また、引き続き、
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老朽管の更新等、有収率の向上と企業会計としての経営改善を要請し、当委員会として全会

一致で認定すべきものと決しました。本会議においても同様のご判断をお願いし、報告とい

たします。 

○議長（浦野政衛君） 報告が終わりました。 

  委員長に対する質疑を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件に対する委員長の報告は認定です。委員長報告のとおりこれを決

定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は委員長報告のとおり認定することに決定いたしました。 

  平成29年度決算認定については、８件全てが終了いたしました。 

  ここで、会計管理者より発言を求められておりますので、これを許可いたします。 

  会計管理者。 

○会計管理者（三枝 仁君） お世話になります。 

  ただいま平成29年度の各会計の決算を認定いただきまして、大変ありがとうございました。 

  なお、審査の過程で議員の皆様並びに監査委員からいただいたご指摘やご意見等は真摯に

受けとめ、今後も適正なる会計事務を執行してまいる考えでございます。 

  引き続きまして皆様方のご指導お願い申し上げ、お礼とさせていただきます。大変ありが

とうございました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  
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◎議案第８号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第９、議案第８号 東吾妻町役場の位置条例の一部を改正する条

例についてを議題といたします。 

  本件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第９号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第10、議案第９号 東吾妻町職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。 

  本件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 
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（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第１０号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第11、議案第10号 東吾妻町地方活力向上地域における固定資

産税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  ここで、税務課長より発言を求められておりますので、これを許可いたします。 

  税務課長。 

○税務課長（黒岩康茂君） お世話になります。 

  議案第10号にちょっと字句の誤りがあります。字句の訂正をお願いしたいと思います。大

変申しわけありません。議案第10号をお開きください。 

  訂正箇所でございますが、改め文をごらんください。 

  改め文中、上から９行目、下から６行目、「同法第68条の９第６項第４号」を「同法第

68条の９第８項第５号」に改めるとある中の後半でございます。「同法第第」と第が重複し

ております。まず、第を１つ削除していただければと思います。 

  それに伴いまして、次の新旧対照表中の改正後をごらんください。 

  改正後の下から４行目も、同じく第が重複しておりますので、第を１つ削除お願いしたい

と思います。大変申しわけございません。よろしくお願いします。 

  以上でございます。 

○議長（浦野政衛君） 税務課長から説明がありましたが、よろしいですか。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） それでは、そのように訂正をお願いいたします。 

  本件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 
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（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第１１号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第12、議案第11号 東吾妻町保育所の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  本件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 
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（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第１２号、議案第１３号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第13、議案第12号 東吾妻町体育施設設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例について、日程第14、議案第13号 東吾妻町体育施設使用料条例

の一部を改正する条例についての、計２件を一括議題といたします。 

  本２件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  最初に、議案第12号 東吾妻町体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

についての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

  次に、議案第13号 東吾妻町体育施設使用料条例の一部を改正する条例についての採決を

行います。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 
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（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第１号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第15、議案第１号 平成30年度東吾妻町一般会計補正予算（第

３号）を議題といたします。 

  本件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第２号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第16、議案第２号 平成30年度東吾妻町国民健康保険特別会計

補正予算（第２号）を議題といたします。 

  本件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 
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（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第３号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第17、議案第３号 平成30年度東吾妻町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。 

  本件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 
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（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第４号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第18、議案第４号 平成30年度東吾妻町介護保険特別会計補正

予算（第２号）を議題といたします。 

  本件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第５号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第19、議案第５号 平成30年度東吾妻町地域開発事業特別会計

補正予算（第１号）を議題といたします。 

  本件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 
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（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第６号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第20、議案第６号 平成30年度東吾妻町下水道事業特別会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

  本件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 
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（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第７号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第21、議案第７号 平成30年度東吾妻町簡易水道特別会計補正

予算（第１号）を議題といたします。 

  本件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第１４号の質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第22、議案第14号 工事請負契約の変更締結についてを議題と

いたします。 

  本件については、去る９月５日、議案調査としてありますので、続いて質疑を行います。 
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  ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） 議案第14号 工事請負契約の変更締結についてでございますけれども、

ただいま議長が申し上げたとおり、議案調査ということで、今まで所管、そしてまた関係す

る部署にまいりまして、幾つか質問をさせていただきました。しかしながら、ちょっと解決

私の中ではしていませんので、町長に質問させていただきたいというふうに思います。 

  そしてまず初めに、労務費単価の上昇により新労務単価で変更するということについては

賛成でございますので、前もって申し上げておきたいというふうに思います。 

  今回の補正につきましては、労務単価の上昇によって行うものでございます。そういった

中、労務単価ですから、基本的な趣旨は、国交省から県に行って、県の方から各自治体の方

に回っている技能労働者への適切な賃金水準の確保についてということで、国交省のほうか

ら通達的なものがあるんだと思います。まず初めに、これは通達なのかどうかちょっと私は

わからないんですが、例えば払わないことによって、各市町村においては、何かペナルティ

的なものというのはあるんでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 答弁を願います。 

  町長。 

○町長（中澤恒喜君） その点につきましては、国からのペナルティ等のものはございません。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） ペナルティはないということでありますけれども、趣旨は労務単価で

すから、このお金が町から支払われて、そして企業に入る。企業に勤めている労務者の方々

に、やはりきちんと支払われているのかどうか、これが非常に重要なことなのかなというふ

うに感じております。そういった中で、今回は請負者に対して変更金額を支払ってあげると

いう議案でございます。 

  そういった中、お尋ねしたいんですけれども、受注者と下請業者との間でも標準見積もり

書等の法定福利費を内訳明示した見積もりの活用等により、法定福利費を適切に含んだ額に

よる下請契約が締結されるよう、発注者として受注者に法的福利費の適切な支払いの指導や

支払い状況の確認をするとともに、新労務単価の上昇を踏まえた適切な水準の賃金の支払い

を指導するということで、ある意味、国の通達の文書が参っておるわけでございます。それ

も当然ながら今手元にあるんだと思いますけれども、この発注者というのは、まさにこの東

吾妻町ということだと思いますけれども、この辺の今申し上げた支払い状況の確認、そして、

適切な水準の賃金の支払いを指導する、この辺について、町の取り組みというのはどういう
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ふうになされているのかお聞きしたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 国交省からの労務単価に関する通知等につきましては、請負業者にこ

のようなものが来ておりますということで伝えておるところでございまして、その後の下請

業者等との関係につきましては、私どもでは踏み込んでおりません。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） 下請業者のことだけ言っているのではないんですよ。元請業者ももち

ろんのことなんですけれども、では、元請業者についてはこういったような形をされている

んですか。具体的にどういうふうにされていますか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 国交省からの通知につきましては、元請業者に、今申し上げましたよ

うにお知らせをしておるところでございます。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） お知らせしているところでございますではなくて、私はこういう質問

をしているんですよ。 

  発注者として確認をするとともに、賃金の支払いを指導すると、こういう文章が来ていま

すよという話ではないですよね。では、されてないということですか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 国の通知文につきましては、元請会社につきまして、通知をし、また、

それが指導でございますので、会社にそれを実行判断をしていただくということであります。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） 答弁がいっぱいいっぱいということはわかりますけれども、さっきか

ら言っているように、支払い状況の確認、これはどういうふうにするんですかね。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） その点につきましては、元請業者にお任せをしてしっかりと行ってい

ただくということでございます。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） 元請業者にしっかりと管理を任せているということでございますけれ

ども、元請業者そのものも、当然ながら確認と指導することをここでは言っているんだと思

います。そういった中、元請業者に任せているからいいんだというような話ですけれども、
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支払いするのに対して、私は反対するものではございません。しかしながら、今回のケース

については、これは教育課のほうに確認をさせていただきました。平成30年３月公共工事設

計労務単価の運用に係る特別措置についてということで、第２項に該当するという工事であ

るという話でございます。さて、今まさに東吾妻町の新庁舎を建設中でございます。このケ

ースと今回のケースというのは多少違うわけでございますけれども、新庁舎においても年度

をまたいで工事が進行中でございます。この労務単価というのは、３月に改正されていると

いうことで、当然ながら年度をまたいでいる業者についても適用されるほうがいいのではな

いかなというふうに考えますけれども、町としてはどのような考えでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） その点につきましても、労務単価の変更等につきましては、国からの

通知をお知らせをしているところでございまして、それ以降の判断は、その請負業者が行っ

ているところでございます。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） まさに今我が町を代表する町長の言葉として、業者に任せているんだ

という説明しかされない。そうではなくて、労務単価ですから、基本的に町がきちっとやは

りお金を差し上げるんだから、従業員の方にきちっと支払ってくださいよということの取り

組み、これが全くなされていない。今回の契約について反対する話ではないんですけれども、

今後の取り組みとして、ぜひ、例えば町ができないのであれば県がどういうふうにするのか、

県ができないんだったら国がどうするのか、要するに国が払えというんだから町が払えばい

いんだという話ではなくて、やはりきちっとしたガイドラインを示して、そして町で確認で

きないものであれば、県がどうにかしろ、国がどうにかしろというようなものにしていかな

いと、やはりこういったものの構築はなされないんだと思うんですよね。やはり町から発注

者が業者に払って、そして払った金額がきちっと労務単価に反映されているかどうか、非常

に重要な問題だと思いますよ。今後で結構ですから、ぜひそういったものをきちっとガイド

ラインをつくって、町長としての取り組みというものをすべきだというふうに考えますけれ

ども、いかがでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 竹渕議員のお考え、よくわかりました。 

  今後は関係機関等と十分に検討しながら進めてまいりたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） 竹渕議員よろしいですか。 
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  ほかに。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

  ここで休憩といたします。 

  11時10分まで休憩いたします。 

（午前１０時５７分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

○議長（浦野政衛君） 再開いたします。 

（午前１１時１０分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎発委第１号の上程、説明、質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第23、発委第１号 意見書の提出について（ゴルフ場利用税の堅

持を求める意見書）を議題といたします。 

  提案者は趣旨説明を願います。 

  総務建設常任委員長。 
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（総務建設常任委員長 樹下啓示君 登壇） 

○総務建設常任委員長（樹下啓示君） それでは、意見書の提出についての趣旨説明をさせて

いただきます。 

  発委第１号 意見書の提出について（ゴルフ場利用税の堅持を求める意見書）の趣旨説明

をさせていただきます。 

  ゴルフ場利用税は、都道府県税として納付され、その７割がゴルフ場所在市町村にゴルフ

場利用税交付金として交付されております。当町においては、平成29年度決算額で1,549万

円であります。貴重な財源となっております。国においては、ゴルフ場利用税の廃止に向け

た動きがあります。そのような状況の中、総務建設常任委員会としても、町の厳しい財政状

況を考えたとき、この財源は確保すべきと全会一致で判断をいたしましたので、現行制度が

存続されるように、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣に意見書

を提出するものでございます。 

  以上ですが、よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 説明が終わりました。 

  質疑を行います。 

  ４番、小林議員。 

○４番（小林光一君） ありませんと言われて質問しては、ちょっと変なんですけれども、ち

ょっとだけお聞かせください。 

  地方自治体にとりましては、ゴルフ場利用税については大変な、先ほども説明がありまし

たように、貴重な財源であることは私も認めます。これは非常にそういう意味では重要なの

かとは思いますけれども、しかし、それに増して、私は大局的な視点から、すなわち税金と

いう観点からちょっと考えますと、ちょっとゴルフ場利用税につきましては、二重課税とな

って、あまり意味がないのではないかな、そういう意味では、廃止すべきではないかなと思

うんですけれど、その辺については議論されましたでしょうか、ゴルフ場利用税について。 

○議長（浦野政衛君） 樹下委員長。 

○総務建設常任委員長（樹下啓示君） その点につきましても、話は当然出ました。それで調

査をいたしましたところ、要するにゴルフ場利用税については消費税はかけていないという

ことですので、二重課税の論理からは外れるのではないかなと、そういう判断をしたわけで

ございます。 

○議長（浦野政衛君） ４番、小林議員。 
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○４番（小林光一君） 私は、やはり二重課税ではないかなと思うんですね。消費税とか利用

税両方かかるわけですよね。ですから、そういう意味からすると、やはりこれは二重課税で

はないかと、こう思うわけです。税の公平性が保たれていないのではないかということで、

やはり税金を払う意欲がだんだんに薄れていってしまうというような感じがするわけです。

だから、私としては、税の公平性から言えば、この税については、少しおかしいのではない

かなと、こう感じているわけです。 

  と申しますのは、ゴルフは昔、娯楽施設利用税としてあったわけですね、消費税が導入さ

れまして、ゴルフだけがゴルフ場利用税として残ってしまったということは聞いているわけ

です。現在では、そのゴルフというのは、庶民のスポーツになっていると、スポーツと思っ

ているわけです。特に東吾妻町につきましては、スポーツを推奨する町ということです。こ

のようなゴルフ場利用税を堅持しますと、ひょっとするとゴルフ人口がさらにどんどん減っ

てしまうと、そしてさらには封鎖に追い込む、拍車がかかるんではないかと、そういうこと

は思うわけです。そういうことで、スポーツの振興に逆行するのではないかということに思

うんですね。この辺についてはちょっと議論されましたでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 総務建設委員長。 

○総務建設常任委員長（樹下啓示君） その辺についても、当然話は出たわけでございますけ

れども、やはり今申し上げるのは私個人的な見解ですけれども、ゴルフ場利用税とするから

抵抗があるのではないかなと私は思っているんですけれども、これはゴルフ場に対する協力

費というような形で、やんわりお願いした方がいいのかなというような、個人的なこれは意

見ですけれども、ゴルフというのはご存じのとおり何百ヘクタール、何十ヘクタールという

ような広大な土地を利用しているわけでございまして、そこに行くための道路であるとか、

そういった管理についても、所在している町村が実施しているわけなので、そういった面か

らも、やはりそういったお金はスポーツですけれども、やる方から幾らかでもお願いすると

いうのがいいのではないかなと、そういったことでありますし、また先ほども申し上げまし

たように、当町の財源を考えた場合に、やはり1,500万円からのお金が入ってくるというこ

とで、一番の観点はそういった観点からこの意見書を出そうと、そういう方向で進んでいる

わけであると思いますけれども、よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） ４番、小林議員。 

○４番（小林光一君） 確かに、地方自治体にとっては、非常に貴重な財源であることは、私

もこれには、それだけについて考えますと賛成したいと思うんです。だけれども、税の公平
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性ということから考えますと、やはり少し、それはおかしいのではないかなというのが私の

考えなんですね。特にスポーツであるわけですから、国民の健康という活動に課税をすると

いうことになっているわけですね。そういう意味では、私はナンセンスかなとは思ってはい

るんですけれども、その点についてはいかがでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 総務建設常任委員長。 

○総務建設常任委員長（樹下啓示君） 小林議員おっしゃるような考え方をすれば、当然そう

いう考え方になろうかと思いますけれども、そういう考え方でなければ、やはり、かといっ

て、私も個人的にちょっとお伺いしましたんですけれども、ゴルフをやっている方に、では

ゴルフ場利用税がなくなったらゴルフ人口ふえますかと聞いたところ、それは全然関係ない

でしょうということに言ってますので、やはりそういった面から、所在町村とすれば、やは

りそういった交通の面だとか、道路の維持管理だとか、そういうことにも当然お金もかかっ

てますので、ぜひこれを廃止してもらわないで、今までどおりやっていただきたいというこ

となのですけれども、よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） ほかに。 

  ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） 樹下さんに質問しなければなりません。答えられる範囲で結構ですの

で、答えていただければありがたいなというふうに思っております。 

  今回、樹下さんが代表になり、先ほど述べていただいたわけでございますけれども、その

中で、平成29年度の決算額で1,549万円、もう本町にとっては本当に貴重な財源であるんだ

ということもおっしゃっておりました。これは誰もが必要だというふうに考えております。

財源そのものだけを考えたときには、当然ながら欲しい、これは誰もがそう思っていると思

います。 

  しかし、今回の趣旨は、利用税の堅持ということでございます。先ほど樹下さんの本音を

聞きました。利用税とするから抵抗があるんだと、協力金とすればいいのではないかという

ような話も、この部分は本音だと思います。この辺は、考え方をどういう方向から考えるか

によって、賛成するか反対するかというような形になろうかと思いますけれども、ちょっと

重複するかもしれませんけれども、ゴルフ場利用税としての本質などはどのようにご検討さ

れたのか。それと、先ほどもちょっと樹下さんから答弁にございましたけれども、どのよう

なほかに意見があったのか、この２点だけちょっとお伺いできればありがたいなというふう

に思います。 
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○議長（浦野政衛君） 総務建設常任委員長。 

○総務建設常任委員長（樹下啓示君） 前段のことについては、そういった議論は正直言って

特にございません。また、要するに、先ほどから申し上げているように、当町の貴重な財源

であると、そういうことが大前提ですので、そういったことが議論の中心であったというふ

うに思っております。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） ありがとうございます。 

  先ほど、樹下さんの方から答弁されました、ちょっとゴルフをやっている人に聞いたんだ

けれどもと、これはこれでまた一つの意見として尊重すべきかななんていうふうに思います

けれども、全国的な統計見ますと、はるかに65歳以上の方が９割以上全国的に占めている。

これはある意味、利用税が半額になったり、そういったものであるということです、背景は。

要するに低減されるんですね。ですから、ある意味全額払っている我々とすると、そういっ

たものがやはり阻害になっているのかなというようなこともあろうかと思います。これは私

の意見として申し上げて、樹下さんからの意見は結構でございます。 

  後は私は、利用税そのものが反対でございますので、反対討論させていただきますけれど

も、ご了承いただきたいと思います、よろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 総務建設常任委員長。 

○総務建設常任委員長（樹下啓示君） それは、税としての個人としての考え方でございます

ので、どういう判断をされようとも、私はそこまで立ち入りませんので、ぜひお願いしたい

と思います。 

○議長（浦野政衛君） 竹渕議員よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

  ６番、反対ですか、賛成ですか。 

（「反対です」と呼ぶ者あり） 
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○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

  賛成討論の方はおりますか。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） おられないようなので、反対討論を願います。 

（６番 竹渕博行君 登壇） 

○６番（竹渕博行君） ゴルフ場利用税の堅持を求める意見書についての反対討論を行います。 

  1940年に導入された入場税という国税から、一度地方税に変わった後、54年に再び改正

され、パチンコ店、麻雀店、ビリヤード場、ゴルフ場については娯楽施設利用税として地方

税に、それ以外は入場税のまま国税にというふうに分かれました。 

  1989年、消費税の導入があり、娯楽の料金にも一律で消費税がかかるようになるのを受

けて、入場税と娯楽施設利用税はなくなりました。ところがゴルフだけは別格だとしてゴル

フ場利用税という形で現在まで残っているのです。 

  さて、ゴルフ、スポーツに課税をするのはおかしいと思います。急速に高齢化社会を迎え

つつある我が国にとって、余暇活動の充実や健康増進は、非常に重要なテーマです。そんな

状況の中、ゴルフは高齢になっても行える格好の生涯スポーツとして、既に多くの人に親し

まれております。また、国体で正式種目として採用されていますし、2016年のリオデジャ

ネイロ五輪からゴルフは正式競技として復帰したことは、ゴルフはスポーツであり、単なる

遊行ではないということを証明しております。ゴルフ場全体の入場者は減少しているのにも

かかわらず、非課税入場者だけが増加を続けているということは、ゴルフ場利用税の存在が、

ゴルフというスポーツへの参加を阻害しているのではないでしょうか。もはや、ゴルフは贅

沢スポーツではない。例といたしましては、平日１ラウンド18ホール回るのに2,000円プラ

スドリンク付き、などのゴルフ場は全国に多数ありますし、どんなに雨が降っても寒くても、

ひどい霧や雷、雪が降らない限り最後までプレイを続けることもあります。ある意味、過酷

なスポーツとも言えるのではないでしょうか。現在では、ゴルフの競技人口は約1,000万人

以上となっていて、老若男女に愛される、まさに国民的スポーツとなっています。そこには

金持ちの担税力は見出せません。また、ゴルフ場へのアクセス道路に関する費用について、

今や多くのゴルフ場への道路は、実はゴルフ場側がつくって自治体に寄附され、それが住民

の生活道路として活用されております。 

  ごみ処理費用についても、ごみは廃棄物処理法にのっとって、ゴルフ場が有料で処理して

います。地滑り対策、洪水対策については、ゴルフ場みずから実施しております。さらに、
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環境対策については、ゴルフ場開発で森林50％を残し、残り45％は芝地としていますし、

農薬、水質調査もゴルフ場が費用を負担して行っています。 

  逆に、ゴルフ場による新たな雇用の創出や、物品販売などの事業が発生し、地元経済の活

性化に大きく貢献したり、本来であれば、山林原野である場所がゴルフ場となったことで、

固定資産税の増収増加に寄与していると考えます。 

  意見書の中で、本町における交付金そのものだけを考えたとき、私も町民誰もが貴重な財

源であることは言うまでもありません。しかし、スポーツと認定されているゴルフだけが別

格だ、特別だというゴルフ場利用税そのものは、廃止すべきと考えます。 

  よって、ゴルフ場利用税そのものの堅持を求める意見書には反対せざるを得ません。議員

各位におかれましては、ご理解をいただけますようお願いし、反対討論といたします。 

○議長（浦野政衛君） ほかに賛成討論、反対討論の方おりませんか。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 

  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立多数） 

○議長（浦野政衛君） そのままでお願いいたします。 

  ２番から３番、５番と、今呼ばれた２番、３番、５番まで座ってください。それと７番か

ら12番、13、14番まで。 

  賛成多数。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎発委第２号の上程、説明、質疑、自由討議、討論、採決 

○議長（浦野政衛君） 日程第24、発委第２号 意見書の提出について（群馬大学医学部附属

病院に係る特定機能病院の早期承認を求める意見書）を議題といたします。 

  提出者は趣旨説明を願います。 

  文教厚生常任委員会委員長。 

（文教厚生常任委員長 小林光一君 登壇） 
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○文教厚生常任委員長（小林光一君） それでは、群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病

院の早期承認を求める意見書の提出についての協議の結果についてご報告申し上げます。 

  この意見書については、群馬県町村議会議長会から東吾妻町議会議長に提出されたもので、

文教厚生常任委員会に付託されたわけではありませんが、この委員会で受けさせていただき、

協議をさせていただきました。 

  平成29年度国立大学法人群馬大学医学部附属病院監査委員会監査報告、これは概要ですけ

れども、に基づいて協議をいたしました結果、１、腹腔鏡の手術に関する医療事故が判明し

た平成26年６月以降、さまざまな改善、改革に取り組んでおり、策定された改革工程表の各

項目の実施状況並びに医療法施行規則で定められている医療安全管理者医療安全管理部門等

について、適切に対応していること。 

  ２、診療体制の統合や、インフォームドコンセントに関する取り組みを患者の観点で評価

を受けているなど、その改善が図られており、患者中心の医療を実践する取り組みがなされ

ていること。 

  ３、現在、全国における特定機能病院85病院中、特定機能病院がない都道府県は群馬県だ

けで、このような状況では若手医師に対する不安感や求心力低下を招き、臨床研修医の採用

が大きく減少するなど、極めて厳しい状況を生じていること。 

  これらの理由で、当委員会としては全会一致で意見書を提出することに決しましたので、

本議会におかれましてもよろしくお取り計らいくださいますようよろしくお願い申し上げま

す。 

  以上、報告とさせていただきます。 

○議長（浦野政衛君） 説明終わりました。 

  ここで質疑を行います。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 質疑もないようですので、質疑を打ち切ります。 

  自由討議を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 特にないようですので、自由討議を打ち切ります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

○議長（浦野政衛君） 討論なしと認めます。 
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  お諮りいたします。本件については、原案のとおりこれを決定することに賛成の方は起立

願います。 

（起立全員） 

○議長（浦野政衛君） 起立全員。 

  したがって、本件は可決されました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議員派遣の件について 

○議長（浦野政衛君） 日程第25、議員派遣の件についてを議題といたします。 

  10月18日開催、吾妻郡町村議会議長会主催の町村議会議員研修会、10月26日開催、群馬

県町村議会議長会主催の町村議会議員研修会、11月５日、６日、７日、８日及び９日開催、

議会報告会については、会議規則第127条第１項の規定により、お手元に配付した議員派遣

の件のとおり決定したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認め、お手元に配付したとおり派遣することに決定いたし

ました。 

  なお、後日、内容等に変更が生じた場合は、議長に一任されたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

  したがって、内容等に変更が生じた場合は、議長に一任することに決定いたしました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎委員会報告について 

○議長（浦野政衛君） 日程第26、委員会報告についてを議題といたします。 

  各委員会において審査、調査を実施され、それについて報告がありましたらお願いいたし

ます。 
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  総務建設常任委員会。 

○総務建設常任委員長（樹下啓示君） ありません。 

○議長（浦野政衛君） 文教厚生常任委員会。 

  小林委員長。 

（文教厚生常任委員長 小林光一君 登壇） 

○文教厚生常任委員長（小林光一君） それでは、定例会中の文教厚生常任委員会のご報告を

させていただきます。 

  ９月６日、午前10時より町長、副町長、午後１時より教育長、教育課長、７日午前10時

より町民課長、午後１時より保健福祉課長に出席いただき、所管事務調査を行いました。 

  町長及び副町長への事務調査では、まず上程案件の東吾妻町保育所の設置並びに管理に関

する条例の一部を改正する条例について、この条例の施行日や保育所名の変更についての質

疑が行われました。 

  また、商工会や観光協会が用いる備品の購入について質疑が行われ、なるべく町内の業者

を利用するよう指導すべきではないかとの要請がありました。 

  さらに、原町駅舎内の観光協会が狭いこと、ふるさと納税の返礼品やゴルフ場利用税、31

年度に補助金がなくなるスクールバスなどについての質疑がなされました。 

  次に、教育課の事務調査では、平成29年度の一般会計歳入歳出決算認定、平成30年度の

一般会計補正予算、保育所の設置並びに管理に関する条例の一部を改正する条例、工事請負

契約の変更締結などについて教育課長より説明を受け、質疑を行いました。 

  一般会計歳入歳出決算認定では、教育課で使用している多額の予算について、予算の執行

に当たってなるべく町内業者を使用してほしい旨の要望がありました。 

  一般会計補正予算では、新保育所の職員駐車場の借地については、補正予算ではなく当初

予算に入れるべきで、もっと計画性を持ってほしい旨の要望もありました。 

  保育所の設置並びに管理に関する条例の一部を改正する条例では、施行日の変更、保育所

名の変更や新保育所の完成日などについて質疑を行いました。 

  工事請負契約の変更締結では、労務費の変更による労働者への還元についての質疑があり

ましたが、議論はかみ合いませんでした。 

  その他として、町外に通う生徒への補助、公共バスとスクールバスの連携、アンケート調

査、ココア揚げパンのその後の進展などについて質疑が行われました。 

  次に、町民課の事務調査では、付託された平成29年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算
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認定並びに後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の２件の審議に加え、平成29年度一般

会計歳入歳出決算認定並びに平成30年度一般会計補正予算（第３号）、平成30年度国民健

康保険特別会計補正予算並びに平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算などについて町

民課より説明を受け、質疑を行いました。 

  国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定や、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついては、全会一致で認定すべきものと委員会では決しました。 

  最後に、保健福祉課の事務調査では、付託された29年度介護保険特別会計歳入歳出決算認

定の審議に加え、平成29年度一般会計歳入歳出決算認定や、平成30年度一般会計補正予算

（第２号）並びに介護保険特別会計補正予算（第２号）についての質疑を保健福祉課長より

説明を受け、行いました。 

  平成29年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定については、全会一致で認定すべきものと、

委員会では決しております。 

  その他、平成29年度第４期特別養護老人ホームいわびつ荘業務実施報告書や、第２期通所

介護事業運営状況報告書について、資料に基づき説明がありました。 

  所管事務調査終了後、委員会のみの文教厚生常任委員会を開催し、群馬大学医学部附属病

院に係る特定機能病院の早期承認を求める意見書の提出について、審議や視察の件、さらに

ＰＴＡ連絡協議会との懇談会の件などについて質疑を行いました。 

  群馬大学医学部附属病院に係る特定機能病院の早期承認を求める意見書の提出については、

全会一致で提出すべきものと決しております。 

  以上で、報告とさせていただきます。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、議会運営委員会。 

  委員長、竹渕委員長。 

（議会運営委員長 竹渕博行君 登壇） 

○議会運営委員長（竹渕博行君） それでは、議会運営委員会からご報告申し上げます。 

  先日の全員協議会におきまして、議員各位には細かく説明をさせていただきましたけれど

も、この場は委員長報告の時間でございますので、端的にご報告申し上げたいというふうに

思います。 

  議会報告会について、委員長から報告と協議を行うと、主に役割分担、会場設営、当日配

付資料、成果等開催通知などでございます。 

  なお、開催日については11月５日月曜、東地区、６日火曜、太田地区、７日水曜、原町地
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区、８日木曜、岩島地区、９日金曜、坂上地区でございます。 

  中学生議会、高校生議会について、委員長からの報告と協議を行った。 

  高校生議会については実施いたします。日程については、現在未定ではありますが、詳細

については吾妻中央高等学校担当の先生と議会事務局長で調整中でございます。予定といた

しましては12月から２月中の実施予定でございます。 

  次に、中学生議会については、11月30日金曜日の午後２時から実施いたします。詳細に

ついては、東吾妻中学校担当の先生と議会事務局長で調整でございます。 

  葬儀等の連絡について、委員長からの報告と協議を行った。議長が公務として参列する葬

儀への香典を、最近の香典の状況などを考慮し、3,000円から5,000円といたしました。 

  その他、議場への一般質問通告書を全議員に配付について、第57回吾妻郡民体育祭につい

て、研修視察などを協議、確認をいたしました。 

  以上で、報告とさせていただきます。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、行財政改革推進特別委員会。 

  行財政改革推進特別委員会委員長、金澤委員長。 

（行財政改革推進特別委員長 金澤 敏君 登壇） 

○行財政改革推進特別委員長（金澤 敏君） それでは、行財政改革推進特別委員会の報告を

させていただきます。 

  ９月10日午前10時より、９月定例会中の行財政改革推進特別委員会を開催いたしました。 

  まずは、企画課より、総合戦略本部会議経過、東吾妻町行財政改革推進プランの29年度進

捗状況と３年間の総括、そして新たな組織体制案の中間報告、この３点の報告がありました。 

  次に、総務課より、庁舎建設の進捗状況と、図面を使っての新規、既存什器の配置等の説

明がありました。 

  資料に関しての質問では、将来負担比率に関して、起債を続けながら財政調整基金積立、

積み増ししている現状に、健全ではないのではないかとの疑問が出されました。 

  職員数と人件費の適正化では、複数の委員より、目標値の妥当性についての疑問や、見直

しへの意見が出されております。 

  新たな組織体制の案について、開かれた役所としての総合窓口化の質疑応答では、マニュ

アルの作成中ということであり、１月以降試験的に行い、その中で不都合なことがあれば、

修正を行いながらマニュアル自体を修正していくとの答弁でありました。 

  庁舎建設の資料への質問では、個別具体的な事例に関して導線説明を求め、未だ決まって
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ないことは協議、検討を行っていくとのことであります。 

  全般的な調査事項に関してでありますけれども、電算業務費が高額になっていることから、

今後は業者と対等に折衝のできる職員配置や、採用の必要性を指摘する意見や、町有施設の

有効活用の質問に関しては、東支所に関して庁舎建設に伴い、教育課が出ていくことで、空

く、その支所の機能を改善センターに移すことも検討していくとの答弁がありました。 

  水道料金が33年度をめどに変更される問題に関しての質問では、審議会はおおむねよいの

ではないかとのことで、来年度から３年間の計画を練って、その骨子は、今後当委員会に示

すとのことであります。 

  言い忘れましたけれども、総務課長より、庁舎建設のスケジュールは計画より早く進んで

いるとのことであります。11月中をめどに議員全員での視察をお願いしたいとの提案があり

ました。 

  以上で、行財政改革推進特別委員会の報告といたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、八ッ場ダム及び地域開発事業対策特別委員会。 

  八ッ場ダム対策委員長。 

（八ッ場ダム及び地域開発事業対策特別委員長 佐藤聡一君 登壇） 

○八ッ場ダム及び地域開発事業対策特別委員長（佐藤聡一君） それでは、八ッ場ダム及び地

域開発事業対策特別委員会の委員会報告をいたします。 

  去る９月10日月曜日、午後１時より特別委員会において、国交省八ッ場ダム工事事務所朝

田所長さんほか職員の皆さん、群馬県八ッ場ダム水源地域対策事務所須田所長さんほか職員

の皆さん、東吾妻町中澤町長ほか職員の皆さん出席のもと、委員会を開きました。 

  ６月定例会以降の進捗状況について説明がありました。 

  その中で、国交省より、ダムの打設が80％まで進んだとの報告や、ダム下の管理用通路の

説明がありました。また、淀川水系桂川の日吉ダムによる京都市嵐山付近の洪水被害や、愛

媛県宇治川水系野村ダムの洪水被害の内容、ダムの洪水調整の方法等の説明があり、八ッ場

ダムの洪水調整についても説明がありました。満水時でもその安全性は十分検討していると

のことや、異常洪水時は放流もあり得るとのこと、当町としても下流地域に太田、東地区に

一部低地に宅地があり、被害の想定も考えられるため、その前に町との避難協議等の検討を

お願いいたしました。 

  また、町よりＪＲ廃線敷の本年度分の事業の一部を県に委託することや、Ｗｉ－Ｆｉ地域

の基地の一部変更の報告がありました。 
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  また、上信自動車道の進捗状況の報告が建設課長よりあり、その後、八ッ場ダム現場に移

動、朝田所長より細かい説明がありました。 

  帰路建設課長の説明により、上信道、西バイパスの現状を確認いたしました。 

  以上で、八ッ場ダム及び地域開発事業対策特別委員会の報告といたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、地方創生調査特別委員会。 

  青柳委員長。 

○地方創生調査特別委員会（青柳はるみ君） それでは、地方創生調査特別委員会から、視察

研修について報告いたします。 

  連日の暑さが和らいだ８月８日に嵐山町と和光市を訪れ、視察研修をいたしました。 

  当日は議員参加者は11名、３名が欠席、執行部は副町長初め、企画課長、地域政策課長、

教育課長、保健福祉課からは現場の保健師３名を送り出していただきました。 

  嵐山町は、町長より地方創生を強力に推進することが必要との認識により、地域支援課内

に地方創生推進室を平成27年に創設、転入人口が転出を上回る社会増となっている地方創生

室の取り組みに着目して、視察しました。 

  嵐山町では課長の下に副課長がおり、この副課長、主席主査、議会事務局が私どもの視察

のために新しく研修用の冊子をつくり、パワーポイントで説明してくださる姿に、心のこも

った誠意を感じました。 

  町長の４つの柱の政策方針のもと、職員のスキル、町民のポテンシャルを上げ、豊かな社

会を形成するとの気概を感じました。これは地方創生交付金の採択されやすいようにと、事

業のネーミングの工夫にもあらわれています。町民の駅前整備に対する関心が高いことから、

地域活力創出拠点事業として２億4,600万円、交付金、このうち１億2,109万円、子供の学

習支援教室の開催や、めんこ60、農林61プロジェクト、産物のうどん用小麦の復活に創生

交付金が使われています。 

  まちづくりの基本は人づくり、町に係る全ての人と一緒に考えながら、地道で息の長い活

動を行っていくとしていました。住みよい豊かな環境を創出、空き家対策では、住みたい人

と空き家を持っている人との橋渡しを行政が行い、ホームページに載せ、よい結果が出てい

ることから、我が町でもこのやり方を参考、研究していくことを提言します。 

  次に、和光市、妊娠からネウボラを含む和光版地域包括ケアシステムの実践、マクロの計

画策定とミクロのケアマネジメント支援の視察をしました。課長さんは、この取り組みを弾

丸のように説明してくださり、その情熱の原点は、市内に施設がなく、市外の施設に入所す
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るしかないという高齢者が、家から離れたくないという悲痛な声を忘れることができず、住

みなれた地域で住み続けられる和光市をつくろうと決意した東内部長さんの後姿を追ってき

たことだそうです。マクロではどのようなニーズを持った高齢者がいるか分析する。ミクロ

では和光方式と言われる生活行為評価表を使い、多職種のケア会議で包括的、継続的支援に

なっています。ＩＣＴを使い、情報の共有化をもって図っているということです。和光方式

と言う取り組みで介護保険料は4,228円、要介護認定率が全国平均18％のところ、半分の

9.3％で、重度化予防に取り組んだ結果、地域で住み続けやすくなったということです。 

  当町の保健センターの保健師さんからは、真剣な質問が出され、町民の中に出かけ、これ

からのこちらの考えを訴えていくことが大事と、答えをもらっていました。そして、町民と

の信頼関係を築くことということでした。当町の保健センターでも、県の指定を受け、先進

的なこの取り組みに対し、指導もしてもらいながら多くの職種が参加するケア会議も、高齢

者のよりよい生活のため計画していて、和光市の取り組みに一歩近づいている感があります。

この取り組みで郡全体に広げて、結果を持っていくということです。 

  我が町の課題は、我が町で考える。我が町ではと繰り返し言われる課長さんに、地域ケア

システムは我が町の思いでつくり上げていくまちづくりであると再認識した視察でした。 

  おかげさまで台風の影響もなく、無事視察することができました。ありがとうございまし

た。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、議会広報対策特別委員会。 

○議会広報対策特別委員長（根津光儀君） ありません。 

○議長（浦野政衛君） 以上で、各委員会からの報告を終わります。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎閉会中の継続審査（調査）事件について 

○議長（浦野政衛君） 日程第27、閉会中の継続審査（調査）事件についてを議題といたしま

す。 

  次期定例会までの閉会中の継続審査（調査）事件について、お手元に配付のように各委員

会から申し出がありました。 

  お諮りいたします。各委員会からの申し出のように、閉会中の継続審査（調査）事件とし

て決定することにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

  各委員会の閉会中の継続審査（調査）事件が決定いたしました。 

  ここで休憩をとります。 

  午後１時に再開いたします。 

（午前１１時５８分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

○議長（浦野政衛君） 再開いたします。 

（午後 １時００分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎町政一般質問 

○議長（浦野政衛君） 日程第28、町政一般質問を行います。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◇ 髙 橋 徳 樹 君 

○議長（浦野政衛君） 初めに、２番、髙橋徳樹議員。 

  髙橋議員。 

（２番 髙橋徳樹君 登壇） 

○２番（髙橋徳樹君） 議長のお許しをいただきましたので、通告に基づきまして一般質問を

行います。 

  きょうは私も初めての一般質問で、非常に緊張しております。話は前後するかもしれませ

んけれども、どうか最後までよろしくお願い申し上げます。 

  本日は２項目についてお伺いいたします。 

  最初に、役場移転後の跡地利活用につきまして。２つ目は、台湾基隆市との国際交流につ

いてお伺いします。 



－141－ 

  役場移転後の跡地活用につきましては、群馬原町駅南側の整備の期待を含めた質問でござ

います。 

  現在、全国的に中山間地域におきましては、いずれの地域も高齢化、人口減少、産業の縮

小化など、同じような問題が見られます。それに伴いまして空き家の増加、また閉鎖された

お店、コンビニ、ガソリンスタンド跡などが目につき、かつての町の中心街、繁華街におき

ましても、にぎやかさを喪失しているところが多く見られるようになりました。本町におき

ましても、同様に役場の本庁があります原町地区を中心地区と捉えるのであれば、特に駅の

南側につきましては、同様に店の閉鎖や人通りも少なく、寂しい状況が散見されます。 

  去る８月26日、発展的に始まりました夏まつりが駅前を中心に開催されました。大変なに

ぎわいで、私も友人といろいろな催し物を見たり、露店を回り、楽しいときを送ることがで

きました。このようなにぎわいの中で、年配の方から話をお聞きしたんですけれども、やは

りこのようなにぎやかなお祭りは非常にいいですねと。このようなにぎわいが毎日とまでは

言わないまでも、日々の中でこうした催しに限らず、人の流れがふえてくればうれしいです

ねと。さらに、年配の方の話の中では、特に原町の駅の南側を知る者としては、今は加地医

院もなくなって、それから電気屋さんがなくなって、小売商店も残念ながら廃業したところ

もありますと。非常に寂しい。今後、やはり町の皆さんが集まる、利用できる、活用できる

地点というものが望ましいですねというような話を聞くことができました。 

  魅力ある町づくりの基本とは何でしょうかと思いますが、私は、これからは住んでよし、

訪ねてよしの町の構築だと考えております。地元の方はもちろんですけれども、外から来た

観光客等も含めて、皆さんがそうした場で交流できるような場があればというふうに考えて

おります。 

  そのような哲学の中で、今後、さらにこの哲学を反映させるためには、東吾妻町で今般示

された第２次総合計画におきまして、さまざまな施策が展開されておりますけれども、この

基本目標を一つ一つ着実に実行することが、文字どおり町民が誇りを持って暮らす町になっ

ていくものと思っております。また、この東吾妻町の岩島、坂上、原町、東、太田の５地区

の特色ある最大限の資源を活用しながら、そこに住んでいる方の生活向上を上げていくこと

はもちろんですけれども、プライオリティとして、まず役場の本庁があります原町地区、町

の中心街のにぎわいを取り戻すことも大切ではないかと思っております。将来に向けて、地

域住民の皆さんが輝く交流する場が、また外部の方も引かれるような拠点があることにつき

ましては、この原町地区の皆さんについても期待されているものと思います。１月に役場が
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移転して以降、この跡地の利活用につきまして、またこの周辺一帯をどのように活用されて

いくお考えか、町長の考えをお聞きしたいと存じます。 

  ２つ目でございます。 

  台湾基隆市との国際交流についてお伺いいたします。 

  ことし２月、町長、商工会の会長、観光協会の会長らが基隆市を訪問されました。報道に

よりますと、基隆市で市の発展のために活躍され、「台湾の図書館の父」また「基隆聖人」

と呼ばれた原町生まれの石坂荘作氏のゆかりの機関、市役所を訪ね、市長とも今後の交流に

ついて懇談されたとのことでございます。 

  私はこのように町の各層のトップが表敬視察されることは、このグローバル時代の中にあ

って、非常に有意義なものと理解しております。訪問された狙い、またそのときの状況です

か、町長の意気込みも含めて、今後の町長の所感をお聞きしていただけるかと思います。 

  このような訪問のきっかけとなりました、台湾で活躍しました石坂荘作氏の功績について、

また群馬県と台湾とのきずなといいましょうか、つながりについて、３月に設立されました

石坂荘作顕彰会を応援している一人として、若干お話しさせていただければありがたいと思

います。 

  台湾は、日本との国交がない中で、非常に交流がない中で年々交流が盛んになってきてお

ります。2017年の統計におきますと、台湾を訪れた日本人の渡航者は190万人、台湾から日

本を訪れる渡航者は約456万人にも達し、人口2,357万人の台湾の中で６人に１人が日本を

体験しており、非常に親日国でございます。さらに、群馬県と台湾のつながりは親密でござ

いまして、前橋市の観光スポーツ部の手島さんという方が、以前上毛新聞で書いております

けれども、群馬県でゆかりのある、台湾で敬愛されている６人衆の中に、石坂荘作氏が挙げ

られております。ここで簡単ですけれども、石坂荘作氏という方をちょっと紹介させていた

だければというふうに思います。 

  石坂荘作氏は原町生まれでございます。1896年、27歳のときに台湾に渡りました。七十

六、七年、1940年に亡くなるまで、40数年基隆市で一商人として過ごしますけれども、驚

くべきことは、実業分野だけではなくて、教育事業、社会事業、地方行政、学術研究など多

方面に活躍し、現在から見ても先見の明がある、すぐれた業績を残しております。私は調べ

たり、学んだりすればするほど、すごい方だと感じている次第でございます。 

  特に、社会教育関係におきましては、日本が統治していた50年の間にあって、日本人、台

湾の人が席を並べて学ぶことができた初の夜間教育機関「基隆夜学校」、後の市立図書館と
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なる「石坂文庫」、女子教育の礎となった「技芸女学校」などを創設しております。また、

都市における環境美化と市民の健康生活のため、後の基隆の町なかにあります中正公園とな

る「石坂公園」も創設しました。しかも、その全てが私財を投げ出し、労苦をいとわず、台

湾社会のために尽くした方でございます。 

  このような方が原町において縁ということで、私はこの石坂荘作さんを縁として、今後、

町の方の交流レベルまでつなげていくような活動、さらには人材交流という視点から、人材

育成という視点から、中学生、高校生の交流などもいいのではないかと考えている次第です

けれども、町の構想等をお聞きできればありがたいと思っています。 

  このような国際交流なり国際教育というのは、皆さんもご承知だと思いますけれども、非

常に費用対効果というものは高いと思いますけれども、非常に即効性があるというものでは

なく、非常に継続業務ということで長い、成果がすぐにあらわれるものではありません。10

年とか20年とかかかるような活動だというふうに考えております。 

  その中で、ちょっと例を挙げさせていただきますが、台湾との子供たちの交流の中で、一

つの先進例として、みなかみ町の例がございます。今話題のみなかみ町でございますけれど

も、台湾から高校生を入れておりまして、現在、農業民泊といいますか、農家に分かれて泊

まって、それで子供たちが相互交流を図っているということで、ようやくその活動も10年目

を迎えて、少しずつ定着、成果が上がってきているということで、その後さらにその事業が、

観光事業なり経済事業に結びついていくという流れに動きがございます。 

  東吾妻町におきましても、このような現在観光分野ということで視点を交流から観光とい

うことになるのであれば、石坂荘作氏との縁で、基隆市との交流が、台湾がなぜ今注目され

ているかというと、群馬県としても県としても非常に力を入れている業務でありまして、特

に先ほど話しましたけれども、台湾で敬愛されている６人の出身地が、東吾妻町、沼田市、

安中市、前橋市でございます。現在、この市、町を拠点にいろいろな史跡を整備して、観光

コース化を図って、台湾から観光客を迎え入れようという動きがございます。 

  東吾妻町につきましても、今後こうした動きに一緒に乗っていかれるということも、考え

ることもよいのではないかと思っていますが、お考えをお聞きできればありがたいと思って

います。この観光コース化につきましては、観光コースを整備しまして、県内各地の温泉地

に宿泊してもらって、絹産業遺産や教育機関、先進医療機関での受診などを台湾の方にして

もらって、地域振興を図っていきましょうというものでございます。群馬と台湾のつながり

が非常に強い中で、この原町生まれの石坂荘作さんということの縁も活用しながら、子供た
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ちの交流から、さらにいろいろな分野に今後長いスパンで広がっていければいいなというふ

うな思いで、執行部の方に今後の考え方をお聞きしたいと思います。あとは自席のほうでま

たお伺いできればと思います。ありがとうございます。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、町長の答弁を願います。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） それでは、髙橋議員のご質問にお答えをいたします。 

  １点目の役場移転後の跡地利用についてでありますが、現在、庁舎移転のための新庁舎増

改築工事が進んでおります。平成31年１月からは新庁舎において業務を始める計画でござい

ます。旧庁舎につきましては耐震性がなく、再利用もできませんので、解体をする計画にな

っております。庁舎移転後すぐには解体工事に着手できませんので、残地物の処分や解体工

事の設計等、速やかに進めていくところでございます。解体工事も時間がかかりますので、

平成31年度末までは解体工事を終えられるように考えております。それから工事等と並行し

て、跡地利用について検討してまいります。特に、東吾妻町都市計画マスタープランや公共

施設等総合管理計画などを踏まえ、関係課と綿密に協議を重ね、地域住民の皆様などから意

見を伺いながら事業を進めてまいりたいと考えております。 

  現在、町では都市計画マスタープランを作成中であります。その中で、都市拠点の一つと

して、群馬原町駅前南側を交流おもてなしの拠点と位置づけ、町の玄関口、公共交通の結節

地点の機能を生かし、観光客などの来訪者をもてなし、交流促進を図る役割を担う駅前空間

を再生し、また旧役場跡地を町民の交流、活動地点として位置づけ、町民が集い、活動でき

る拠点を形成していきたいと考えております。具体的な計画は今後になりますが、イベント

広場や観光客向けの集客施設など、町内外の交流ができる魅力ある空間づくりを目指してま

いります。 

  ２点目の台湾基隆市との国際交流についてのご質問ですが、ことし２月７日から８日に東

吾妻町訪問団として台湾基隆市を訪問いたしました。８日に林右昌市長ほか、基隆市政府の

皆さんにお会いし、市と町の交流などについて意見交換をしてまいりました。林市長は石坂

荘作氏を通じ、教育面や文化面で古くから日本とのかかわりがあったことなどを話されまし

た。また、市長からは、石川県の中能登町で行われている中学生の交流事業を例に挙げ、同

じような交流が東吾妻町ともしていけるのではないかと、ご提案をいただきました。私から

は、林市長が言われた交流も含め、教育、文化、観光面など友好を深めていきたいと申し上

げました。現在、町企画課、教育委員会において、東吾妻中学校の意見を聞きながら、異文
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化交流、国際性豊かなグローバル化に対応した青少年教育として、中学生海外派遣事業を検

討中でございます。 

  以上でございます。 

○議長（浦野政衛君） ２番、髙橋議員。 

○２番（髙橋徳樹君） ありがとうございます。 

  先ほど、町長から今後交流おもてなし地点というのを駅前で考えていらっしゃるという話

を聞きまして、非常に町民の方の期待も高いというふうに思いますので、どうぞよろしくお

願い申し上げます。 

  ただ、こうしたような活用とか駅前の開発につきましては、全国至るところの地域、自治

体で行われておりまして、当然に予算なり労力、さまざまな商工会なり、観光協会なり、専

門家なり、相当な議論を重ねて進めておるという話は、いろいろ全国の自治体の事例として

ございます。その中で、非常に成功している例と、ややちょっとうまくいっていない例とか

いろいろ散見されまして、特におもしろいなと思っているのが、ユニークな事例として、さ

まざまなアイデアを持って、うまくいって、さらに都市部なり田舎の地域によって違いがあ

りますけれども、その中で、自治体によってはそうした業務を皆さんに知ってもらう意味も

含めて、課の中にそんなような名前の課をつけたり、そういう担当者を設けているような自

治体もあるようですけれども、そのようなお考えはお持ちでしょうか、お伺いします。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） ご質問の点でございますが、これから原町駅南側を交流おもてなしの

拠点と位置づけて、今後活気ある駅前空間を再生するというふうに考えております。そのた

めには担当課につきましても、課のあり方等もまた改めて見直していくということもござい

ます。名称等につきましても、それに見合った名称ということも必要かと思っています。ご

意見の点を十分に考慮してまいりたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） ２番、髙橋議員。 

○２番（髙橋徳樹君） ありがとうございます。 

  次に、先ほどちょっと話すのを忘れてしまったんですけれども、台湾とのつながりの中で、

今群馬は都市提携といいますか、姉妹都市提携が８カ所ございまして、それは全国でナンバ

ーワンでございます。その台湾のつながりの中で、先ほど申しましたが、県内のいろいろな

縁のある観光コース化を目指す中で、最後にいろいろお聞きしたいのが、地元の皆さんに知

っていただくために、またこれから台湾の方がさらに地方創生の観光というワードがさらに
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今後は勢いを増してふえてくると思いますので、もう既に大分台湾の方も来ていらっしゃる

という話を聞いていますが、今石坂荘作さんの縁ということで将来につなげていければと思

っておりますが、今その関係のあれが善導寺の分骨されたお墓しかございませんで、そうし

た中で、ややほかの地域とゆかりの地域とのつながりといいますか、観光コース化の中で、

もう一つ拠点の集客するあれが弱いもんですから、今度新しく新設される役場の中に、石坂

氏の資料展示などができるようなスペースもご検討していただけるようなことがあれば、あ

りがたいなというふうに思っております。なお、その展示スペースにおきましては、前回６

月の定例会にも出されておりましたが、さまざまな外部の文化人から寄贈された貴重な展示

物なり、またこれまでいろんなボランティアの方が収集された岩櫃山関連のもろもろの資料

等、東吾妻というのを売るために、そうした町民の方のＰＲはもちろんですけれども、一つ

の外部からの方の拠点という面で、ちょうど新しい役場が建設される間近ですので、そこに

何らかのスペース等を活用されていただければと存じますが、お考えをお聞きできればあり

がたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） かやぶきの郷旅籠さんでは、もう既に年間1,000人を超える方が台湾

から来ているというお話も聞いております。これから基隆市との交流を進めていけば、そう

いったいわゆるインバウンドということで、旅籠のみならず、町の観光のポイントに多くの

台湾の皆さんが訪れてくれることがふえていくかと思っておりまして、そういう面でも大変

期待が大きいと思っております。 

  また、石坂荘作さんを紹介する展示スペース等が現在のところないということでございま

して、善導寺さんのところにお墓もあり、そのところにも善導寺さんの協力もいただきなが

ら、石坂荘作さんのいわゆる人となりを紹介したようなものも立てさせていただいたり、ま

た今お話にあったような新庁舎のスペースに石坂荘作さんの紹介のスペース、また町の関係

の紹介するスペースというものも設けながら、内外にアピールをしてまいりたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） ２番、髙橋議員。 

○２番（髙橋徳樹君） ありがとうございます。 

  以上です。 

○議長（浦野政衛君） よろしいですか。 

○２番（髙橋徳樹君） はい。 

○議長（浦野政衛君） 以上で、髙橋徳樹議員の質問を終わります。 
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 ────────────────────────────────────────────  

 

◇ 竹 渕 博 行 君 

○議長（浦野政衛君） 続いて、６番、竹渕博行議員。 

  ６番、竹渕議員。 

（６番 竹渕博行君 登壇） 

○６番（竹渕博行君） それでは、議長に許可をいただきましたので、通告書に基づきまして

質問させていただきます。 

  当町の物品購入に伴う地元事業者利活用についてということで、質問させていただきます。 

  地方創生を語る上で、町内中小企業、小規模企業、商工業者の育成、振興が重要であり、

地域経済の活性化は直接的、間接的に町民生活の向上につながると考えます。東吾妻町のよ

うな小さな町では、役場が行う公共事業や委託事業、物品購入などは、地域経済の活性化の

ためには欠くことができません。予算執行の公表の部分において、町が責任を果たし切れて

いない部分があると考えますので、以下の点について質問をいたします。 

  １つ、入札については指名競争入札や一般競争入札など、町民に原則公開されていますが、

それ以外に随意契約されているものなど、公開されていません。原則公開すべきと考えるが。 

  ２つ目といたしまして、歳入歳出予算決算に関する資料では、例えば消耗品費123万円、

印刷製本費123万円とあるが、町内で調達できるものは町内事業者に発注されているのか。

極力町内事業者に発注すべきと考えるが。 

  ３つ目、この３月に東吾妻町中小企業・小規模企業振興基本条例を制定いたしました。制

定後の取り組みについてお聞かせいただきたいと思います。 

  以上、３つについて質問させていただきます。ほかは自席にて対応したいというふうに思

います。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、町長の答弁を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） それでは、竹渕議員のご質問にお答えをいたします。 

  まず、１点目についてですが、現在町では法律や政令、町の要領等に沿って、入札結果等

を町ホームページ等に掲載をしております。随意契約については地方自治体個々の考え方の
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ようであります。今後は県や県内市町村の状況を注視しながら、検討してまいりたいと考え

ております。 

  次に、２点目についてですが、今までも地域商工業者の持続発展や地域雇用の維持、確保

など町内商工業の振興から、町内事業者へできるだけお願いをしております。今後もできる

限り町内事業者への優先発注に心がけてまいります。 

  ３点目でありますが、町では生産性向上特別措置法に基づき、中小企業の設備投資を支援

するため、先端設備等導入計画の認定を受けて取得をした機械設備等においては、償却資産

に係る固定資産税を３年間ゼロに軽減する特例措置を盛り込んだ町税条例の改正を平成30年

６月15日に行いました。あわせて経済産業省の認定を受け、東吾妻町先端設備等導入促進計

画を策定したところであります。このことにより、先ほど触れました税制支援や国のものづ

くり補助金の補助率が上乗せとなったり、国から補助事業の優先採択を受けられることとな

りました。また、ものづくり補助金や小規模事業者持続化補助金の申請書の作成には、小規

模事業者にとって負担が大きいものがありますが、商工会が窓口となって、事業者に指導、

助言を行い、国へ申請を行っております。こうした町の取り組みや商工会の取り組み、支援

が、議員ご質問の東吾妻町中小企業・小規模企業振興基本条例の理念に基づいた取り組みと

考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） ありがとうございます。 

  まず最初に、契約等の入札情報ということで、指名競争入札、一般競争入札の情報がホー

ムページで掲載されております。文教厚生常任委員会のお時間の中で、町長、副町長のお時

間がございました。そのときに質問させていただきましたけれども、現在のホームページの

情報公開につきましては、あけないと全くわからないと。多分、何日か前に私質問しました

ので、町長は１回ぐらい見ていただいたのかなというふうに思います。そういった中、当然

ながら、まずその件について、もう少し見やすいような表示方法というんですかね、こうい

ったものをすべきなんだと思いますけれども、まずその点についてお伺いしたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 町ホームページの入札等の情報につきましては、ホームページのペー

ジの許容量というものもございますし、議員がご質問のように、扱いやすいようにすること

が確かでございますので、そういったものも念頭に置いて、今後扱いやすいような形にでき

るものはしてまいりたいと思っております。 
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○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） ありがとうございます。 

  多分見ていないですよね。許容容量とかそういう問題ではなくてわからないんですよ、あ

けないと、とんでもない話だと思いますよ。そんなんでぜひご努力いただきたいというふう

に思います。 

  また、随意契約については、おのおのの行政にある程度任されているという中で、今後、

県だとかそういったものの動向を見ながら考えていくというようなお話でございました。民

間企業におきましては、税務署より資料せんというものが届く場合がございます。資料せん

という言葉はご存じですか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） それにつきましては、ちょっと内容についてはわかりません。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） 町長も経営者の一人だったと思いますので、知ってるのかなと思いま

したけれども、税務署より資料せんというものが届く場合がございます。決算月に関係なく

提出が義務づけられております。資料せんには基本的にそれぞれの内容に応じて作成範囲が

ございます。大体は期間内の各取引先との総取引金額で考え、売上高の場合は一定の期間も

しくは１回の取引額10万円以上、仕入れ高の場合は30万円以上、外注費の場合は10万円以

上、交際費の場合は５万円以上などがございます。また、仲介手数料や広告宣伝費は全て記

載する。こういったものが特に、例えばＡ社とＢ社があって、Ｂ社に税務署の調査が入った

場合、Ａ社とかいろんなところに取引がある。そういったところに資料せんというものが配

られまして、こういったものを書くように義務づけられているものでございます。民間にお

いても、こちらのほうは売り上げた、あっちのほうはきちんと仕入れとして計上しているの

か、こういったもののチェックは税務署としては欠かせないということで、こういったもの

があるということをご理解いただきたいというふうに思います。 

  そういった中で、ぜひ我が町も隣近所がやっていないとはいえ、例えば10万円以上につい

ては公表していくだとか、そういったことがやっぱり肝要かなというふうに思いますので、

町長としてのお考えをいま一度お願いしたいというふうに思います。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） ご意見の点につきましては、今後、関係機関、郡内の状況等も勘案し

ながら取り組んでまいりたいと思います。 



－150－ 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） 同じ質問をしても毎回同じ答えですので、これ以上言いませんけれど

も、ぜひ町でもガイドラインというものをしっかり作成して、そんなに大きな町ではないわ

けでございますので、ぜひそういった意味で取り組んでいってほしいというふうに思ってお

ります。 

  続いての質問の中で、歳入歳出の中で、例えば印刷製本50万円というのが一括で記入して

います。そういったものを担当課のご協力をいただきまして、部分的でございますけれども

調査をさせていただきました。当然、例えば50万円であっても、その中に20件ぐらい発注

されていたりというもので、これは職員が随意契約ということで、我々にはなかなかわから

ない状況のような気がしております。 

  さて、私なりに幾つか調査をさせていただきましたところ、予算、決算で備考欄にある備

品購入費や印刷費など具体的に書いていないものは、見積もり合わせなどほとんどが随意契

約でございます。その８割強が町外業者に発注されているようでございます。物品関係です

ね。職員の中には地元はこれ以上できないとか、クオリティーが低いとか、ある意味、線引

きをしているようにも思います。果たしてそうでしょうか。建設会社はほぼ99％、測量関係

はほぼ90％など、特に公共事業については地元企業への配慮が見受けられます。受注しなが

らクオリティーを高め、雇用にも税収にも貢献しているように思います。建築などは労務費

以外、ほとんど外注に頼らなければできませんし、町内から供給されるのはごく一部にすぎ

ないと考えます。地元事業者の受注は大いに結構だと思います。ですから、什器備品だとか

消耗品、印刷製本なども公共事業者と変わらないというふうに考えますので、今後ご検討す

る必要があるかと思いますけれども、町長、いかがでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 議員のご質問でございますけれども、これにつきましては、今までも

郡内や町内、いろいろと関係の業者さんにお願いをして、指名をして発注をしているところ

でございまして、町内の業者さんのほうに数としては多く指名されているというふうに考え

ております。その中で競争をいただいて、商品を納めていただいたということでございます

ので、それは町の中の業者さんを特に優遇をして、優先をして指名をするという形で行って

おります。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） 指名をいただいているということでございますけれども、その辺も私
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が調査したところ、やっぱりそうでもないところもあると。私も100％は調査できませんの

で、たまたま調査したところがそうだったのかもしれませんけれども、そういう傾向にいま

だにまだあるんではないかというふうに考えられますので、ぜひ町長が今答弁なさっている

とおり、ご努力を欠かないでいただきたいというふうに思っております。 

  ちなみに、29年度だとか、ことしもそうですけれども、当然ながら住宅新築・改修補助金

だとかいろんなものがございます。例えば、補助金を差し上げるのに対しても、当然町内業

者と町外業者の金額に差をつけていると、これはいいことだと思います。決して悪いことで

はないと思っていますけれども、こういった意味では、果たして今言っている什器、備品等

とこういったものについて、それは町長が先ほどから言っているけれども、指名には入って

いると。競争をしたけれども、結果的にとれなかったと、これは結果でございます。当然な

がら不正行為しているわけではありません。しかしながら、今回の庁舎建設に係る什器、備

品、議会案件が３件あって、そのほか大きい物件は３件ございました。それも全部町外業者

です。こんなことは本当はあり得ないんだと私は思いますけれども、その辺、町長どういう

ふうにお考えですか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） そういった資料を議員がごらんになったということでございまして、

昨年の観光宣伝関係の消耗品費につきましては、町内が57件、町外が15件というふうな実

績も上がっております。そういったように、町内業者には取り扱いができない部分というも

のもございますので、そういった面のものを見ると、町外が多くなるということでございま

して、以前から町内の事業者の皆様を優先して、優遇してという姿勢は変わっておりません。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） 町内業者を優先、優遇しているということで、ぜひその辺を堅持をお

願いしたいというふうに思いますし、それも町長がおっしゃっている部分と私が調査してい

る部分というのは、やっぱり違うんだと思うんです。要するに、答弁側での話とやはり質問

している側というのは見ているところが違いますので、開きはあって当然かと思いますけれ

ども、町長が今答弁された、そのようなことで、今後もぜひ取り組んでいってほしいという

ふうに思っております。 

  ３つ目にあります中小企業の振興基本条例等がございました。この中に基本理念というこ

とで、中小企業、小規模企業の振興ということでうたわれているところでございます。そう

いった中で違う方向から町長は答えましたけれども、当然ながら町の責務というところで、
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中小企業、小規模企業の振興に関する施策を実施するものとするということで、先ほど述べ

ていただいたのがそうなのかなというふうに思っておりますけれども、こういったものは、

きちんとここにおります幹部の皆さんは全員ご存じなんでしょうね。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） この条例につきましては、町幹部全て知っているところでございます。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） 全て知っているというんで、それは全く町長は何をやっているんです

かね、そんなことはないと思います。ぜひ約束していただきたいというふうに思います。こ

ういったものがきちんと制定されているということで、当然ながら課長会議等で、きちんと

こういった理念のもと考えてくれということをきちんと伝えていただく。そしてまた、その

課長から部下に対して、こういったことをちゃんと伝える、こういったことをきちんとされ

たほうがいいと思いますけれども、その辺、町長のお考えはどうでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 竹渕議員から細部にわたってご配慮いただいております。執行部は執

行部としてしっかり取り組んでおるところでございます。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） 執行部は執行部としてというか、そんな人をばかにしているようなこ

とを言わないでほしいですね。素直にとれないんですかね。素直にそういうふうにさせてい

ただくとか、もうしていますとか、そういう答弁になるんじゃないんですか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 竹渕議員が期待をする答弁と私の答弁が合わないという部分は、それ

はあるかもしれませんが、今ご質問の案件につきましては、答弁をしているところでござい

ます。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） ありがとうございます。 

  そういった人間だというふうに認識をさせていただきますけれども、私はそんな難しいこ

とを言っていないんです。こういった基本条例があるので、課長にきちんと伝えて、その課

長がきちんと下に伝えるべきだと思いますけれどもという質問をしているんです。何か難し

い質問をしていますかね。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 
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○町長（中澤恒喜君） お答えいたしましたように、既にしっかりと取り組んでおるところで

ございます。 

○議長（浦野政衛君） ６番、竹渕議員。 

○６番（竹渕博行君） わかりました。それではそのように対応はさせていただきたいという

ふうに思います。私からは以上でございます。ありがとうございました。 

○議長（浦野政衛君） 以上で、竹渕博行議員の質問を終わります。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◇ 須 崎 幸 一 君 

○議長（浦野政衛君） 続いて、14番、須崎幸一議員。 

  14番、須崎議員。 

（１４番、須崎幸一君 登壇） 

○１４番（須崎幸一君） ただいま浦野議長より許可をいただきましたので、一般質問通告書

に基づきまして質問をいたします。 

  町民福祉の向上のために町がさまざまな事業を実施するには、まず必要不可欠なものとし

て、事業の財源を確保しなければなりません。財政運営において恒久的に安定した財源を得

ることができれば運営しやすいと思います。しかし、残念ながら現状では自主財源の確保が

厳しい状況にあるので、地方交付税、地方債等依存財源に頼るほかありません。当町では地

方債残高が平成29年度では全会計で約151億円と多額となっております。借金体質の財政運

営であると言わざるを得ません。 

  しかし、町が財政健全化に向けて日々努力をされている成果が、平成18年３月の町村合併

以来、東吾妻町として13年目を迎えている中で、数字的に見て、結果としてあらわれている

と思います。人件費の削減や事業の見直し等を図りながら、計画に基づき、必要な事業は合

併特例債等の有利な起債をして行ってきた経緯があります。合併特例債事業では、原町小学

校校舎建設や給食センターの新設等、教育施設の整備に力を入れてきた感があります。公共

施設等の整備事業については、平成30年度で実施をしている庁舎建設事業や原町保育所建設

をもって大きな事業は完了したように思いますが、今後の事業について考えてみますと、ダ

ム関連事業では、吾妻峡周辺整備事業や大柏木プラントヤード跡地利用など。また、中央公

民館の耐震化工事、町民体育館の改修工事、坂上小学校、岩島小学校の空調設備工事、東吾
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妻中学校校庭の整備工事、道路管理における橋梁等の長寿命化修繕計画による事業、町営住

宅の再編による中層住宅化、上信道建設工事関連による町道整備などが挙げられます。また、

吾妻広域町村圏組合の消防本部及び東部消防署の建設負担金などがあります。そう考えます

と、まだまだ公共施設やインフラ施設の更新や、大規模改修に多額の財源が必要になること

が予想されます。その事業に対する財源確保を一体どこに求めたらよいのか。そこで、以下

のことについて質問をいたします。 

  さまざまな事業を実施する場合において、必要とする財源の基本的考え方は何か。自主財

源が厳しい町にとって期待されるのが町債発行であり、有利な起債として合併特例債、辺地

債、過疎債などが挙げられます。今後はそうした有利な起債の活用が難しくなってきた場合

に、財源の確保をどうするのか。財政健全化を図り、事業を実施していく中で、経常経費に

ついては財源の確保を最優先しなければなりません。その財源は何か。今後実施する公共施

設等の整備事業にどのような財源を充当するのか。地方債発行を財源とする事業で、有利な

起債である合併特例債事業は平成32年度終了となるが、その後の財源についてどう考えてい

るのか。実施する事業の財源内訳であるが、国庫支出金、県支出金、地方債、その他一般財

源などが挙げられます。財政運営に影響を及ぼす要因として地方債発行があると思うが、

100％交付税措置が見込まれる臨時財政対策債、70％交付税措置がある過疎債、80％交付税

措置がされる辺地債の発行に限定する方針で地方債を発行することはできないか。最後に、

実施する事業と財源について、具体的にわかりやすい資料を作成し、町政懇談会で説明をし

たり、ホームページに掲載して住民の理解を得るようにすべきであると思うがどうか。以上

のことについて質問いたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、町長の答弁を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） それでは、須崎議員のご質問にお答えをいたします。 

  まず、１点目のご質問でございますが、各事業担当課には、予算要求の段階で、国・県支

出金等の確保について積極的に行うよう指示しており、特定財源のない事業につきましては、

予算査定時点でも、財政措置の優位な地方債の活用や各種積立基金の取り崩しについて調整

し、一般財源等留保財源の確保に努めております。 

  次に、２点目の質問でございます。 

  辺地債は町独自の辺地総合計画を策定することで、継続して発行が可能でありますが、合
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併特例債と過疎債につきましては、法律により選定基準や発行可能年度に制限がございます。

それらの起債が活用できなくなった場合には、基本となっている地方債、例えば道路橋梁関

係であれば地方道路等整備事業債、教育関係であれば学校施設等整備事業債、消防関係であ

れば緊急防災・減災事業債等を活用して事業を行っていくことになりますが、そうなります

と、交付税措置率は合併特例債や過疎債に比べると低くなり、町単独費を持ち出す割合が多

くなる状況でございます。今後、特に過疎債につきましては、継続に向けて国の動向を注視

してまいります。 

  続いて、３点目になりますが、経常経費に対する財源は、基本的に一般財源を充当するこ

とになります。経常経費充当一般財源の主なものは、町税、地方譲与税、地方消費税交付金、

普通地方交付税等でございます。 

  ４点目の質問でございますが、今後実施する公共施設整備については、施設区分によって

さまざまな財源が考えられますが、今までと同様に、財政健全化比率の動向を考慮しながら、

町にとっても最も優位な財源を確保して、充当してまいります。 

  次に、５点目の質問でございます。 

  合併特例債につきましては、発行期限を合併後20年間とする改正特例法が本年４月に成立

をし、当町の場合も平成37年度までに期限を延長することが可能となりましたが、本起債は

町村合併以降、計画的に発行してきており、現在実施している庁舎建設事業や保育所建設事

業をもって発行可能限度額に近づくため、積極的な活用は今年度が最終年度となります。合

併特例債の本旨は、旧町村間の不均衡を是正するためのものでありますので、今後そのよう

な不均衡が生じた場合には、５年間で積み立てを行った合併市町村振興基金等の活用も視野

に入れて、予算を編成してまいります。 

  続いて、６点目でございますが、国の地方債計画は、地方公共団体の要望等が取り入れら

れながら、毎年度改定が行われ、交付税措置率等も改善しております。また、近年、全国的

にふえている自然災害等に対応するため、国の予備費費用や補正予算に係る起債については、

交付税措置率を一時的に拡充している地方債もあります。特定の地方債に限定しない状況で

も、現時点ではご指摘のとおり、交付税措置率が70％以上のものを活用している状況であり

ますので、地方債の選定に当たっては、引き続き優位なものを使用してまいります。 

  最後に７点目の質問でございますが、当町の予算につきましては、事業別予算で編成を行

っているため、歳出予算書の事項別明細書もそれぞれの事業ごとになっている状況でありま

すが、歳入である財源については専門的な知識がないと読み取りがたいかもしれません。今
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後は主要事業等につきまして、事業費と財源の関係がわかりやすい資料の作成を検討してま

いります。 

  以上でございます。 

○議長（浦野政衛君） 町政一般質問の途中でありますが、ここで休憩といたします。２時10

分まで休憩いたします。 

（午後 １時５９分） 

 

 ──────────────────────────────────────────── 

 

○議長（浦野政衛君） 再開いたします。 

（午後 ２時１０分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

○議長（浦野政衛君） 14番、須崎議員。 

○１４番（須崎幸一君） 何点か質問させていただきます。 

  回答がかぶるかもしれませんが、ご了承願いたいと思います。 

  合併特例事業でですけれども、事業費の上限があって、現在残額が、私が調べたところで

約3,800万円ほどと聞いているんですけれども、平成37年度で終了ということでございますが、

その後についてでございますけれども、基金造成事業による合併市町村振興基金を取り崩し

て事業を行うとして、今後どのような主な事業を何か考えているのかお聞きしたいんですが、

現在私の調査によりますと、約１億3,900万円ほどの基金充当累計額がありまして、平成31

年度当初で取り崩し可能額は３億8,000万円、取り崩しをしないで平成38年度まで持ってい

きますと、当初で取り崩し可能額は８億6,000万円というふうになると思うんですが、毎年

１億2,000万円ほど取り崩していけば、38年度にはほぼ使い切ってしまう計算となりますけ

れども、町長、この合併市町村振興基金、取り崩してどのような事業の実施を考えているの

か。主な事業でよいですけれども、考えていることがあればお話しいただければと思います。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） ご質問の点につきましては、今年度からこども園、小学校、中学校の

給食費を無料化にいたしましたので、その財源として使っておるところでございます。基本
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の充当につきましては、臨時的というふうに考えておりますので、町税の動向を見ながら一

般財源を充当していく予定でございます。今後も東吾妻町の活性化、発展のために有効な活

用をしてまいりたいと思っております。 

○議長（浦野政衛君） 14番、須崎議員。 

○１４番（須崎幸一君） 今の回答ですと、今年度から恒久的に財源が必要とする給食費の無

料化事業、これは合併市町村振興基金で財源としてというふうなご回答をいただきましたけ

れども、今臨時的と申し上げましたけれども、今回の平成30年度以降でもこれを充当する、

来年度、平成31年度とかにも３年ぐらいは充当したいとかというふうな考え方は、今のとこ

ろあるんでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） ご質問の点につきましては、八ッ場ダム下流の導水管の整備によりま

して財源が入ってくる。また、大型の太陽光発電所もできてくるというふうなことで財源も

見込まれますので、そういったものの動向を見ながら対応してまいりたいと思っております。 

○議長（浦野政衛君） 14番、須崎議員。 

○１４番（須崎幸一君） 他の財源を見つけてというようなお話でしたけれども、今回6,000

万円ほど充当しているんですかね。ですから、今後どういうふうになるかという部分の中で、

もし今言った部分については、ほかのもので臨時的ということなんで、この給食費の無料化

については平成30年度でもって、来年度以降はこの基金を取り崩しては行わないということ

というふうに解釈をさせていただきますけれども、それが基本だというふうなことでいいと

思うんですが、そのほかに、この合併市町村振興基金を財源として何か考えておられるんで

しょうか。私が想像するに執行部ではないので、お話はちょっとあれなんですけれども、最

初に申し上げた町村の広域圏の組合の消防本部と東部消防署の関係の建設における負担金、

これは多額な負担金が出るような所在町村ということであると思いますけれども、それにも

この基金を充当する可能性があるような気がするんですが、そのほかに財源を求めるところ

はちょっと少ないのかなというふうにも思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 議員お尋ねの中で出てまいりました広域消防本部と東部消防署が、来

年度から太田中学校の跡地に建設の事業が始まるということでございますので、そういうも

のにも当然この基金を使っていくことも可能かと思っております。いずれにいたしましても、

町の将来のためにさまざまな面を考えながら、有効な支出をしてまいりたいと思っておりま
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す。 

○議長（浦野政衛君） 14番、須崎議員。 

○１４番（須崎幸一君） 基金造成による今申し上げた合併市町村の振興基金ですけれども、

これからいろいろな公共施設等の整備事業に多額の費用がかかると思いますけれども、ただ、

この基金についてはいろいろ制約があると思いますので、多分整備事業等には難しいのかな

というふうに思うんですが、結果的にそういうことをいろいろ考えますと、いろんな事業を

する場合に、やはり地方債の発行やそのほかの財政調整基金等の基金を取り崩して、財源に

する方法しか、現状ではほかにないような気がいたしますけれども、町長その辺については

いかがでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 議員おっしゃるとおりでございまして、答弁の中でお答えをいたしま

したように、今後は優位な地方債の活用また各種積立基金の取り崩し等も行いながら、財源

の確保を行ってまいりたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） 14番、須崎議員。 

○１４番（須崎幸一君） そういう方法しか、今のところ自主財源の確保は難しい中ではない

のかなというふうに思いますけれども、私が考えるには、どうしても現状の借金を抱えたま

まで財政運営を今後も続けていかなければ行政運営できないというふうに感じておるところ

です。 

  町民から見ますと、この借金の多くが、国からの交付税措置されることを知らないという

部分で不安を持っている。この町は貧乏な町なんだよねみたいな、よくそういったことを言

われる。借金が多い町だよねというふうな形で町民の方から聞かれることが多いんですけれ

ども、そういった意味で、あらゆる機会を通じて、事業と、そしてその財源について情報公

開に努めていただいて、町民の理解を得ることが私は肝要であると思いますけれども、その

点について、町長いかがでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） おっしゃるとおりでありまして、主な事業につきまして事業費とまた

財源の関係がわかりやすいような、町民の皆様によく理解できるような資料を作成いたしま

して、町民の皆様に理解を得てまいりたいと思っております。 

○議長（浦野政衛君） 14番、須崎議員。 

○１４番（須崎幸一君） ぜひ、町民理解のもとに行政運営をしていただくためには、よく理
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解をしてもらう、情報公開をしてもらうということが大切なことだというふうに思っており

ます。そういった意味ではわかりやすい事業と財源について、できれば町政懇談会等におい

て、その地区に関係するような事業、それとその財源はこうなんだよというような形で、そ

れぞれ地区で毎年町政懇談会を開かれているようですので、そこで説明をしていただくこと

も一つの一考かなというふうに私は考えるところでありますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  財政健全化が確実に図られている現在、これを後退することなく、維持しながら安定した

財政基盤を確立して、財源の確保に努め、各種事業を展開し、町民生活の向上に向けてさら

なる努力を、町長が３期目ということでもございますので、充実した中で頑張っていただい

て、町民のために一生懸命働いていただけることがいいのかなというふうに私は思いますの

で、よろしくお願いを申し上げます。最後に一言、どうぞよろしくお願いします。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） おっしゃるように町民の皆さまの生活がさらに向上するため、町財政

基盤をしっかり確立いたしまして、財源の確保に努めまして、将来町のためになるような振

興のために各種事業を展開していく、そういった努力をこれからも続けてまいりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 以上で、須崎幸一議員の質問を終わります。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◇ 青 柳 はるみ 君 

○議長（浦野政衛君） 続いて、13番、青柳はるみ議員。 

  13番、青柳議員。 

（１３番 青柳はるみ君 登壇） 

○１３番（青柳はるみ君） 通告に従い、一般質問をさせていただきます。 

  特別支援学校高等部開校を機に「障がい者、高齢者の活躍の町」に。 

  障害者総合支援法に基づき、町が地域生活支援事業をしております。実施する事業で、創

作活動や生産活動の機会の促進、社会との交流の促進を図っております。来春の高等部生徒

を迎えるに当たり、通学路の安全点検、補修をしていますか。町民の支援学校への意識を高

めるにはどうされますか。高校と町の仕組み、行事などに参加していただき、「誰もが活躍
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の町」のスローガンに基づき、地域の輪の中で育てていく思いはありますか。ほかの郡内町

村より支援法に基づく施設が多い当町が、共生社会実現のシンボルとして、「やさしい町」

としていくことが当町の個性を出せることと思いますが、町長のお考えはどうか見解をお聞

きいたします。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、町長の答弁を願います。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） それでは、青柳議員のご質問にお答えをいたします。 

  １点目でありますが、特別支援学校高等部では、生徒が将来の生活自立に向けて、発達段

階に応じてみずからできることをふやしていくことが必要との観点から、通学に関しまして

も、なるべく生徒自身が自力で取り組めるよう指導しているところであります。ただし、障

害の状態や家庭の状況では、保護者が送迎するケースもあるようであります。来年春に当町

へ移転する吾妻特別支援学校高等部は、旧吾妻高校の通学路を引き続き利用いたします。こ

の高等部は知的障害を対象としており、視覚障害や肢体不自由の生徒が必要としているバリ

アフリー対策は求められておりません。町といたしましては、学校と連携しながら、群馬原

町駅と学校間の環境整備、安全確保にできる限り協力してまいりたいと考えております。 

  ２点目につきましては、吾妻高校を改修するに当たり、県教育委員会が地元区長さんや地

域の方々へ説明に入った際に、参加者から吾妻特別支援学校高等部の開設を歓迎しますとい

うご意見をいただき、学校の関係者は非常に力づけられたということでございます。小さな

ことかもしれませんが、朝の挨拶運動の奨励なども、人間関係、信頼関係を築く一歩となる

と考えております。また、町は、学校給食センターで調理した給食が提供できるよう準備を

進めております。県立の学校ではありますが、地域の方々とともに学校づくりに協力をして

いきたいと考えております。 

  ３点目ですが、まず学校と町の双方が生徒の自立を促すことを大前提に取り組むべきであ

ると考えております。具体的な例を申しますと、地域行事などへの参加です。これは援者と

しての参加もあれば、係員としてのお手伝いもあります。中学生と協働でふれあい道路や駅

周辺の環境美化作業に参加をいただいたり、中学生が特別支援学校で職場体験を行うことな

ども考えられます。町の文化祭やスポーツ行事への参加、農作業、グラウンドゴルフ愛好者

の皆さんとの交流などは実現が可能であると思っております。また、学校では、学校通信の

地域への回覧も予定をしているようであり、お互い理解が深まり、地域に受け入れていただ

けるものと期待をしております。これまでの吾妻高校と同様、地域の方々に見守っていただ
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きながら、力を合わせて吾妻特別支援学校高等部の歴史をつくっていきたいと考えておりま

す。学校が目指すのは、地域の学校へ通うとともに、地域で生活すると伺っております。障

害の程度により、地域の施設でお世話になる場合もあれば、地域の企業で就労する生徒も多

くいます。地元企業が作業実習や一般就労者として受け入れていただくようにと、町として

手助けができればと考えております。 

  ４点目でありますが、町内には障害者支援施設のやまばと及び大原荘が、矢倉地区には吾

妻東部を対象とした地域活動支援センターがございます。昨年度は郡内で最初の放課後等デ

イサービスが植栗に開所いたしました。今月には障害者就労移行支援事業所ワークスタジオ

吾妻が、原町地内に開所いたしました。ことし３月まで、郡内出身の特別支援学校生徒は、

郡外の高等部へ通うか、進学せずに施設に入るかという状況でありました。郡外の特別支援

学校を卒業した場合の進路につきましても、出身者との距離があるなどの課題もありました。

今後も吾妻特別支援学校と地域が連携して、一層の共生社会実現に向けて、一人でも多くの

生徒が、住みなれたこの地で自立し、暮らしていけるよう、ご理解、ご協力をお願いいたし

ます。 

  以上でございます。 

○議長（浦野政衛君） 13番、青柳議員。 

○１３番（青柳はるみ君） ありがとうございました。 

  県立学校ですので、塀の問題とか地域から吾高のプールの塀は長くありますけれども、そ

のようなことが出ているでしょうか。ブロック塀です、吾妻高校のプールのところの。町か

らとか地域から要望が出ていますか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 県の所管する土地、施設でありますので、町のほうには特段そういう

話は聞こえておりません。今はプール等の解体工事が行われているものかと思っております。 

○議長（浦野政衛君） 13番、青柳議員。 

○１３番（青柳はるみ君） こちらで得た情報では、今あそこを通りますと、地震が来たとき

にはこの塀から離れてくださいと、３カ所書いてありますけれども、すごい高いところにあ

るので、何かあれば大変だなとは、見上げて毎日見ているんですけれども、あそこの塀を取

って、西側にある金網状の塀を移設するということは情報で聞いているんですけれども、見

るからに危なそうな塀なので、ことし中にやるのかなという情報は得ています。西側の入れ

かえるということを言っているんじゃないかと思うんですけれども。 
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  そして、今、町長のほうから施設、企業での就労も将来的にできればいいなというお話を

していただきました。先週ですか、ワークスタジオが９月３日に開所して、町長も出席され

たとは聞いております。これが障害者のハローワーク的なところだと思いますけれども、こ

のようなものができて、本当にうれしいなと思いました。 

  先進事例で高崎市なんですけれども、２年前に見学してきましたが、町からの各企業への

働きかけがありまして、半導体の会社がベビーリーフとかレタスとか、水耕栽培の会社をそ

の半導体の技術を使ってやっているんです。ちょうど環状線をずっと来ると、ここから長野

県に行きますよと分かれる道があるんです。ここの角のここにあるんですけれども、半導体

の会社が、その障害者のためにつくった水耕栽培のところ、水耕栽培ですから全く雑菌がな

くて、１週間くらいぱりぱりのレタスなんです。障害者の人が、ゆっくりとこの水が流れて

きて、水が汚れるのをゆっくりすくっているんです。それもはしはし、ぱんぱんすくうんじ

ゃなくて、ゆっくりすくわなくちゃいけない状態で、ちょっと不自由な人にとってはちょう

どいい速さで、その製品がすごい売れていて、ぱりぱりだから、それで１つくださいと言っ

たんです。そうしたら、余分はありませんと。レストランに契約して、あとどうしても欲し

ければ、県民会館の前にちょっと高級なスーパーがあるんですけれども、そこに行ってくだ

さいと。そこに行きましたら、そこの就労者がつくったぱりぱりのレタスが、ちょっと高い

んですけれどもどんどん売れているんです。１つ買ってみて家に置いたら、１週間しても全

然鮮度が落ちない。これならレストランとか欲しいんだろうななんて。そんなふうに行政か

らの働きかけで企業が応えてやっているところがありますので、将来的にはそういうところ

が出てくればいいなと思います。 

  吾高と同様に町で一緒に歴史をつくっていきたいというお話をいただきまして、非常にう

れしかったんですけれども、吾妻郡は温泉で日本一、農作物で日本一という特徴のある町村

がありますけれども、我が町は何とか温泉とか特にないところで、住民が生活の中でそうい

う支援学校の子たちと一緒に町の生活を楽しんでいるという、そのような個性をつくるのに、

共生社会のシンボルとして一番今がいい、支援学校とともにやっていくことが一番いいと思

いますが、とにかく町民に理解していただかなくちゃいけませんので、町としても広報なん

かに支援学校とのコラボ、やったことなどを載せていただきたいと思いますが、そういう支

援を町でしていただけますでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 新しく吾妻高校跡地に特別支援学校高等部が入るということで、町の
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中の施設ということで、町民の皆様と一体となって、この学校と共生して交流をしながら、

この町で生徒さんが将来的にも元気に生活をしていただくというふうに、さまざまな面で支

援をしてまいりたいと思っております。 

  また、お話の中に出ましたワークスタジオ吾妻につきましては、町の職員が積極的な誘致

活動を行って、町内に開所してくれたということでございまして、事業所の責任者も非常に

やる気満々でありまして、しっかりやってくれると思っておりますんで、大変期待をしてい

るところでございます。 

○議長（浦野政衛君） 13番、青柳議員。 

○１３番（青柳はるみ君） ありがとうございます。 

  ワークスタジオ群馬、このようなものが本当に来てうれしいし、既に申し込みも聞いてお

りますし、またこういうところあるよというんで紹介していきたいと思っております。また、

保健センターの就労支援の方がすばらしくて、本当に私たち素人ではどうにもならなかった

ちょっと長いひきこもりの人が、保健センターの職員によって出ているんです。本当に見事

だなと、やっぱりそういう勉強をしてきた、また経験がある人はすごいななんて思って、こ

のワークスタジオ群馬に通うことになっているんです。そういう成果もあって、出てきて、

そしてその上でワークスタジオ、またほかの郡内の町村に聞くと、やっぱり施設が少ないん

ですね。これからふやそうというところが多いです。その中で、我が町はこんなにあります

ね、今町長が言われました矢倉の作業所、地域活動支援センター、西榛名、オリヂン、大原

荘、やまばと、植栗にある知的障害者のためのグループホーム、また放課後デイサービス、

そしてハローワーク、今ワークスタジオはどこにあるのと思われたかもしれませんけれども、

文真堂の前のいろんなお店が並んでいる一角です。今度見ていただければと思います。この

ようなものを引っ張ってきた、またこの中でどうか町長が先頭になって企業への取り組み、

初めは企業に勤めるとかじゃなくて、今おっしゃいましたように、中学生と一緒に体験する

とか、そういうのかもしれませんが、ぜひ企業でそういうものができていけばななんて将来

的に思います。 

  町のイベントの中で一緒にやっていきたいというお話がありましたけれども、例えばどん

なことに一緒にできる、この間のお祭りだってそういうブースができたり、一緒にできたら

と思いますけれども、いろんな場面で一緒にやっていきたいと思いますが、前橋市の県民会

館の後ろのほうにある福祉会館では、レストランがあって、カフェ、そこで支援学校を卒業

した人が働いています。また、ボランティアの人も短時間ですが、お昼だけ一緒に入って、
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ボランティアの人がちょっとお手伝いしています。そのように公共施設のカフェで働いてい

るということもあります。今一番先の髙橋議員の中のそんな話がありましたけれども、これ

からどんなものがここの跡地にできるかわかりませんが、もしカフェとかできたら、そうい

う卒業生も働けるところがあればいいななんて思っておりますが、そんなことは町長の中に

夢があるでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 障害者の方が働けるような、例えばカフェのようなものということで

ございますけれども、この役場庁舎の跡地にも交流の場をつくっていこうという考えもござ

いますので、そういった中にそういった障害者の一つのショップといいますか、カフェのよ

うなものがつくっていければというふうなことも考えられると思います。 

○議長（浦野政衛君） 青柳議員、ちょっとお待ちください。 

  教育長、お願いできますか。 

  教育長。 

○教育長（小林靖能君） ありがとうございます。 

  特別支援学校の生徒と町のコラボとか、その面についてですけれども、町長の先ほどの答

弁の中にも、生徒さんたちが自立ができることが大前提だと、これは教育で当然そうなんで

すけれども、とりわけやっぱり特別支援学校の生徒さんたちは、それが大前提であります。

この町でこれをやる、あれをやるということよりも、こういう場がありますからということ

で学校と相談しながら、学校の教育課程の中の一部に組み込んでもらえるような、そういう

方向でこれからはこの町が考えて、そして特別支援学校の生徒さんたちと一緒にいろんな面

で活動が共有できる、そうすることが特別支援学校の生徒さんのことを町の方々も、それか

ら企業の方々も理解してくれるし、特別支援学校の学校も生徒さんも、この町のことにうん

と理解を示してくださると、そんなふうに今は考えております。 

○議長（浦野政衛君） 13番、青柳議員。 

○１３番（青柳はるみ君） ありがとうございます。 

  今答弁にありました、まず声かけのおはようから始まって、一緒に歴史をつくっていきた

いと思います。答弁ありがとうございました。終わります。 

○議長（浦野政衛君） 以上で、青柳はるみ議員の一般質問を終わります。 

 

 ────────────────────────────────────────────  
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◎延会について 

○議長（浦野政衛君） お諮りいたします。本日の会議はこれをもって延会したいと思います。

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本日はこれをもって延会することに決定いたしました。 

  なお、次の本会議はあす９月14日午前10時から会議を開きますから、ご出席をお願いい

たします。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎延会の宣告 

○議長（浦野政衛君） 本日はこれをもって延会いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

（午後 ２時４３分） 
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（第 ４ 号） 
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 ────────────────────────────────────────────  

 

◎開議の宣告 

○議長（浦野政衛君） 皆さま、おはようございます。 

  連日大変お疲れさまです。 

  ただいまより本日の会議を開きます。 

  なお、山田信行議員から病気のため、欠席届が提出されておりますので申し添えます。 

（午前１０時００分） 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議事日程の報告 

○議長（浦野政衛君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

  議事日程に従い、会議を進めてまいります。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎町政一般質問 

○議長（浦野政衛君） 日程第１、町政一般質問を行います。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◇ 金 澤   敏 君 

○議長（浦野政衛君） 初めに、12番、金澤敏議員。 

（１２番 金澤 敏君 登壇） 

○１２番（金澤 敏君） それでは、通告に従いまして、私の一般質問をさせていただきます。 

  地域経済の活性化と、ここ数年盛んに言われるようになってきております。しかし、その

目標の実現がほとんどの自治体で達成できていないのが現状です。そのことについて、町長

の分析と見解をまずは伺います。 

  そして、全国的に見ても、中小企業、小規模企業の占める割合が、地域企業の99.8％を
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占めているとの調査データもあります。これは、事業活動の場と生活の場の近接性によるこ

とから、中小・小規模企業が活性化することは、とりもなおさず地域経済の活性化に繋がる

のではないかと考えられ、したがって、地域内での循環型地域経済、イコール地域内再投資

力の強化となることから、その実現が求められているのではないでしょうか。 

  ただしかし、「言うは易し行うは難し」が現実です。短期的な結果を求めるのではなく、

長期な目標を立て、腰を据えて取り組むしかないと考えますが、町長の見解を伺います。 

  ことし４月には、小規模企業振興基本条例が制定されました。これは、私が何度か一般質

問でも取り上げ、民主的商工団体からも申し入れのたびに要望してきたものであります。こ

の基本条例は理念条例であることから、魂を入れ生かしていくのはこれからです。まずは、

地域の中小・小規模企業と行政が理念を共有化し、地域の将来について共通のビジョンや認

識を構築し、共有していくことが重要かつ必要ではないでしょうか。そのためにはまず、地

域経済、中小・小規模企業の実態や現状を客観的に把握するためにも、行政みずからがアン

ケート調査や聞き取り調査、そして、データベースづくりや分析を行い、現状把握をしてい

く必要があると思いますが、町長の取り組む姿勢を伺います。 

  なぜこのような質問をするかといえば、これからの町づくり、まさに協働の町づくりを行

っていくには、具体的な施策の検討、実績が欠かせません。当然、協働の町づくりは自治体

職員と住民が中心になり、話し合いや議論を行っていかなければなりません。基本条例はま

さにそのことを求めています。小規模企業者と自治体職員の両者の信頼関係が育まれないと、

振興基本条例の理念や精神が生かされず、地域の経済、社会を持続できなくなり、地域の衰

退につながる危険性があります。 

  両者の信頼関係を築くための取り組みをどのように進めていくのか、町長の見解を伺いま

す。 

  以降は、自席にて質問を続けてまいります。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、町長の答弁を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） それでは、金澤議員のご質問にお答えをいたします。 

  １点目でありますが、その要因は、人口の減少や少子高齢化にあると思います。このこと

が、地域経済圏での消費活動の停滞や経営者の高齢化、事業継承者不足につながったり、広

域的な販路を持たない小規模事業者の廃業などにつながっていると思います。深刻な課題で
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即効性の手だてがないのが現状でございますが、小規模企業振興基本条例の理念のもと、国

や県、町商工会とも連携し、長期的に、多角的に取り組む必要があると考えております。 

  ２点目のご質問ですが、議員ご指摘のように、腰を据えて長期目標を立てて取り組むこと

が大切と考えております。それには、東吾妻町まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる36

事業を着実に行うことや、総合計画の重点施策に掲げた中山間地域の特性を活かした産業を

創出するため、各産業界や金融機関など、分野別有識者による横断的な産業振興プロジェク

トの推進組織を立ち上げ、戦略的な産業振興策を策定し、取り組みを行ってまいりたいと考

えております。 

  ３点目でありますが、商工会では、平成29年度でアンケート調査を実施をいたしました。

その結果は、町職員や金融機関・有識者を集めて報告会が持たれております。こうした会合

を重ねながら、先ほども申し上げました、産業振興プロジェクト推進組織の立ち上げや振興

策につなげていきたいと考えております。また、会議等進める中で、新たな分析が必要なも

のにつきましては、取り組んでまいりたいと考えております。 

  ４点目につきましては、住宅新築改修等補助金制度を、平成29年４月に改正いたしました。

従来の要綱は、その建物につき一度限りとしてまいりましたが、住宅を改修する機会は、生

活スタイルの変化に伴い発生するものでありまして、毎年補助金が受けられるように改正を

いたしました。このことにより、平成29年度の交付決定は、例年50件前後の申請で推移を

していたものが、73件、額にして1,519万6,000円の交付決定をしております。対象工事費

としては約５億2,000万円となり、地域経済圏での消費活動、大きな成果をおさめていると

思います。この制度改正は、町政懇談会でのご意見や、商工会傘下の職工組合の皆さんと交

流する機会があり、いただいたご意見等を検討した結果でございます。今後も機会あるごと

に町民の皆さんと交流を行い、信頼関係等を築き、そこで得られましたご意見や情報等を検

討し、制度や政策につなげてまいりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 12番、金澤議員。 

○１２番（金澤 敏君） はい、わかりました。 

  平成29年度に商工会がアンケート調査を行ったと、そして報告会をしたということを、今

おっしゃいましたけれども、そのアンケート内容をかいつまんで説明していただきたいと思

います。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） アンケート調査の結果につきまして、ここにまとめられておりますけ
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れども、ここで口頭でご説明するよりは、議員のほうにこれをコピーしてお渡ししたいと思

います。 

○議長（浦野政衛君） 12番、金澤議員。 

○１２番（金澤 敏君） アンケートのコピーをもらう、やぶさかではありませんけれども、

だから、そのアンケート結果を町長がどのように認識し、どのように分析し、この町の小規

模企業をどう育成していくのか、そういうところを答えてほしいのですけれども。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） アンケート調査の結果につきましては、調査の資料をご返信いただき

ました事業主につきましては、７割以上が60歳以上の事業主だということでありまして、高

齢化が進んでおるわけでございます。そのうち、後継者が決まっていない事業者につきまし

ては６割を占めているということでありまして、ここに大きな事業継承についての問題があ

るなと思っております。 

  販路につきましては、縮小していると回答した事業者が約５割おりました。業種によって

も差が大きく見受けられまして、小売業、サービス業で縮小の傾向が見られたということで

あります。その中で、販路拡大を志向する若い事業主、30歳から49歳までの事業主でござ

いますが、そういう方もおりまして、今後そういった若手の事業主への支援が必要であろう

というふうに考えております。 

  雇用に関しても、販路拡大を志向している事業者の方が雇用意欲は高く、地域の活性化の

ためにも、重点的な支援を実施していくことが必要であろうというふうに考えております。 

  このようなアンケート調査の結果をもちまして、この町の中での事業者の皆さんの要望、

傾向というものを十分に把握をいたしまして、支援すべきところはして、地域経済のこの将

来に向けてますます、活性化していくような手だてをしていくことが必要かなというふうに

思っております。 

○議長（浦野政衛君） 12番、金澤議員。 

○１２番（金澤 敏君） 今、アンケート結果をかいつまんで、町長が、このようなことが読

み取れるんだという、多少分析的なことをやっていただいたわけなのですけれども、第１質

問の中で、総合戦略の中でしっかりとやっている、36項目の中でやっていくので、地域活性

化は進めていけるんだというような答弁でありましたけれども、私は、この我が町がつくり

ました中小企業・小規模企業振興基本条例、これを見ましても、どこにも計画というものが

盛り込まれていないのですよね。条例をつくって条例ができたから、それでいいんだという
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ような内容で、町がどう本当に取り組んでいくかが、大きなくくりとしての計画性がないと

感じるのですけれども、この点についてはいかがでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） この条例につきましては、議員のご指摘のように理念の基本条例でご

ざいます。こういうものをもとにして、これから具体的な計画というものを個々につくって

いくということになろうかと思っています。 

  地域経済の発展のために、やはり町内の小規模事業者の活性化というものは、非常に重要

でございます。そういうものを的確に把握をいたしまして、小規模事業者自身が、計画的か

つ主体的に経営の向上に努めていくということは必要なことでございまして、また、地域社

会全体が小規模事業者の発展のために支援をしていくということが必要かと思っております。 

  これから、この条例に基づきまして、個々に小規模事業者と手をとり合って進めてまいり

たいと思います。 

○議長（浦野政衛君） 12番、金澤議員。 

○１２番（金澤 敏君） 本当に理念条例ですから、これでいいんだ、計画はこれからなんだ

という今の町長の答弁だったと思いますけれども、中之条も同じように一昨年、基本条例つ

くってます。これなんか、しっかり条立てして基本計画の策定というものをつくって、項目

置いてちゃんと策定していきますと、そういうことがしっかり書いてあって、５年ごとに見

直していくんだとか、ちゃんと総合的かつ計画的に、講ずべき施策も、またこれから今後考

えていくのだとか、全部３項目にわたって入ってます。我が町はこれから計画を立てるとい

うことは、この条例をどうしようと思っていたのでしょうか。我が町の基本条例は何が目的

だったのですか。ただつくればいいやという、それだけが目的だったのですか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） この条例は、申し上げましたように、理念の条例でございますので、

こういった中で心構えというものがここに書かれておるところでございます。そのために、

小規模事業者の今後の取り組み、また、その事業者を囲む地域での町を初めとする関係団体

が、支援を行いながら、地域経済の活性化に向けて取り組んでいくんだというものでござい

まして、今後は、具体的な活動というものがそれぞれに出てくるものでございますので、そ

ういった中で、小規模事業者のますますの活性化のために資するよう取り組んでまいります。 

○議長（浦野政衛君） 12番、金澤議員。 

○１２番（金澤 敏君） ますますしてもらいたいなとは思いますけれども、理念条例をつく
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ったからそれでいいではないかではなくて、理念条例に魂を入れてどう動かしていくか、一

歩一歩前に進めるためにはそれなりの計画が必要なのだと思います。この計画、いつごろま

でにつくろうと思っていらっしゃいますか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） これにつきましては、各自治体で取り組み方法が違ってきているわけ

でございますので、あれがいいこれがいいということもございますけれども、それぞれ取り

組む中で、最善の方法を尽くしていきたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） 12番、金澤議員。 

○１２番（金澤 敏君） では、この件に関しては、しっかりやってもらうということでお願

いしたいと思いますけれども。 

  それでは、この我が町の小規模企業と言われている業者の方々がどのくらいいらっしゃる

かということは、つかんでいらっしゃいますか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） アンケートを求めた先は、商工会関係で370件でございますので、こ

れ以外にも会員となっていない事業者もいるわけでございますので、これが最低の線だとい

うふうに思います。 

○議長（浦野政衛君） 12番、金澤議員。 

○１２番（金澤 敏君） 私、平成28年度の経済センサスの数字は、26年度に調査を行って

28年度に発表した総務省が発表した数字なのですけれども、東吾妻町は400という数字があ

ります。これ、10年前の平成18年には、どのくらいぐらい業者がいたか、これつかんでま

すか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 今のお話でございますので、はっきりした数字をここで申し上げるこ

とはできません。 

○議長（浦野政衛君） 12番、金澤議員。 

○１２番（金澤 敏君） 小規模企業振興条例を、理念条例ですけどつくったというときに、

それなりのデータは普通集めるのではないですか。だから、この町として、この町が立ち行

かなくなってしまってはいけない、商店街がなくなってしまってはいけない、地域の住民の

方々が不便するようなことになってはいけない、そういう意味でこういう理念条例をつくっ

ていくのですから、それなりのデータが必要なのではないですか。何か今聞いていると、ち
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ょっと不思議な気がするのですよね。 

  前にも質問したときも、商工会にみんな丸投げして、ここの町のきっと担当としては地域

政策課なのでしょうけれど、その人たちが本当にデータを持っているのかどうかが不思議だ

ったのですけれども、私がこの経済センサスで調べた結果、18年、10年前には562人です。

約３割減ってしまっておりますね。この10年間で。今後この10年間でどう減っていって、

だからどうするんだということが必要なのだと思いますけれども、それが、私としては、ち

ゃんとデータの分析やらデータベースまでつくって、現状把握して、必要があると思うので

すよね。なにか今質問していても、余りにもデータを持っていないので、ちょっと不思議な

感じがするのですけれども、そんなことでこのまま我が町の中小・小規模企業振興に対して

やっていけるのでしょうかね。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 議員のお考えだというふうに思っておりますけれども、今後も担当課

を中心として、商工会関係の皆様とお互いに協力し合いながら、中小事業者の振興に取り組

んでまいりたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） 12番、金澤議員。 

○１２番（金澤 敏君） 商工会との協力ということなのでしょうけれど、どう協力体制を今

以上につくっていくのか。そういうことを答えていただきたいなと思うのですけれど、口先

だけで協力体制をつくっていきますと言ったって、本音も出せない、腹を割って話せないよ

うな関係では無理だと思うのですけれども、そういうことが本当に職員の中からできていか

ないと、町民と信頼関係をつくっていかないと、なかなか難しいと思うのですけれども、そ

れに対しての町長の働き方みたいな、何かありますか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 現状におきましても、地域政策課と商工会関係の関係というものは良

好だと思っております。お互いに情報交換をしながら、連携をしながら仕事をしております

ので、その点につきましてはご心配はいただかなくても、必要ないというふうに思っており

ます。 

○議長（浦野政衛君） 12番、金澤議員。 

○１２番（金澤 敏君） では、心配はしません。 

  もう一つ、細かいことで、ちょっと町長の答弁で気になったのでお聞きしますけれども、

住宅新築改修等、修繕というか、毎年大体50件ぐらいやっていたと、毎年今度は申請が補助
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金が出せるということになったので、73件に伸びたということでありますけれども、今まで

の累計、我が町がこの制度を初めてから、累計で、大体どのくらいの工事金額が行われたの

でしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 例年50件程度の申請があったということでございますので、この点に

つきましては、また、統計資料をお渡ししたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） 12番、金澤議員。 

○１２番（金澤 敏君） 私がこういう質問を、小規模企業振興に関する質問をすると言った

ら、そういう質問が第２質問、第３質問で出てくるだろうと、普通考えるのではないですか。

課長にちゃんと言って、その数字をつかんでおくのが普通なのではないですかね。何かみん

な思いつきだけで、ここの時間をやり過ごせばそれでいいやというような、そういうことが

見受けられるのですけれども。では、きっと、課長後ろにいますからお聞きしますけれども、

件数は何件ぐらい累計でいったのでしょうか。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 議員、ご質問の点につきましては、先ほども申し上げましたように、

統計資料をお渡しをいたします。 

○議長（浦野政衛君） 12番、金澤議員。 

○１２番（金澤 敏君） わかりました。きっと何を言ってもぱっと答えてもらえない。あき

らめるなという声が飛んでおりますけれども、割合、性格的にすぐあきらめちゃうほうなの

で、これ以上、町長に何を聞いても答えはもらえないのだろうなという、そういう寂しい思

いでいつもここへ立っているわけなのですけれども、そうですよね、もう心配しないでくれ

と言われれば、そうですね、そこまで強気に言ってくれるのであったら心配しません。だけ

ど、私どもが町長に一般質問するということは、心配だから質問しているのですよ。今まで

のやり方ではちょっとだめなのではないか。もっともっとこう力を入れるべきところは違う

のではないかとか、そういうことを考えて質問しているので、まともに答えようとしなかっ

たり、こちらのいろいろな疑問やあれに対して、心配しないでくれ、その一言で終わりにし

てしまうような、そういう態度見受けられますと、もうこれ以上質問しても仕方がないと思

いますので、私の質問は、これで終わらせていただきます。 

○議長（浦野政衛君） 以上で、金澤敏議員の質問を終わります。 
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 ────────────────────────────────────────────  

 

◇ 重 野 能 之 君 

○議長（浦野政衛君） 続いて、５番、重野能之議員。 

（５番 重野能之君 登壇） 

○５番（重野能之君） それでは、議長の許可をいただきまして、一般質問をさせていただき

ます。 

  今回は、質問の項目といたしまして、通学路などにおけるブロック塀の安全性確保につい

て、２点目として、高齢者が安心できる交通手段についての２つを質問させていただきます。 

  まず、１つ目の、通学路などにおけるブロック塀の安全性確保についてであります。 

  行ってきます、の大きく元気な声で出かける少女。それを、行ってらっしゃいと笑顔で見

送る母親。いつもと全く変わらない光景です。しかし、まさかこの十数分後に、元気に家を

出た少女が突然亡くなり、この世を去るとは誰も想像できなかったと思います。 

  去る６月18日の大阪府北部地震で、大阪府高槻市立寿栄小学校のブロック塀が倒壊し、９

歳の女児のとうとい命が奪われ、犠牲となりました。重量にして８トン、高さも基準値から

大幅にオーバーしていたブロックの倒壊によって、命が奪われました。しかも、外部によっ

て３年前からその危険性が指摘され、学校も教育委員会に報告していましたが、安全と判断

されていたと報道されています。子供たちや地域住民の命と暮らしを守るべき政治と行政の

怠慢によって、まさに奪われた幼い少女の命と言わざるを得ません。万が一にもあってはな

らないことは、政治の怠慢によって人々の命が奪われるということであります。 

  その後、文部科学省の指導や通達によって、全国の小・中学校などでブロック塀の緊急安

全点検などが実施され、その結果として、調査該当校５万1,082校のうち、１万2,000校を

超える学校で安全性に問題があり、公立小・中学校では、7,700校に上るとの結果が出され

ております。そこで、当町の対応と、また、安全状況はどのような結果であったのか、お聞

かせいただきたいと思います。 

  ２つ目の、高齢者が安心できる交通手段についてであります。 

  高齢者の方々の買い物や通院への不便な交通状況がますます深刻化しております。この現

状に不安や心配は募るばかりで、家族の方々の負担も大きいと聞きます。日ごろは介護職員、

民生委員の方々にもさまざまな形でご尽力をいただいておりますが、この現状について町長

のご見解をお聞かせいただきたいと思います。 
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  また、中之条町が、本年10月から山間地域を中心に、病院への送迎を目的とした無料のオ

ンデマンドタクシー事業を始めるとの報道がありました。既に前橋市など10市町では、県内

では実施されているようでありますが、一方で、この事業では、実際の利用者が少ないなど

の問題点が指摘もされているところであります。 

  そこで、東吾妻町地域公共交通活性化協議会でも議論をされておりますが、高齢者の方々

へのタクシー券配布事業などは有効な対策の一つと思いますが、町長のお考えをお聞かせい

ただきたいと思います。 

  以上、自席に戻らせていただきます。 

○議長（浦野政衛君） 続いて、町長の答弁を願います。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） それでは、重野議員のご質問にお答えをいたします。 

  去る６月18日に発生いたしました大阪北部地震で、小学校のブロック塀が倒壊し、女子児

童が下敷きになるという痛ましい事故が発生をいたしました。 

  被害に遭われました子供さんのご冥福を心からお祈りをいたします。 

  また、９月６日の未明に北海道胆振地方を震源とした震度７の地震では、甚大な被害が発

生し、日ごろからの危険箇所の点検や防災対策の重要さを、改めて痛感をしているところで

ございます。 

  ご質問の１点目でございますが、国・県からの要請を受け、当町も学校施設のブロック塀

の点検、通学路におけるブロック塀の安全確認を実施をいたしました。 

  まず、学校施設内に関しまして、教育課職員による目視、外観点検を６月20日に実施をし、

全てネットフェンスであることを確認しております。 

  また、通学路の安全確認でございますが、管内小・中学校の通学路では、地上2.2メート

ル以上のブロック塀のほか、傾斜、欠損等、倒壊の危険性があるものを対象に、各校に調査

を依頼いたしましたが、一部の学校で調査に時間を要し、全校出そろったのが８月末となり

ました。現在は、データの集約と現地の確認作業を進めているところでございます。基本的

には通学路が対象であり、例えば、スクールバス利用者であれば、自宅からバス停までが調

査範囲でございまして、バス搭乗中の区間につきましては除外をしております。 

  教育委員会では、毎年秋に役場関係課、学校、県中之条土木事務所、吾妻警察署による通

学路合同点検を実施しておりますので、従来の防犯上の観点に加え、今回は点検内容の枠を
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広げて実施することで、調整を進めております。課題としては、通学路沿いのブロック塀は

ほとんどが私有地にあり、できる範囲で目視での確認となります。確認作業の中で、建築基

準法違反等の問題があれば、今後はしかるべき機関への報告と児童・生徒への注意喚起など

が対応策になろうかと思われます。なお、県が主催した会議の席上、教育委員会では、塀の

撤去や改修に関し、個人への指導は行わないことが確認をされております。 

  次に、通学路に限らず、町内全体の道路に面した危険ブロック塀の確認などは、現在のと

ころ実施しておりません。町内全体の道路となりますと、国道、県道、町道の延長が700キ

ロメートルを超えました。私有地にあるブロック塀の安全性を短期間に把握するには、限界

がございます。町といたしましては、広報誌やホームページを活用し、広く町民に自己点検

や安全対策を啓発し、少しでも危険箇所の改善を図っていくことが、当面の施策の１つであ

ると考えております。今後も一層関係機関との連携を図り、地域全体の防災力の向上に努め

てまいります。 

  ２点目のご質問にお答えをいたします。 

  初めに、高齢者の方々の不便な交通状況が深刻化している現状に対し、私の見解はとのこ

とでございますが、この問題につきましては、本年度よりスタートいたしました第２次総合

計画策定に際し、実施をいたしました町民アンケート調査結果でも、当町の住みにくい理由

として、公共交通が不便ということが特に多く、高齢者のみならず、いずれの年代も多く、

高くなっております。また、この問題は緊急性が高い早期見直し施策の１つで、早急に検討

を進めるよう職員に指示し、地域公共交通活性化協議会を中心に、路線バスとスクールバス

との連携に関する調査検討を専門家のご協力のもと進め、今後の指針となるガイドラインを

まとめました。 

  引き続きこれに沿って、東吾妻町の実情に応じた持続可能な公共交通ネットワークの再構

築を進めていく考えでございます。 

  次に、高齢者へのタクシー券配布事業は有効な対策ではないかでございますが、これにつ

きましては、ガイドラインの中で１つの方策として挙げましたが、幾つかの懸念材料も示し

たところであります。消費の負担の増大、利用者と非利用者の補助の公平性、転売や譲渡の

心配、また、現状では、町内に案内所があるタクシー事業者は１社しかなく、タクシー券を

配布しても、車両や運転手が確保できるか、懸念をしておるところでございます。聞くとこ

ろによりますと近年、運転手不足が各公共交通事業者において深刻化しているようでござい

ます。公共交通の充実という政策課題、人口減少や少子化、高齢化へ対応するため、施策分
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野の枠組みを超えた重点施策に捉えておりますので、関係法令や財源の目途などとあわせ、

住民、公共交通事業者、関係行政機関による合意形成を図りながら、結論を出していきたい

と考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（浦野政衛君） ５番、重野議員。 

○５番（重野能之君） ご答弁ありがとうございました。大阪府の北部地震で亡くなった、命

を落とされた少女は、当日はあいさつ週間があったということで、いつもよりも数分、数十

分早く家を出た、その状況で、今回のこういった事故に遭われて命を落とされたそうであり

ます。心配になって、お母さんも地震が起きてすぐ、娘がいつもより早く学校へ一人で歩い

ていったそうですから、その学校に向かって犠牲になったということを知ったそうでありま

す。 

  まず、１点目の通学路のブロック塀などの安全性確保ということで、通学路に限らない、

通告から飛んでしまったのですが、通学路に限らず、町内全体の道路に面した危険なブロッ

ク塀の確認作業など、実施されているかということに関しまして、なかなかまだ現状では難

しいという答弁がありました。８月21日の上毛新聞にも掲載をされました。そして今回の渋

川市なのですが、９月議会の補正予算の中で、個人を対象としたブロック塀の撤去、あるい

は、新設に対する最大15万円の補助事業ということで、渋川市が始めるというような報道等

がありました。今回の昨日調査をさせていただきまして、９月議会でそれの盛り込んだ補正

予算275万円、30件前後見込んだ補正予算の渋川市で通ったということであります。これは、

渋川市の管理する市道、約8,444路線で総延長が2,000キロ、それをほぼ調査をしますと、

渋川市の職員の方々が一応目視ですかね、そういった形で渋川市市道に限って点検を行って

いったということであります。その中で、80件近くの方々に職員の方から、少しここら辺は

危険なブロック塀ではないかということで指導、あるいは、できれば撤去というような口頭

で指導を行ったということであります。今回もこの補正が通って新聞等で報道されて、30件

前後を超える問い合わせがかなりあるというようなことを、昨日、渋川市のほうで聞きまし

た。これらは、本年の10月１日から実施され、工事に関しては、市や県道、国道も含めて補

助をしていくということであります。そういった中で、市の職員の方に何人かお話を聞きま

したところ、やはり非常に市長の思い入れが強いと、こういった事故を受け、幼い少女の命

を奪われ、また、それだけではなく、さまざまな今台風、大雨、そういった被害についても、

非常に市長の思い入れが強いということで動かされて、非常にそこら辺で動いているという
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ような話を、何人かの職員の方から聞きました。 

  そこで、やはり当町におきましても、地域住民の命と暮らしを守るのは行政、議会であり、

また、その最高責任者、最高指揮官は町長であります。このブロック塀に関しましては、国

としても、平成31年度の概算要求でも、ブロック塀の対策費というものも計上されていると

いうようなことで、報道等でも目にすることがありました。今後、国の動きもあるかと思い

ますが、改めて町長の考え、思いというものをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） 重野議員から渋川市の危険ブロック塀の撤去補助事業というお話を出

していただきました。これにつきまして、当町におきましても、ブロック塀の安全性につき

ましてさらに調査を進める中で、今後、危険、本当にこれ危険だというものにつきましては、

補助事業等の対策も今後はとっていく必要があるかなというふうに思っておるところでござ

います。いずれにいたしましても、町民の皆様を危険から守るためには、さまざまな方策が

必要かなと思っておりますので、今後もしっかりと調査、あるいは、対策の事業を進めてま

いりたいと思います。 

○議長（浦野政衛君） ５番、重野議員。 

○５番（重野能之君） ぜひ、そういった町長の思いを実現をしていただきたいと思います。 

  ２点目の、高齢者の方々の安全な安心な交通手段の確保ということで、質問をさせていた

だきました。これについて、タクシー券というのが、いろいろなメリット、デメリットもあ

るのですが、有効な対策の１つではないかということを、自分なりに思いまして、今回質問

をさせていただきました。 

  予算規模は全く違うのですが、前橋市でもご存じのことだと思うのですが、マイタク事業

というものを行っております。これは、75歳以上の方、また、65歳以上の免許返納者、ま

た、障害がある方々に対しての補助事業であります。該当する方には、利用登録証と、また、

チケット一人について120枚配布をして、そして１日２回、１往復分を限度として1,000円

以上2,000円までが1,000円、1,000円以内が500円ということで、１日最大1,000円の補助を

行うという事業であります。ここら辺も昨日調査をさせていただきまして、平成29年の実績

として、人口が全然違いますので、参考になるかどうかということは非常にわからないので

すが、２万3,361人の方々が登録をして、一回以上の利用者が１万2,800人、延べ人数とし

て28万3,700人、予算として約１億7,200万円、こういった実績が29年度の実績であったと、

昨日お聞きしました。人口が前橋市はもう33万7,000人を超えて、予算も1,400億円という
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ことで、当町との比較ということでは全然全くできないと思うのですが、こういった取り組

みというのが、デメリットがある中で進められているということの１つ、こういった意義は

大きいのではないかと思います。また、当町におきましては、スクールバス契約も31年度で

切れ、また、国からの一部3,000万円近い補助もなくなる、こういった状況が今後発生する

というふうに聞いております。総合計画等もありますが、広い視点から公共交通、高齢者の

方々の安心できる交通手段の確保、そのあり方について町長のお考えを、思いをお聞かせい

ただきまして、質問を終わりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（浦野政衛君） 町長。 

○町長（中澤恒喜君） ただいま、前橋市のマイタク事業につきまして、ご丁寧にご説明をい

ただきまして、ありがとうございます。 

  タクシー券配布というふうな具体的なご提案もいただいておるところでございますけれど

も、前橋市の場合のタクシーの会社、タクシーの台数というものはかなりのものかと思って

おります。東吾妻町につきましては、先ほどの答弁の中でも申し上げましたように、タクシ

ー会社が１社ということでございまして、車両の台数というものも少なくなっております。

そのような中で、今後、スクールバスなり、また、路線バスなり、そしてまた、タクシーな

りをうまく活用をしながら、町民の皆様の足の確保ということが必要かなというふうに思っ

ております。 

  他自治体の例というものもしっかりと見させていただいて、東吾妻町のこの地域性という

ものを踏まえた上で、この町に合った公共交通というものの体系をしっかりつくってまいり

たいと思っております。 

  今後とも、重野議員にはいろいろなご意見等もいただきながら、進めてまいりたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○５番（重野能之君） ありがとうございました。 

○議長（浦野政衛君） 以上で、重野能之議員の質問を終わります。 

  これをもって町政一般質問を終わります。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

○議長（浦野政衛君） お諮りいたします。会議規則第45条の規定に基づき、本会議の結果、

その条項、字句、数字、その他整理を要するものについては、その整理を議長に委任された
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いと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

  したがって、条項、字句、数字、その他の整理は議長に一任することに決定いたしました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

○議長（浦野政衛君） お諮りいたします。本定例会に付された事件は全て終了いたしました。 

  したがって、会議規則第７条の規定により、本日をもって閉会にしたいと思います。これ

にご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浦野政衛君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会はこれをもって閉会することに決定いたしました。 

  これをもって本日の会議を閉じます。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎町長挨拶 

○議長（浦野政衛君） 閉会の前に、町長のご挨拶をお願いいたします。 

  町長。 

（町長 中澤恒喜君 登壇） 

○町長（中澤恒喜君） 平成30年第３回定例会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げ

ます。 

  去る４日に開会をされました今期定例会におきましては、報告関係２件、条例関係６件、

決算関係８件、予算関係７件、その他１件を提案させていただき、全て原案のとおりご議決

をいただき、本日閉会の運びとなりました。 

  今回の審議結果や一般質問などで多岐にわたるご意見や具申もありましたが、これらの状

況を真摯に受けとめまして、今後町政を執行する中で生かしてまいりたいと存じます。 

  また、議員各位の会期中における熱心かつ活発なご審議と町政に対する熱意に対しまして

も、感謝を申し上げる次第にございます。 
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  ９月６日に発生をいたしました北海道における地震でありますが、41名の方がお亡くなり

になりました。心より哀悼の意を表したいと思います。また、北海道地域の早い復興を心か

ら願っておるところでございます。 

  さて、吾妻大橋、吾妻ふるさと大橋が開通をいたしました。この16日で丸一年になります。

川戸地区へのアクセスが非常によくなったことを実感しているところでございます。また、

この28日には、戦没者追悼式をコンベンションホールにおいて挙行の予定でございますので、

ご参列を賜りたいと思います。なお、これから、吾妻郡民体育祭などが予定されておりまし

て、公私ともに多忙な日々が続くと思いますが、健康には十分にご留意の上、町政発展と町

民生活の向上のため、議員活動にますますご精励をいただくようお願いをいたしまして、閉

会の挨拶とさせていただきます。 

  まことにありがとうございました。 

 

 ────────────────────────────────────────────  

 

◎議長挨拶 

○議長（浦野政衛君） 閉会に際し、ご挨拶を申し上げます。 

  平成30年第３回定例会は、９月４日から本日まで11日間にわたり開催され、条例や平成

29年度各会計歳入歳出決算認定、平成30年度補正予算、その他の執行部提案に加え、２件

の意見書提出についてなど、終始熱心にご審議をいただきました。 

  また、町政一般質問には６人が立ち、ここに終了することができました。 

  会期中、格別なるご精励を賜りました議員各位、また、諸般にわたりご協力をいただきま

した執行部の皆様に、心から御礼を申し上げます。 

  迎える実りの秋は、各地で秋祭りやスポーツ行事、文化行事も行われ、いつも以上に町中

が活気に満ちた季節となります。 

  特に９月23日には、吾妻郡民体育祭の玉入れとターゲットバードゴルフの競技が行われま

すので、副議長を中心に一致団結して練習を行い、優勝を目指して頑張っていただきたいと

思います。 

  結びに、今後も健康には十分ご留意の上、諸般の活動へのご活躍をご期待申し上げ、閉会

の挨拶といたします。 
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 ────────────────────────────────────────────  

 

◎閉会の宣告 

○議長（浦野政衛君） これをもって、平成30年第３回定例会を閉会いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

（午前１１時００分） 
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